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総務委員会会議録 

 
平成３１年３月１５日 金曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ６時１３分閉議（実時間３６９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１３号（関係分） 

１．議案第３３号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１４号（関係分） 

１．議案第４号・平成３１年度八代市一般会計

予算（関係分） 

１．議案第３４号・平成３１年度八代市一般会

計補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第１１号・平成３１年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計予算 

１．議案第１７号・財産の貸付けについて 

１．議案第１９号・八代市部設置条例の一部改

正について 

１．議案第２０号・八代市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正について 

１．議案第２１号・八代市一般職の職員の給与

に関する条例の一部改正について 

１．議案第２２号・八代市職員の自己啓発等休

業に関する条例の一部改正について 

１．議案第３１号・八代市病院事業の廃止に伴

う関係条例の整理に関する条例の制定につ

いて 

１．議案第２３号・八代市協働のまちづくり推

進条例の制定について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

  （やつしろ国際化推進ビジョンについて） 

  （八代市総合体育館ネーミングライツの経

過報告について） 

  （沖町における場外車券売場について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 川 祥 子 君 

副委員長  村 川 清 則 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 山 俊 臣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長      岩 本 博 文 君 

  財務部次長    佐 藤 圭 太 君 

  理事兼財政課長  尾 﨑 行 雄 君 
 
  財政課副主幹兼公有 
           上 村 勝 一 君 
  財産運用推進係長 
 

  資産税課長    松 川 由 美 君 
 
  理事兼 
           松 元 真 介 君 
  新庁舎建設課長 
 
 
  新庁舎建設課長補佐 
           豊 田 浩市郎 君 
  兼新庁舎建設係長 
 

 総務企画部長    増 住 眞 也 君 

  総務企画部次長  山 田 純 子 君 

  総務企画部次長  橋 本 和 郎 君 
 
  総務企画部 
           緒 方   浩 君 
  総務企画審議員 
 

  企画政策課長   福 本 桂 三 君 

  危機管理課長   廣 兼 和 久 君 

  情報政策課長   早 木 浩 二 君 

 農林水産部 
 
  農林水産部 
           濱 本   親 君 
  総括審議員兼次長 
 

 市長公室長     東 坂   宰 君 
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  国際課長     嶋 田 和 博 君 

  理事兼人事課長  白 川 健 次 君 

 市民環境部長    潮 崎   勝 君 

  市民活動政策課長 遠 山 光 徳 君 

部局外 

 議会事務局長    國 岡 雄 幸 君 

  議会事務局次長  増 田 智 郁 君 
 
 選挙管理委員会 
           中 川 勝 俊 君 
 理事兼事務局長 
 

                              

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（前川祥子君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり、定足数に達しましたので、ただ

いまから総務委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１号・平成３０年度八代市一般会計補

正予算・第１３号（関係分） 

○委員長（前川祥子君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第１号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第１３号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務費

について、財務部より説明願います。 

○財務部長（岩本博文君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

財務部長、岩本でございます。 

 総務委員会に付託されました議案につきまし

て、本日、総務委員会審査案件に従いまして、

説明をさせていただきたいと思いますけれど

も、まず、予算議案の説明につきまして、一般

会計は、全体の歳入及び歳出での総務費、その

他関係分について佐藤財務部次長、議会費は増

田議会事務局次長、消防費は山田総務企画部次

長が説明いたします。なお、ケーブルテレビ事

業特別会計につきましては、早木情報政策課長

が説明いたします。 

 次に、事件議案、条例議案につきましては、

それぞれの担当課長が説明いたしますので、本

日もどうぞよろしくお願いいたします。 

○財務部次長（佐藤圭太君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部の佐藤でございます。よろしくお願

いいたします。それでは、着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○財務部次長（佐藤圭太君） それでは、別冊

となっております議案第１号・平成３０年度八

代市一般会計補正予算・第１３号をお願いしま

す。総務委員会付託分について御説明いたしま

す。 

 まず、１ページをお願いいたします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ３３億８７９０万円

を追加し、補正後の総額を、歳入歳出それぞれ

６３２億３０２０万円としております。 

 次に、第２条で繰越明許費の補正、第３条で

債務負担行為の補正を、第４条で地方債の補正

をお願いしておりますが、内容につきまして

は、４ページから８ページの表で説明いたしま

す。 

 それでは、４ページをお願いいたします。第

２表、繰越明許費補正では、本年度内の事業完

了が見込めない事業について、繰越明許費の追

加及び変更を行っております。 

 まず、１の追加では、款２・総務費、項１・

総務管理費のかわまちづくり推進事業で２８４

万１０００円の限度額設定を行っております

が、これは、当該業務委託に係る国土交通省と

の協議の中で、占用申請から占用許可を得るま

でに、３カ月程度の想定外の時間を要すること
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が判明し、年度内に業務を完了することが困難

となったものでございます。 

 次の新庁舎建設基本・実施設計事業で１億８

５８４万８０００円の限度額設定を行っており

ますが、地下部分に設置を予定しておりました

免振装置のオイルダンパーについて、検査デー

タ改ざん問題が発覚したことから、設計変更に

時間を要し、確認申請など法定手続の年度内完

了が困難となったものでございます。 

 次の新庁舎建設関連事業で６０８２万３００

０円の限度額設定を行っておりますが、これ

は、水道局が実施します松江城水源地仮設浄水

池設置工事において、浄水池の設置方法で、当

初予定しておりました基礎部分の改良が必要と

なり、設計変更が生じたことから、年度内完了

が困難となったため繰り越すものでございま

す。 

 続きまして、款５・農林水産業費、項１・農

業費の担い手確保・経営強化支援事業では、６

５２７万４０００円の限度額設定を行っており

ます。これは、力強く持続可能な農業構造を実

現するため、意欲ある農業者の経営発展を促進

する取り組みを支援するものですが、国の２次

補正に伴うものであり、年度内での事業完了が

見込めませんので、繰越明許費の設定を行って

いるものでございます。 

 次の農業生産総合対策事業の２億７８５０万

円は、東京オリンピック・パラリンピックを初

めとする大規模事業などの影響により、耐候性

ハウスに要する資材及び施工者の確保がおく

れ、年度内完成が見込めず繰り越すものでござ

います。 

 次の産地パワーアップ事業の５６４７万５０

００円は、西日本豪雨及び台風被害の復旧・復

興の影響により、申請者において、育苗ハウス

に要する資材及び施工者の確保がおくれ、年度

内完了が見込めず繰り越すものと、国の２次補

正に伴い、今回の補正予算に計上しております

産地パワーアップ事業は、産地パワーアップ計

画に基づき、高収益な作物・栽培体系への転換

を図る取り組みを行う農業者等に対し、必要な

機械等の導入に要する費用の一部を補助するも

のですが、年度内での事業完了が見込めません

ので、全額繰り越すものでございます。 

 次の農業水路等長寿命化・防災減災事業では

７５万２０００円の限度額設定を行っておりま

すが、これは、事業主体の球磨川右岸の３地区

の農業水路等長寿命化・防災減災事業の一部

が、２度の入札不調となった箇所があり、年度

内での事業完了が困難となったため、繰り越し

に係る市補助金額を繰り越すものでございま

す。 

 次の地籍調査事業の７４４０万円は、国の２

次補正予算に伴うものであり、平成３１年度実

施予定の地籍調査事業の一部を前倒しして行う

ものですが、年度内での事業完了が見込めませ

んので、全額繰り越すものでございます。 

 次に、項２・林業費の道整備交付金事業で４

９９３万７０００円の限度額設定を行っており

ますが、これは、新たな残土処理施設を確保す

る必要があり、箇所の選定及び所有者の承諾取

得に不測の日数を要し、年度内完了が見込めず

繰り越すものと、国の２次補正に伴い、今回の

補正予算に計上しております、平成３１年度実

施予定の袈裟堂深水線外２路線の林道舗装工事

を前倒しして行うものですが、年度内での事業

完了が見込めませんので、全額繰り越すもので

ございます。 

 ５ページに移りまして、款７・土木費、項１

・土木管理費の民間建築物耐震化促進事業では、

１００９万５０００円の限度額設定を行ってお

りますが、東京オリンピックを初めとする大規

模事業や熊本地震からの復興、消費税増税に伴

う駆け込み需要の増加などなどの影響から、職

人不足など建築業界の慢性的な人員不足が生じ

ておりまして、申請者において施工者の確保が
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おくれ、年度内の完成が困難となったことから、

繰り越しを行うものでございます。 

 次に、項５・都市計画費の西片西宮線道路整

備事業で５１２３万４０００円の限度額設定を

行っております。これは、年度当初から用地交

渉を行い、用地補償契約に至ったものの、家屋

解体が年度内に完了しなかったこと、さらに

は、本年度に予定していた数名の地権者の方の

おおむねの同意は得られているものの、用地補

償交渉に不測の期間を要し、年度内の完了が見

込めませんので、繰り越しを行うものです。 

 次の市内一円公園施設整備事業で１１００万

円の限度額設定を行っておりますが、これは、

高島公園の落石に伴う対策工事におきまして、

熊本地震の影響により、のり面工の工事用資機

材の調達に日数を要し、年度内の工事完了が困

難となったものでございます。 

 次の都市公園安全・安心対策緊急支援事業で

１４７０万の限度額設定を行っておりますが、

これは、国内需要の高まりにより、トイレの工

事用資機材の調達に日数を要し、年度内の工事

完了が困難となりましたので、繰り越しを行う

ものです。 

 次の公園施設長寿命化対策支援事業で４２９

万円の限度額設定を行っておりますが、これ

も、国内需要の高まりにより、遊具の工事用資

機材の調達に日数を要し、年度内の工事完了が

困難となりましたので、繰り越しを行うもので

す。 

 次に、八千把地区土地区画整理事業で３３２

７万７０００円の限度額設定を行っておりま

す。これは、建物移転補償において、所有者２

名の同意が得られ、年内に建物移転補償契約に

至ったものの、建物移転及び家屋解体の年度内

の完了が見込めませんので、繰り越しを行うも

のです。 

 款８、項１・消防費の消防団整備事業では１

０２２万７０００円の限度額設定を行っており

ますが、これは、国の２次補正に伴うものであ

り、消防団設備整備費補助金を活用し、消防団

を中核として地域防災力の充実強化に関する法

律に基づき、計画的に配備していた消防団の救

助用資機材等の整備に要する経費を計上してお

りますが、年度内での事業完了が見込めません

ので、繰越明許費の設定を行っているものでご

ざいます。 

 続きまして、款９・教育費、項４・特別支援

学校費の八代支援学校体育館非構造部材耐震改

修事業で３３６１万円の限度額設定を行ってお

ります。これも、国の２次補正に伴うものであ

り、当該体育館の非構造部材の耐震改修が必要

となったため、安全性を確保する観点から、耐

震改修に必要な経費を計上しておりますが、年

度内完了が見込めませんので、繰り越すもので

ございます。 

 次の項８・社会体育費の総合体育館施設整備

事業で７０２万円の限度額設定を行っておりま

すが、八代市総合体育館小アリーナ外部階段改

修につきまして、平成３０年度前期に設計を実

施し、後期に工事発注を行う計画で進めてまい

りましたが、入札が不調となり、改めて工期を

含めて設計の見直しを行うなど、不測の日数を

要し、年度内の工事完了が困難となりましたの

で、繰り越しを行うものです。 

 続きまして、款１０・災害復旧費、項１・農

林水産業施設災害復旧費の林道施設災害復旧事

業で１８６４万９０００円の限度額設定を行っ

ております。これは、菊池人吉線外３路線にお

きまして、新たな残土処理施設を確保する必要

があり、箇所の選定に不測の日数を要し、年度

内の工事完了が困難となったものでございま

す。 

 ６ページをお願いします。 

 続きまして、２の変更でございます。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費の道路維持

事業で、補正前の金額６６０万円に２億１１０
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０万円を増額し、２億１７６０万円に限度額の

変更を行っておりますが、これは、国の２次補

正に伴うものであり、平成３１年度実施予定で

あった事業を前倒しして実施するものでござい

ます。 

 災害防除工事として合志野・中鶴線外４路

線、舗装工事として中央線外３路線、災害防除

測量設計業務委託として朴の木線外３路線の道

路維持事業を予定しておりますが、年度内での

事業完了が見込めませんので、繰越明許費の設

定を行うものでございます。 

 次の市内一円道路改良事業で、補正前の金額

１億３７５２万円に２億２８０６万円を増額

し、３億６５５８万円に限度額の変更を行って

おりますが、これは、地権者との用地補償交渉

に不測の日数を要し、年度内完了が見込めず繰

り越すものと、国の２次補正に伴うもので、平

成３１年度実施予定の有佐貝洲大江湖線外２路

線の改良工事など、市内一円道路改良事業の一

部を前倒しして行うものですが、年度内での事

業完了が見込めませんので、全額繰り越すもの

でございます。 

 次の橋梁長寿命化修繕事業で、補正前の金額

７５００万円に１億５２６３万６０００円を増

額し、２億２７６３万６０００円の限度額の変

更を行っておりますが、今年度の橋梁点検の進

捗がおくれたことから、計画策定に必要な資料

整理に不測の日数を要し、計画策定委託の年度

内の契約が困難となり繰り越すものと、国の２

次補正に伴うもので、平成３１年度実施予定の

中谷橋の橋梁維持補修工事など橋梁長寿命化修

繕事業の一部を前倒しして行うものですが、年

度内での事業完了が見込めませんので、全額繰

り越すものでございます。 

 続きまして、款９・教育費、項２・小学校費

の小学校空調設備設置事業で、補正前の金額５

６４２万６０００円に１３億５０７３万円を増

額し、１４億７１５万６０００円に限度額の変

更を行っております。これは、国の１次補正に

伴うものであり、平成３２年度に予定しており

ました事業を前倒しし、早期に子供たちの健康

維持と学習しやすい教育環境を確保するため、

小学校２３校の空調設備の設置に必要な経費を

計上しておりますが、年度内での事業完了が見

込めませんので、繰越明許費の設定を行うもの

でございます。 

 次の小学校ブロック塀改修事業で、補正前の

金額５７３万２０００円に１億２０９４万８０

００円を増額し、１億２６６８万円に限度額の

変更を行っております。これも、国の１次補正

に伴うものであり、小学校全２５校におきまし

て、コンクリートブロック塀等の改修が必要と

された１５校について、安全性を確保する観点

から、改修に必要な経費を計上しております

が、年度内での事業完了が見込めませんので、

繰越明許費の設定を行うものでございます。 

 次の項３・中学校費の中学校ブロック塀改修

事業で、補正前の金額３１６万４０００円に７

９７３万円を増額し、８２８９万４０００円に

限度額の変更を行っております。これも、国の

１次補正に伴うものであり、中学校全１５校に

おきまして、コンクリートブロック塀等の改修

が必要とされた８校について、安全性を確保す

る観点から、改修に必要な経費を計上しており

ますが、年度内での事業完了が見込めませんの

で、繰越明許費の設定を行うものでございま

す。 

 次の項５・幼稚園費の幼稚園ブロック塀改修

事業で、補正前の金額１２５万７０００円に６

３９万４０００円を増額し、７６５万１０００

円に限度額の変更を行っております。これも、

同様に国の１次補正に伴うものであり、幼稚園

６園におきまして、コンクリートブロック塀等

の改修が必要とされました代陽幼稚園につい

て、安全性を確保する観点から、改修に必要な

経費を計上しておりますが、年度内での事業完
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了が見込めませんので、繰越明許費の設定を行

うものでございます。 

 続きまして、７ページ、お願いいたします。 

 第３表、債務負担行為でございます。１の追

加として、国営八代平野土地改良事業負担金に

おいて、期間を平成３０年度から平成４３年度

まで、限度額を３２億２０７３万３０００円に

設定いたしております。これは、平成３０年度

から４２年度にかけて実施されます国営八代平

野土地改良事業が、平成３０年１２月に事業採

択されたことに伴い、本市は事業完了後に負担

金を支払う必要がありますことから、債務負担

行為の限度額の設定を行うものでございます。 

 次は、第４表、地方債補正でございますが、

１の変更で、まず、土地改良事業では、補正前

の２億６８０万円から１億１７１０万円を増額

し、３億２３９０万円に変更いたしておりま

す。 

 次の林道整備事業では、補正前の８５１０万

円に２１４０万円を増額し、１億６５０万に変

更いたしております。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 道路整備事業では、補正前の７億６０８０万

に２億１０３０万円を増額し、９億７１１０万

円に変更いたしております。 

 次の港湾整備事業では、補正前の３億６８５

０万円に２億７４８０万円増額し、６億４３３

０万円に変更いたしております。 

 次の学校整備事業では、補正前の１２億８２

３０万円に１２億７３３０万円を増額し、２５

億５５６０万円に変更いたしております。 

 詳細は、１５ページから１６ページにかけま

して、歳入、款２１・市債のところで説明いた

します。なお、起債の方法、利率、償還の方法

につきましては、補正前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 １２ページをお願いいたします。 

 款１０、項１、目１、節１・地方交付税で２

億８８０８万３０００円を計上しております

が、これは、今回の補正予算の一般財源でござ

います。 

 次に、款１４・国庫支出金、項１・国庫負担

金、目１・民生費国庫負担金、節１・社会福祉

費負担金で１５７７万２０００円を計上してお

ります。これは、国民健康保険特別会計繰出金

の補正に係る、保険税軽減世帯に属する一般被

保険者数に応じた保険料の、一定割合相当額に

対する国民健康保険基盤安定保険者支援分負担

金でございます。次に、節２・児童福祉費負担

金で、保育所運営費負担金の２４６万７０００

円は、認定こども園、私立幼稚園に支弁する公

定価格単価の改定、及び給付対象施設の新規増

加に伴い施設型給付費が増加したことによるも

のでございます。 

 次に、項２・国庫補助金、目４・土木費国庫

補助金、節１・道路橋梁費補助金で２億４４６

５万円を計上しておりますが、いずれも、先ほ

ど、第２表、繰越明許費補正２の変更で説明し

ました、国の２次補正に伴うものであり、平成

３１年度予定の事業を前倒しして行うものでご

ざいます。 

 まず、道路ストック点検・修繕事業の４１０

０万円は、中央線外３路線の舗装工事を行う道

路維持事業に対して補助されるものでございま

す。 

 次の災害防除事業の６４５０万円は、合志野

・中鶴線外４路線の災害防除工事、及び朴の木

線外３路線の災害防除測量設計業務委託を行う

道路維持事業に対して補助されるものでござい

ます。 

 次に、東西アクセス線改良事業の２２００万

円は、新牟田西牟田線の道路改良事業に対して

補助されるものでございます。 

 次に、橋梁長寿命化修繕事業の７７００万円

は、中谷橋の橋梁維持補修工事や下大野川２号

橋外２橋の調査設計業務委託のほか、１６７橋
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の道路点検業務委託に対して補助されるもので

ございます。 

 続きまして、１３ページに移りまして、有佐

貝洲大江湖線改良事業の２２００万円と、氷川

高校前線改良事業の１８１５万円は、それぞれ

の路線の改良工事等に対して補助されるもので

ございます。 

 次に、目５・教育費国庫補助金、節２・小学

校費補助金から、節４・幼稚園費補助金まで

は、先ほど、第２表、繰越明許費補正の２の変

更で説明しましたが、国の１次補正に伴うもの

でございます。 

 まず、節２の小学校費補助金の２億３９７８

万５０００円は、小学校１５校分のブロック塀

等の改修、及び２３校分の空調設備の設置に必

要な経費に対して補助されるブロック塀・冷房

設備対応臨時特例交付金でございます。次に、

節３の中学校費補助金の２５８７万２０００円

は、中学校８校分のブロック塀等の改修に必要

な経費に対して補助されるブロック塀・冷房設

備対応臨時特例交付金でございます。次の節４

の幼稚園費補助金の２１３万１０００円は、代

陽幼稚園のブロック塀等の改修に必要な経費に

対して補助されますブロック塀・冷房設備対応

臨時特例交付金でございます。いずれも、補助

率は補助対象経費の３分の１となっておりま

す。次の節６の特別支援学校費補助金の９８７

万８０００円は、第２表、繰越明許費補正１の

追加で説明いたしました国の１次補正に伴うも

ので、当該体育館の非構造部材の耐震改修に必

要な経費に対して補助されます特別支援学校体

育館非構造部材耐震改修事業補助金でございま

す。 

 次に、款１５・県支出金、項１・県負担金、

目１・民生費県負担金、節１・社会福祉費負担

金で９０１９万８０００円を計上いたしており

ます。これは、国民健康保険特別会計繰出金の

補正に係ります、低所得者に係る保険税軽減相

当額に対する国民健康保険基盤安定保険税軽減

分負担金の８２３１万１０００円と、保険税軽

減世帯に属する一般被保険者数に応じた保険料

の、一定割合相当額に対する国民健康保険基盤

安定保険者支援分負担金７８８万７０００円で

ございます。県の負担割合は、事業費に対しそ

れぞれ４分の３、４分の１となっております。

次に、節２・児童福祉費負担金の１３４万５０

００円は、先ほど国庫支出金で説明いたしまし

たが、県負担分の保育所運営費負担金でござい

ます。 

 続きまして、１４ページをお願いいたしま

す。 

 項２・県補助金、目１・総務費県補助金、節

１・総務管理費補助金で１８９５万９０００円

を計上しております。これは、地方バス路線維

持に係る経費に対して交付されます熊本県生活

交通維持・活性化総合交付金でございます。 

 次に、目２・民生費県補助金、節２・児童福

祉費補助金の２７０万１０００円は、先ほど国

庫支出金で説明しましたが、認定こども園、私

立幼稚園に支弁する公定価格単価の改定、及び

給付対象施設の新規追加に伴い、施設型給付費

が増加したことによるものでございます。 

 次に、目４・農林水産業費県補助金、節１・

農業費補助金で１億２３４４万９０００円を計

上いたしております。いずれも、先ほど第２

表、繰越明許費補正１の追加で説明しました

が、国の２次補正に伴うものでございます。 

 まず、産地パワーアップ事業費補助金の２３

７万５０００円は、高収益な作物・栽培体系へ

の転換を図る取り組みを行う、１つの事業主体

に対して、必要な機械等の導入に要する費用の

一部を補助するものでございます。 

 次の担い手確保・経営強化支援事業補助金の

６５２７万４０００円は、売上高の拡大や経営

コストの縮減などに意欲的に取り組む地域の担

い手が、融資機関から融資を受け、温室管理シ
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ステムやトラクター等の農業用機械・施設等を

導入する際の融資残について、郡築ほか３地

区、１１の経営体に対して補助するものでござ

います。 

 次の地籍調査事業費補助金の５５８０万円

は、平成３１年度実施予定の地籍調査事業の一

部を前倒しして行う経費に対して補助されるも

のでございます。 

 次の節２・林業費補助金で１６４６万６００

０円を計上しておりますが、これも、先ほど第

２表、繰越明許費補正１の追加で説明しました

が、国の２次補正に伴い、今回平成３１年度実

施予定の事業を前倒しして行うものでございま

す。 

 道整備交付金の１３０４万６０００円と森林

・林業・木材産業基盤整備交付金の３４２万円

は、袈裟堂深水線外２路線の林道舗装工事に対

して補助されるものでございます。 

 次に、目６・消防費県補助金、節１・消防費

補助金の３４０万９０００円は、先ほど第２

表、繰越明許費補正の１の追加で説明しました

が、国の２次補正に伴うもので、計画的に配備

していたＡＥＤや油圧切断機など、消防団の救

助用資機材の整備に要する経費に対して補助さ

れます、消防団設備整備費補助金でございま

す。 

 次に、項３・委託金、目１・総務費委託金、

節４・選挙費委託金の４８３万５０００円は、

任期満了に伴います県議会議員選挙の告示日

が、当初の予定より７日早くなり、平成３０年

度中に立候補受け付け、及び期日前投票を行う

必要が生じましたことから、その事務に係る経

費に対する県議会議員選挙委託金でございま

す。 

 １５ページをお願いいたします。 

 款１７、項１・寄附金、目２・民生費寄附

金、節１・社会福祉費寄附金で１００万円を計

上しておりますが、これは、当初見込みを超え

る寄附があったものでございます。 

 目４・教育費寄附金、節７・教育振興費寄附

金で５００万円を計上しておりますが、これ

は、民間企業より高額の寄附があったものでご

ざいます。 

 次に、款１９、項１、目１、節１・繰越金の

３億９５００万円は、今回補正予算の一般財源

でございます。 

 次に、款２１、項１・市債、目３・農林水産

業債、節１・農業債の１億１７１０万円を計上

しております。説明欄、一番上の県営経営体育

成基盤整備事業負担金から、一番下の基幹水利

ストックマネジメント事業負担金まで、４つの

県営事業負担金につきましては、平成３１年度

実施予定の県営土地改良事業の一部を前倒しし

て行うもので、国の２次補正予算に伴い事業費

の追加がありましたので、それぞれの対象事業

費に対して１００％を充当する補正予算債でご

ざいます。次に、節２の林業債の２１４０万円

は、先ほど、県支出金で説明しましたが、国の

２次補正に伴い、今回平成３１年度実施予定の

事業を前倒しして行うもので、袈裟堂深水線外

２路線の林道舗装工事に係る市債で、起債対象

事業費から県支出金を差し引いた額の１００％

を充当する補正予算債でございます。 

 続きまして、１６ページをお願いいたしま

す。 

 目５・土木債、節１・道路橋梁債の２億１０

３０万円は、これも、先ほど国庫支出金で説明

しましたが、国の２次補正予算に伴い、今回３

１年度実施予定の事業を前倒しして行うもの

で、道路ストック点検・修繕事業ほか５つの事

業に係る市債で、起債対象事業費から国庫支出

金を差し引いた額の１００％を充当する補正予

算債でございます。次の節３・港湾債の２億７

４８０万円は、国の２次補正予算に伴い事業費

の追加がありました、八代港港湾整備に対する

県への負担金に対する充当率１００％の補正予
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算債でございます。 

 次に、目７・教育債、節１・小学校債で１１

億９２９０万円を計上しております。先ほど、

国庫支出金で説明しました国の１次補正に伴う

ものでございます。小学校空調設備設置事業の

１１億１２２０万円と小学校ブロック塀改修事

業の８０７０万円は、小学校２３校分の空調設

備の設置、及び１５校分のブロック塀等の改修

に係る市債で、補助対象事業費から国庫補助金

を差し引いた額の１００％を充当する補正予算

債と、補助対象以外の事業費に対しては、充当

率９５％の合併特例債を予定しております。次

に、節２の中学校債の５３７０万円も、国の１

次補正に伴うもので、中学校８校分のブロック

塀の改修に係る市債で、補助対象事業費から国

庫補助金を差し引いた額の１００％を充当する

補正予算債と、補助対象以外の事業費に対して

は充当率９５％の合併特例債を予定しておりま

す。次の節４の幼稚園債の４２０万円も、国の

１次補正に伴うもので、代陽幼稚園のブロック

塀改修に係る市債で、補助対象事業費から国庫

補助金を差し引いた額の１００％を充当する補

正予算債を予定いたしております。次の節５の

特別支援学校債の２２５０万円も、同様に、国

の２次補正予算に伴うもので、当該体育館の非

構造部材の耐震改修に係る市債で、補助対象事

業費から国庫補助金を差し引いた額の１００％

を充当する補正予算債と、補助対象以外の事業

費に対しては充当率９５％の合併特例債を予定

しております。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 引き続き、歳出を説明いたします。 

 １７ページをお願いいたします。 

 款２・総務費でございます。項１・総務管理

費、目１・一般管理費では１億３７８２万４０

００円を計上いたしております。これは、説明

欄の職員給与経費において、早期退職及び普通

退職に係る１２名分などの退職手当の追加を補

正するもので、また、職員派遣事業において

は、県との人事交流に伴う派遣職員の受け入れ

人数が、当初予定の２人から３人になりました

ので、人件費負担金の不足額を補正するもので

ございます。 

 次に、目７・交通防犯対策費では、生活交通

確保維持事業で２億２４８万８０００円を計上

しております。これは、乗り合いタクシー予約

便の運行増加に伴い、タクシー事業者に対する

補助金の追加、及び地方バス路線の維持に係る

補助金で、産交バス株式会社１９系統、及び株

式会社麻生交通の１系統に対して補助するもの

でございます。 

 なお、特定財源として１８９５万９０００円

の県支出金がございます。 

 次に、目１１・諸費では、まず、国県支出金

等返還金事業で１億４３８９万円を計上してお

ります。これは、生活保護費負担金や障害者自

立支援給付費国庫負担金など、過年度に交付さ

れた国県支出金の精算に伴い、超過交付分を返

還するものでございます。 

 次に、市税還付金事業の１８００万円は、主

に法人市民税において、高額の還付金が生じま

したことから、不足が見込まれるため補正する

ものでございます。 

 次に、項４・選挙費、目２・県議会議員選挙

費では４８３万５０００円を計上しておりま

す。これは、歳入の県支出金でも説明しました

が、任期満了に伴う県議会議員選挙の告示日

が、当初の予定より７日早くなり、平成３０年

度中に立候補受け付け、及び期日前投票を行う

必要が生じましたことから、その事務に係る経

費について補正するものです。主なものは、職

員手当で２２０万３０００円、臨時職員の賃金

で９６万６０００円のほか、選挙機器点検委託

料６８万３０００円などでございます。 

 なお、特定財源として、全額県議会議員選挙

委託金を予定しております。 
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 以上で、総務費の歳出の説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 歳入のほうで、繰越明

許についてなんですけれども、１２月のです

ね、繰越明許のほうは、かなり件数を上げてい

ただいとったというふうに思います。今回は、

主に国の補正が絡んだということで、年度内完

了が難しいということからの繰り越しがあった

とは思うんですが、一部には、まだやっぱり不

測の日数を要したとか、そういったものがあっ

たというふうに受けとめたんですけれども、財

務のほうとして、予算を年度内完了、単年度会

計の原則に従って認めた、その責任も含めてで

すけれども、担当課のほうに、何か御指導とい

うんでしょうか、そういったものをなされてい

るのかどうか、この繰越明許を認めるときに、

どういった点をですね、確認されているのか、

そういったところをお聞かせいただければと思

います。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 大倉議員御指摘

のとおり、最近繰り越し事業というのが多くな

っております。 

 指摘のあったとおり、１２月に、もう事業が

繰り越しということで、繰り越しを出してもら

ったんですけども、今までですね、ほとんど３

月補正で繰越明許費の補正をお願いしてたんで

すが、ことしは、ちょっと変えまして、繰り越

しが早期にわかる事業につきましては、できる

だけ１２月補正に提出もらうよう指導してきた

ところです。１２月補正に出していただいて、

それで、当初予算とのですね、整合を図ってい

ますが、当初予算で調整を図るというふうなこ

とで、担当課には言ってきたつもりでございま

す。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 確かに、以前からする

と、３月での繰越明許費の計上というのが少な

くなったなという部分はですね、受けとめてお

ります。 

 ただ、やっぱりどうしても、不測の日数とい

う当初の計画が甘かったんじゃないかというよ

うな指摘をされてもおかしくないようなです

ね、案件も、やはり中にはありますので、その

点については、財務のほうからもしっかり担当

課のほうにお願いをされる、――お願いという

部分ではおかしいと思います、指導をされると

いうんでしょうか、そういう業務をですね、や

っていただくようにお願いをしたいというふう

に思っております。 

 意見も含めましたけれども、以上です。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（古嶋津義君） １７ページ、歳出のほ

うですが、目７の交通防犯対策費の中で、この

路線バスの補助の明確な、何か基準ちゅうのは

あるんですか。 

○企画政策課長（福本桂三君） これは、生活

交通維持補助バスでありまして、２系統の松

高、種山線の部分に係る県の補助金でございま

す。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） そこはわかっとですけ

ど、明確な補助をする基準ちゅうか、例えば、

バスの乗客が少ないとか、そういうのはなかで

すか。 

○企画政策課長（福本桂三君） 路線バスがで

すね、運行しておりますけれども、路線バスの

運行の中でですね、赤字となっている路線バス

に対して、県の補助があるものでございます。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） その補助の部分の、何

というかな、間引きちゅうか、そういうことで

すか。そういうのはわからんとですか。 
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○企画政策課長（福本桂三君） 特にですね、

割合というのはなくて、赤字の部分に対して、

県の補助が、県の予算の範囲の中で補助される

という形になっております。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 歳入の市債でお尋ねし

ます。 

 補正予算債と合併特例債を活用されていると

いうことで、補正予算債が幾らで、合併特例債

が幾らになるのか。 

 毎回お尋ねしておりますけれども、合併特例

債が、これまで、この補正まで幾ら発行されて

いるのかということをお聞かせください。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 今回１８億

９６９０万起債しておりますが、そのうちです

ね、合併特例債がですね、７億２１１０万円ご

ざいまして、それ以外については、全て補正予

算債ということになっております。 

 続きましてですね、合併特例債のこれまでの

発行額でございますが、今回のですね、部分も

含めまして２４７億７０００万ほど累計で発行

しておりまして、残りが１５３億９０００万の

残額になっております。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 合併特例債は、当初、

合併したときに、何というんですかね、目標額

というんでしょうか、発行する限度を設定され

ていたというふうに思うんですけど、もう、そ

れは完全にルールといいますか、約束を破られ

て運用せざるを得なくなったということなんで

しょうか。そのあたりをお聞かせください。 

○財務部長（岩本博文君） 合併のときに設定

していた合併特例債は、そのときも、枠は４０

１億６０００万ありまして、新市建設計画をつ

くる中で、どれだけの規模のものでつくってい

ったらいいかというところで、大体６割程度ぐ

らいの合併特例債を使いながら、１０年間の建

設計画を立ててきたということです。 

 その後、特例債も期限が５年間延びまして、

そして、さらに５年間延びてるということで、

当初１０年間でですね、４０１億使い切るの

は、市としてもちょっと使い過ぎかなというこ

とで、半分ちょっと、１０年間でそれぐらいだ

ったらいいだろうというようなところで設定は

したところです。 

 震災があって、さらに延長されましたので、

さらに使うのであれば、また、枠といいます

か、そのとき我々が設定したところの６割設定

ぐらいを、さらに超えて使う分は、期間がです

ね、もう１０年間過ぎて、その後のまた、さら

にというところの期間が延長されたところで、

使い出すところでございますので、市として

は、１０年間で半分使って、またさらに、それ

以降で、どれだけ使うかわかりませんけれど

も、それ以降、また与えられた枠の中で有効に

活用できればいいかなということで、合併特例

債を活用してきているような状況でございま

す。 

○委員（大倉裕一君） 状況はわかりました。 

 延長があったということで、有利な財源確保

するということから、借りておられるんだろう

と思いますが、予定がないような、目標がない

ような運用というのは、やはり心配をするとこ

ろがありますが、その点については、設定をし

て、あくまでこの辺を目標にということを、最

初あったですよね、何億、６割程度という、そ

ういう、やはり目標を持った運用が必要ではな

いかと思いますが、いかがでしょうか。 

○財務部長（岩本博文君） そうですね、あと

１０年間という枠が与えられましたので、あと

残りの分を、また半分使っていければいいのか

なというふうに思いますので、あと、枠をいっ

ぱいいっぱい使い切るような形でですね、ほか

の市債よりも大変有利な充当率ですので、その
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辺は財政の運営状況を見ながら活用していきた

いというふうには考えております。 

○委員（大倉裕一君） あと、意見で言いま

す。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（村上光則君） 要望でいいですか。５

ページの西片西宮線ですが、この道路は、全線

開通をしないと、信号機が、警察がつけないと

いうような話を聞いていますが、話し合いは、

ちょっとされておりますかね。 

○財務部長（岩本博文君） ちょっと財務部で

は、そこの進捗状況までは把握しておりません

ので、申しわけないですけれど、わかりませ

ん。 

○委員長（前川祥子君） 要望ですか。 

○委員（村上光則君） はい。 

○委員長（前川祥子君） じゃあ、後ほどよろ

しいですか。 

 質疑は、もうありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 質疑がなければ、以

上、質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（大倉裕一君） １つは、繰り越しの

件、先ほど言いましたので、お願いをしときた

いと思います。 

 それから、今、合併特例債、債務全般につい

てなんですけれども、たとえ有利な財源といえ

ども、借金には変わりはないんですよね。民間

金融機関に一旦そのお金を借りて、そして、そ

の借りた分について、お金を返していくと、そ

の分が歳入としてどれだけ入ってくるかという

ことが、何ていうんですか、不確定な部分、約

束はされているけれども、不確定な部分がある

ということで言われている分もありますので、

その点については、やはりコマーシャルのあれ

ではありませんけども、計画的な利用というの

が、やはり必要になってくるというふうに思っ

ております。その点は、留意して運用を行って

いただきたいというふうに意見を申し上げてお

きたいと思います。 

 それから、お尋ねも何もしませんでした。い

きなり要望という形になるんですけれども、県

議会議員選挙の準備に当たってであります。今

回採決をした後に、いろんな準備が進められて

いくというふうに思うんですけれども、かなり

期間がタイトになってくると思いますので、そ

のあたり、安全の分を十分確保していただいた

上での作業をですね、行っていただくように、

担当課のほうにはお願いをしておきたいという

ふうに思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（村上光則君） 今さっき言いましたよ

うに、全線開通をしないと信号機はつけないと

いう話を聞いておりまして、最近非常に車が多

くてですね、事故も３件起きています。死亡事

故が起きると、警察のほうもつけにゃならぬと

いうようなことになると思いますけども、そう

いう事故になる前にですね、ひとつお願いをし

たいというふうに思います。 

 それと、これは全線開通をですね、早期にし

ていただくように、地域の皆さんからの要望で

ありますので、要望しておきます。 

 以上です。 

○財務部長（岩本博文君） 済みません、ちょ

っと発言の修正をお願いします。 

 合併特例債は、合併時６割設定と言いました

けど、大体４割設定でしましたんで、済みませ

ん、ちょっと勘違いしとりました。修正させて

ください。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） ありませんようでし
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たら、以上で、歳入等及び歳出の第２款・総務

費について終了します。 

 執行部入れかえのため小会いたします。 

（午前１０時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５７分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費について、総務企画部

より説明願います。 

○総務企画部長（増住眞也君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、第８款・消防費の補正につきまし

て、山田総務企画部次長が説明いたします。よ

ろしくお願いします。 

○総務企画部次長（山田純子君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）総務企画部の山田です。 

 消防費につきまして、御説明をさせていただ

きます。着座にて失礼いたします。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○総務企画部次長（山田純子君） それでは、

補正予算書の２１ページをお願いいたします。

中段の表でございます。 

 款８・消防費、項１・消防費、目２・非常備

消防費では１０２２万７０００円を追加してお

ります。 

 内容としましては、平成３０年１２月に閣議

決定をされました、防災・減災、国土強靭化の

ための３か年緊急対策を受けまして、災害時の

消防団のより効果的な救助活動を実現するた

め、消防庁の補助金を活用しまして、未整備の

救急・救助用資機材の整備を進めるものとなっ

ております。 

 今回は、迅速な救命活動を行うためのＡＥＤ

を１３台、災害発生時に倒木や流木を除去する

ために使用するチェーンソーを２２台、家屋の

下敷きになっている人の救出などに使うエンジ

ンカッターを１３台、油圧ジャッキ２６台、油

圧切断機を１台購入するものでございます。 

 また、特定財源の国県支出金３４０万９００

０円は、国の消防団設備整備費補助金でござい

ます。 

 以上、説明とさせていただきます。御審議よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、もう一

回、内訳をお願いしたいんですけど。ＡＥＤは

１３台、チェーンソーから下をもう一回繰り返

していただいてよろしいでしょうか。 

○総務企画部次長（山田純子君） 失礼いたし

ました。ＡＥＤ１３台、チェーンソー２２台、

エンジンカッターを１３台、油圧ジャッキ２６

台、油圧切断機を１台の予定でございます。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 国の計画ということ

で、恐らくどこの自治体もこのような機器の購

入をされる予定があるんではないかというふう

に思うんですが、年度内完了という原則からい

くと、その原則は守れそうでしょうか。また、

その点、いつぐらいをめどに、この配置を計画

されているのか、そのあたりも含めてお知らせ

をいただければというふうに思います。 

○危機管理課長（廣兼和久君） 失礼します。

繰り越しということになりますので、来年度

で、３１年度ということになります。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） ３１年度の何月ぐらい

というのはわからないんですかね。例えば、苦

しいんであれば、四半期の４分の３とか、４分

の４とか、そういったところを、やはり目的を

持って考えていく必要があると思うんですけ

ど。 
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○危機管理課長（廣兼和久君） 来年度のです

ね、８月までには導入ということで計画をいた

しております。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これで質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１号・平成３０年度八代市一般会計補

正予算・第１３号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのため小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１１時０２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０３分 本会） 

◎議案第３３号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１４号（関係分） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３３号・平成３０年度八代市一

般会計補正予算・第１４号中、――（｢録音が

でけん」「電気だけか」「ブレーカーが落ちた

っちゃろう」「全部落ちとるみたいです。ちょ

っとお待ちください」と呼ぶ者あり） 

 ちょっと小会します。 

（午前１１時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０７分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３３号・平成３０年度八代市一

般会計補正予算・第１４号中、当委員会関係分

を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等について、財務部より説明

願います。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 財務部、佐藤で

ございます。一時期、よろしくお願いいたしま

す。それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 別冊となってお

ります、３月定例会議案書のほうをお願いいた

します。 

 議案第３３号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１４号でございます。総務委員会

付託分について御説明いたします。 

 ３ページをお願いいたします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ３億３４００万円を

減額し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６２

８億９６２０万円といたしております。 

 次に、第２条で繰越明許費の補正を、第３条

で地方債の補正をお願いしておりますが、内容

につきましては、５ページから６ページの表で

説明いたします。 

 それでは、５ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費補正の１の追加でござい

ますが、ここで正誤表を提出させていただいて

おりますが、項１・小学校費を、項２・小学校

費へ、項２の中学校費を項３・中学校費へ訂正

をお願いしております。申しわけございません

でした。 

 それでは、改めまして、款９・教育費、項２

・小学校費の太田郷小学校トイレ改修事業で、

１億３６９６万１０００円の限度額設定を行っ

ております。これは、当初予算で事業費を確保

しておりましたが、国の交付金の事業採択がな

されておらず、今回、国の２次補正の内示を受
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けたものの、交付決定からの期間では適正な工

事期間がとれず、年度内完了が困難となったた

め繰り越すものでございます。 

 次に、項３・中学校費の第五中学校プール耐

震改修事業で１億７４万円の限度額設定を行っ

ております。これも同様に、当初予算で事業費

を確保しておりましたが、国の交付金の事業採

択がなされておらず、今回、平成３０年度当初

予算分の内示を受けたものの、交付決定からの

期間では適正な工事期間がとれず、年度内完了

が困難となったため繰り越すものでございま

す。 

 款１０・災害復旧費、項３・文教施設災害復

旧費の公立学校施設災害復旧事業で５７５万６

０００円の限度額設定を行っております。これ

は、二見中学校ののり面災害復旧工事に当た

り、のり面工における専門作業員の確保に努め

たものの、熊本地震及び豪雨災害の復旧工事に

よる労務需要の急増から、専門作業員の確保が

困難な状況となり、のり面工の着手に遅延が生

じ、年度内の完了が困難となったことから繰り

越すものでございます。 

 次に、２の変更でございますが、これは、先

ほど説明いたしました平成３０年度一般会計補

正予算・１３号において、国の２次補正予算に

伴い、平成３１年度予定の事業を前倒しして予

算計上を行った分について、内示額が減額とな

ったため、同額を平成３１年度一般会計補正予

算・第１号に組みかえるため、減額するもので

ございます。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費の道路維持

事業で、補正前の限度額２億１７６０万円から

１億４２２０万円を減額し、補正後の限度額を

７５４０万円といたしております。 

 次の市内一円道路改良事業では、補正前の限

度額３億６５８０万円から３３９０万円を減額

し、補正後の限度額を３億３１６８万円といた

しております。 

 次に、橋梁長寿命化修繕事業で、補正前の限

度額２億２７６３万６０００円から、９２６２

万６０００円を減額し、補正後の限度額を１億

３５０１万円といたしております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 ３の廃止でございますが、これも平成３０年

度一般会計補正予算・１３号におきまして、国

の第２次補正予算に伴い、予算計上を行った分

について、全地区を不採択とする内示があった

ため、減額するものでございます。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費の担い手

確保・経営強化支援事業で、補正前の限度額６

５２７万４０００円から全額を減額し、廃止す

るものでございます。 

 次に、第３表、地方債補正１の変更でござい

ますが、第２表、繰越明許費の２の変更で説明

しましたように、同じ理由により減額するもの

でございます。 

 道路整備事業は、補正前の９億７１１０万円

から１億１９１０万円を減額し、８億５２００

万円に変更いたしております。 

 詳細は、１１ページの歳入、款２１・市債の

ところで説明いたします。なお、起債の方法、

利率、償還の方法につきましては、補正前と同

じでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 １０ページをお願いいたします。 

 款１０、項１、目１、節１・地方交付税で８

９８万２０００円を減額しておりますが、これ

は、今回補正予算の一般財源が減額となりまし

たので、地方交付税で調整したものでございま

す。 

 次に、款１４・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目４・土木費国庫補助金、節１・道路橋梁

費補助金の１億４０６４万４０００円の減額

は、第２表、繰越明許費補正の２の変更で説明

いたしましたが、道路ストック点検・修繕事業

から有佐貝洲大江湖線改良事業まで４つの事業



 

－16－

において、国の内示額に伴い、それぞれ減額す

るものでございます。 

 次の款１５・県支出金、項２・県補助金、目

４・農林水産業費県補助金、節１・農業費補助

金の６５２７万４０００円の減額は、担い手確

保・経営強化支援事業補助金において、第２

表、繰越明許費補正の３の廃止でも説明しまし

たが、同じ理由により減額するものでございま

す。 

 １１ページをお願いいたします。 

 款２１、項１・市債、目５・土木債、節１・

道路橋梁債では、先ほど国庫支出金で説明しま

したが、国の内示額に伴い、係る市債において

も、道路維持事業で７１１０万円、市内一円道

路改良事業で１５３０万円、橋梁長寿命化修繕

事業で３２７０万円、合計１億１９１０万円を

減額するものでございます。 

 以上が、歳入の説明でございますが、歳出は

ございませんので、これで説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。

（｢訂正を」と呼ぶ者あり）ああ、訂正。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 済みません、１

点訂正をお願いします。 

 ５ページの繰越明許費補正の２の変更でござ

いますが、補正前の金額、私が３億６５５８万

円と申しましたけども、正確には、３億６５８

０万円に訂正、（｢５５８万」と呼ぶ者あり）

３億６５５８万円が正しいです。済みませんで

した。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（古嶋津義君） ６ページの担い手確保

経営強化支援の廃止のところですが、不採択の

内示があったということで、１１経営体であり

ますけれども、これはたしか、何か、人・農地

プラン、１３ポイントか何か、上にならんと、

採択でけんとかという話聞きましたですけど、

この１１経営体の中では、トラクターとか、温

室管理システムとか、導入してあっとでしょう

か。その辺な、やっぱりわからんでしょうね。 

○委員長（前川祥子君） 今の御質問で、おわ

かりになる執行部はいらっしゃいますか。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 済みませ

ん、細かいところまではですね、ちょっと聞い

てないんですけども、とにかく１３ポイントい

ってなくてですね、１２.５ポイントまでしか

届かずにですね、今後ですね、そういった取り

組みの内容をですね、検討してですね、ぜひ、

補助に取り組めるようにしたいというふうな意

向はですね、原課のほうは申しておりました。

申しわけございません。 

○委員（古嶋津義君） ただ、１１経営体とし

ては購入してあっとじゃなかですか。濱本さん

が来なった。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君） 農

林水産部の濱本です。 

 内容自体が、この人・農地プランが作成され

ており、農地中間管理機構を利用している地区

が対象になった事業で、事業の選択に当たって

は、実施希望者の経営規模や経営内容などから

算出した、先ほど説明があられました個人ポイ

ントをもとに、人・農地プランの地区ごとに平

均ポイントを算出し、そのポイントの高い地区

から採択される仕組みとなっておる事業です。 

 今回、国が全国からの要望を取りまとめた結

果、本市では、要望した４地区全てが、国が示

したボーダーラインである１３ポイントを下回

ったことから不採択となったちゅうことなんで

すが、前年度が、ボーダーラインが１２ポイン

トちゅうことで、それに向かって、大体地元の

方も、生産関係とかのポイントを上げるために

努力されたんですけど、基準が高くなった関係

上、今回は１３ポイントを下回ったちゅうこと

で、不採択になりました。 
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 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 内容はわかっとです

よ。たしか平均的な１１は、１２.５ぐらいだ

ったとは思ってはおりますが、トラクターは既

に購入されとっとでしょうかという話です。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君） 手

元にちょっと資料がないもんですから、はっき

りした事がちょっとわかりませんが、今聞いて

いる中では、まだ購入はされてないちゅう情報

だったと思います。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 後で詳しく。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） さっきの補正でもお尋

ねしたんですけど、市債の内訳ですけれども、

土木債、道路橋梁債ということですが、これ

は、何の市債が減額になるんでしょうか。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） こちらは全

て補正予算債でございます。よろしいでしょう

か。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい、わかりました。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３３号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１４号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午前１１時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２４分 本会） 

◎議案第４号・平成３１年度八代市一般会計予

算（関係分） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４号・平成３１年度八代市一般

会計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明

を求めます。 

 それでは、まず、歳入等について、財務部か

ら説明願います。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 引き続き、着座

にて説明させていただきます。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○財務部次長（佐藤圭太君） それでは、別冊

となっております議案第４号・平成３１年度

（２０１９年度）八代市一般会計予算をお願い

いたします。 

 総務委員会付託分のうち、まず、歳入などを

説明いたします。 

 一般会計予算書の３ページをお願いいたしま

す。 

 まず、第１条、歳入歳出予算でございます

が、予算総額を歳入歳出それぞれ５５８億１２

００万円と定めております。 

 第２条は債務負担行為、第３条は地方債でご

ざいますが、内容につきましては、後ほど９ペ

ージから１３ページの表で説明いたします。 

 次に、第４条、一時借入金でございますが、

本市の歳計現金に不足が生じた場合に、その支

払いの資金を補うために、一時的に金融機関か

ら借り入れを行いますが、その借り入れの最高

額を８５億円と定めております。 

 第５条、歳出予算の流用でございますが、各
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項の経費の金額を流用することができる場合を

定めております。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。 

 第２表、債務負担行為でございます。期間に

つきましては、本年５月１日から、新しい元号

に変わりますことから、西暦で表記しておりま

す。 

 まず、市県民税納税通知書作成等業務委託で

は、期間を西暦２０１９年度から２０２０年度

まで、限度額を５７７万６０００円に設定して

おります。これは、この後の２つも同じ理由で

ございますが、２０２０年度の納付書作成等に

要する経費でございますが、２０１９年度に契

約を行う必要がありますことから、設定するも

のです。 

 次の軽自動車税納税通知書作成等業務委託

で、期間を西暦２０１９年度から２０２０年度

まで、限度額を３２２万４０００円に設定して

おります。 

 次の固定資産税納税通知書作成等業務委託

で、期間を西暦２０１９年度から２０２０年度

まで、限度額を６５９万円に設定しておりま

す。 

 次に、登記済通知書入力支援システム使用料

では、期間を西暦２０２０年度まで、限度額を

６８万７０００円に設定しております。これ

は、２０１９年度にシステムを更新することに

よる２年間のシステム使用料に係るものでござ

います。 

 次に、収納支援システムリース経費では、期

間を西暦２０２０年度から２０２４年度まで、

限度額を２７４７万３０００円に設定しており

ます。これは、２０１９年度にシステムを更新

することによる５年間のシステムリース料に係

るものでございます。 

 次の市税等コンビニ収納事務委託で、期間を

西暦２０１９年度から２０２０年度まで、限度

額を１件当たり５５円に収納取扱件数を乗じて

得た額、及び基本料月額に消費税及び地方消費

税の額を加算した額に設定しております。 

 次に、財務書類等作成業務委託で、期間を西

暦２０２０年度から西暦２０２１年度まで、限

度額を３９６万円に設定しております。これ

は、２０１９年度からの地方公会計財務書類等

の作成及び分析業務委託に係るものでございま

す。 

 次の超高速ブロードバンド整備事業補助金で

は、期間を西暦２０２０年度から２０２２年度

まで、限度額を１１億４６００万円に設定をし

ておりますが、これは、２０１９年度から民設

方式により、光ブロードバンドの未整備地区を

整備するために要する費用の一部を補助するも

のでございます。 

 次に、基幹業務システム使用料では、期間を

２０２０年度から２０２５年度まで、限度額を

３億３３９６万円に設定しております。これ

は、２０１９年度にシステムを更新することに

よる６年間のシステム使用料に係るものでござ

います。 

 次の防災行政無線整備経費では、期間を西暦

２０２０年度まで、限度額を９億円に設定して

おります。これは、２０１９年度から２カ年

で、防災行政無線等の総合的な見直し及び再整

備を行うものでございます。 

 次に、高田コミュニティセンター改築工事で

は、期間を西暦２０２０年度まで、限度額を２

億５４１３万９０００円に設定しております。

これは、２０１９年度から２カ年で改築工事を

行うものでございます。 

 次に、住民基本台帳ネットワークシステム機

器リース経費では、期間を西暦２０２０年度か

ら２０２４年度まで、限度額を１２７８万８０

００円に設定しております。これも、２０１９

年度にシステム機器を更新することによる５年

間のシステム機器リース料に係るものでござい

ます。 
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 １０ページをお願いいたします。 

 八代市災害援護資金貸付金に対する利子補給

金（熊本地震）では、期間を西暦２０２０年度

から２０２２年度まで、限度額を５３万６００

０円に設定しております。これは、熊本地震関

連の災害援護資金の償還が、２０１９年度から

開始することに伴い、借入金の利子補給を行う

ものでございます。 

 次に、被保護者及び生活困窮者就労準備支援

業務委託では、期間を西暦２０１９年度から２

０２０年度まで、限度額を７３６万６０００円

に設定しておりますが、２０２０年４月から業

務を行う必要がありますので、２０１９年度に

契約を行うための設定でございます。 

 次の生活保護診療報酬明細書点検整理業務委

託では、期間を西暦２０１９年度から２０２０

年度まで、限度額を９６万６０００円に設定し

ておりますが、２０２０年４月から業務を行う

必要がありますので、２０１９年度に契約を行

うための設定でございます。 

 次に、平成３１年度土地改良融資事業に対す

る元利補給金で、期間を西暦２０２０年度から

２０３４年度まで、限度額を１億７５万６００

０円に設定しております。これは、土地改良融

資事業において、融資を受けた償還金に対する

助成金でございます。 

 次に、企業振興促進条例補助金（平成３１年

度）で、期間を西暦２０２０年度から２０２３

年度まで、限度額を４４１３万３０００円に設

定しております。これは、企業振興条例に基づ

く工事等建設補助金及び用地取得等補助金に係

るものでございます。 

 次に、統合型校務支援システム使用料で、期

間を西暦２０２０年度から２０２４年度まで、

限度額を１億２８１３万９０００円に設定して

おります。これは、学校における各種業務の電

子化、効率化を図り、教職員が児童生徒と向き

合う時間を確保し、より質の高い教育の実現に

つなげるための新たなシステムの導入に係るも

のでございます。 

 次に、図書館システム保守点検業務委託で

は、期間を西暦２０２０年度から２０２４年度

まで、限度額を１２７１万１０００円に設定し

ております。これは、２０１９年度にシステム

の保守点検を更新することによる５年間の点検

業務委託に係るものでございます。 

 次の図書館システム及び機器リース経費で

は、期間を西暦２０２０年度から２０２４年度

まで、限度額を４５０７万６０００円に設定し

ております。これは、２０１９年度にシステム

及び機器を更新することによる５年間のシステ

ム及び機器リース料に係るものでございます。 

 次の不動産鑑定業務委託（消費税率引き上げ

分）から、１１ページ一番下の八千把小学校ス

クールバス運行業務委託（消費税率引き上げ

分）まで、総務費で６件、民生費２件、衛生費

１件、農林水産業費２件、商工費１件、土木費

１件、教育費で４件、総数１７件で、期間、限

度額をそれぞれに設定いたしておりますが、こ

れらは、以前に債務負担行為の設定を行ったも

ので、今回、１０月からの消費税率引き上げに

伴い、その引き上げ分について設定を行ったも

のでございます。 

 続きまして、１２ページをお願いいたしま

す。 

 第３表、地方債でございます。それぞれ起債

の目的、限度額、起債の方法などを定めている

ものでございます。詳細は、５５ページから５

６ページ、歳入、款２２・市債のところで説明

いたします。 

 続きまして、１９ページをお願いいたしま

す。 

 歳入でございます。歳入につきましては、相

当なページ数となりますので、国・県の支出金

など、事業に伴う特定財源については、主なも

のを説明いたします。 
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 まず、款１の市税から、款１２・交通安全対

策特別交付金までは、これまでの決算状況や平

成３０年度の決算見込み額に加え、国の地方財

政計画などを参考に見込みを立てたものでござ

います。 

 それでは、款１・市税でございます。まず、

項１・市民税、目１・個人で４８億８８００万

円を計上しております。前年度と比較します

と、５００万円の増でございますが、主な要因

は滞納繰り越し分の増加によるものでございま

す。 

 次に、目２・法人で１２億３４９０万円を計

上いたしております。前年度より１億１７９０

万円の増でございますが、法人税割の増加によ

るものでございます。 

 続きまして、項２、目１・固定資産税では、

土地、家屋、償却資産に係るもので７９億２３

３万４０００円を計上いたしております。前年

度と比較しますと、２億５７３３万９０００円

の増でございますが、土地、家屋、償却資産、

いずれも増加を見込んでいるところでございま

す。 

 次に、目２・国有資産等所在市交付金は４１

０４万３０００円を計上しております。これ

は、国・県の施設が所在する市町村に交付され

るものでございます。 

 続きまして、２０ページをお願いいたしま

す。 

 項３、目１・軽自動車税は、前年度より２３

４０万増の４億３６１０万円を計上しておりま

す。 

 次に、目２・環境性能割では、１７００万を

計上しております。これは、消費税率引き上げ

に伴い、１０月からの自動車取得税の廃止とあ

わせて、自動車取得税のグリーン化機能を維持

・強化することを目的に創設されたもので、軽

自動車に係るものでございます。 

 続きまして、項４、目１・市たばこ税は、前

年度の決算見込みなどから、前年度より２１０

０万増の８億８３００万円を計上いたしており

ます。 

 また、項５、目１・入湯税では、前年度の決

算見込みから、前年度より１５０万減の１４２

０万円を計上いたしております。 

 続きまして、２１ページをお願いいたしま

す。 

 款２・地方譲与税でございます。項１、目１

・地方揮発油譲与税でございますが、１億４５

００万円を計上しており、これは、国税である

地方揮発油税の４２％が、市道の延長、面積に

応じ市町村に交付されるものでございます。 

 続きまして、項２、目１の自動車重量譲与税

は、国の見込みを参考に、前年度より４０００

万減の３億４２００万円を計上しております。

これは、国税として徴収されます自動車重量税

の１０００分の４０７が、市町村道の延長、面

積に応じ市町村に交付されるものでございま

す。 

 続きまして、項３、目１の森林環境譲与税で

は３８００万円を計上しております。これは、

温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止等

を図るため、森林整備等に必要な地方財源を安

定的に確保するため創設されたもので、総額の

９割に相当する額を私有林人工林面積、林業就

業者数、人口に応じ市町村に交付されるもので

ございます。 

 続きまして、２２ページをお願いいたしま

す。 

 項４、目１・特別とん譲与税でございます

が、前年度同額の２７００万円を計上しており

ます。これは、外国貿易船の入港に際し、船の

純トン数に応じ、港の所在市町村に交付される

ものでございます。 

 続きまして、款３・利子割交付金では３６５

０万円を計上しております。これは、県が徴収

しました県民税利子割収入のうち、個人に係る
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利子相当分の５分の３の額が、個人県民税の収

入割合に応じて県から市町村に交付されるもの

でございます。３０年度の決算見込みや国の地

方財政計画などを参考に、前年度より１０２０

万増を見込んでおります。 

 続きまして、款４・配当割交付金で、前年度

より２１００万増の４８００万円を計上してお

ります。これは、県に納入された配当割に相当

する額に、政令で定める率を乗じて得た額の５

分の３に相当する額が、個人県民税の収入割合

に応じて県から市町村に交付されるものでござ

います。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 款５・株式等譲渡所得割交付金では、３０年

度決算見込みや国の見込みなどを参考に、前年

度より１６００万円増の６８００万円を計上し

ております。これは、県に納付された株式等譲

渡所得割額に相当する額に、政令で定める率を

乗じて得た額の５分の３に相当する額が、個人

県民税の収入割合に応じて県から市町村に交付

されるものでございます。 

 款６・地方消費税交付金で、前年度より１億

円増の２６億２１００万円を計上しておりま

す。これは、県の地方消費税収入額の２分の１

に相当する額が、国勢調査の人口及び事業所・

企業統計調査の従業者数などに応じて市町村に

交付されるものでございます。 

 続きまして、款７・ゴルフ場利用税交付金

で、前年度より２０万増の６００万円を計上し

ております。これは、県に納められたゴルフ場

利用税の１０分の７に相当する額が、ゴルフ場

設置に伴い、市町村の財政需要などに配慮し、

ゴルフ場所在の市町村に交付されるものでござ

います。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 款８・自動車取得税交付金でございますが、

３０年度の決算見込み額及び国の地方財政計画

を参考に、前年度より６４３０万減の５５７０

万円を計上しております。これは、県に納めら

れた自動車取得税に９５％を乗じた額の１０分

の７に相当する額が、市町村道路の延長及び面

積に応じて市町村に交付されるものでございま

すが、消費税率引き上げに伴い、１０月から廃

止となりますので、大幅な減額となっておりま

す。 

 続きまして、款９・環境性能割交付金では３

５００万円を計上しております。これは、ただ

いま説明しました消費税率引き上げに伴い、１

０月からの自動車取得税の廃止とあわせ、自動

車取得税のグリーン化機能を維持・強化するこ

とを目的に創設されたもので、軽自動車以外の

登録自動車に賦課徴収され、その一定割合が市

町村に交付されるものでございます。 

 続きまして、款１０、項１・地方特例交付

金、目１・減収補てん特例交付金で、国の地方

財政計画を参考に７２００万円を計上しており

ます。これは、個人住民税における住宅ローン

控除による減収分等を補塡するもので、国から

交付されるものでございます。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 項２、目１・子ども・子育て支援臨時交付金

では、４億２６３６万６０００円を計上してお

ります。これは、平成３１年１０月から実施さ

れます幼児教育の無償化に係る経費について、

平成３１年度は消費税率引き上げに伴う地方の

増収がわずかであることから、地方負担分を補

塡するため創設されたものでございます。 

 続きまして、款１１・地方交付税では、前年

度の決算見込みや国の見込みに基づき１４６億

９０００万円を計上しております。これは、国

から交付されるもので、基準財政需要額と基準

財政収入額の差額に対し交付される普通交付

税、及び特別な財政需要を考慮して交付される

特別交付税でございます。前年度と比較します

と、２億９０００万の減でございますが、合併

算定替による特例分が、平成２８年度から平成
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３２年度までの５年間にわたり、段階的に削減

され、一本算定へ移行することに伴う減少や、

市税の増収などにより地方財政計画において、

対前年度比１.１％になる見込みなどを参考に

算出したところでございます。 

 続きまして、款１２・交通安全対策特別交付

金では、前年同額の１９００万円を計上してお

ります。これは、道路交通法違反で納付される

反則金が、交通事故の発生件数等をもとに国か

ら交付されるものでございます。 

 続きまして、２６ページをお願いいたしま

す。 

 款１３・分担金及び負担金でございます。ま

ず、項１・分担金、目１・農林水産業費分担

金、節１・農業費分担金で９２００万円を計上

しております。これは、市内一円の排水路改修

工事の事業分担金でございます。次の節２・水

産業費分担金の７５万円は、県営覆砂事業に伴

う漁協の負担金でございます。 

 次に、項２・負担金、目１・総務費負担金、

１１３９万１０００円は、八代地域イントラネ

ット運用に係る氷川町負担金９８９万４０００

円が主なものでございます。 

 次の目２・民生費負担金で、前年度より１億

９２８２万４０００円減の４億９４４４万７０

００円を計上しております。これは、先ほど地

方特例交付金で説明しましたが、平成３１年１

０月から実施されます幼児教育の無償化に伴う

保育料の減によるものでございます。 

 まず、節１・社会福祉費負担金の３５６４万

２０００円は、主に、老人福祉施設入所者負担

金でございます。次の節２・児童福祉費負担金

の４億５８８０万５０００円の主なものは、ペ

ージの一番下段にあります、施設型給付公立保

育所保育料と、次のページ、一番上の施設型給

付私立保育所保育料でございます。 

 目４・農林水産業費負担金、節１・農業費負

担金の１６１２万６０００円は、イグサ収穫機

導入支援に係るハーベスタ１１台分の氷川町の

負担分でございます。 

 目５、節１・商工費負担金３３７万２０００

円は、３０年度から対象地域を氷川町、芦北町

に広げて事業を展開しております八代圏域ツナ

ガルインターンシップ推進事業に対する２町の

負担金でございます。 

 次に、款１４・使用料及び手数料でございま

す。項１・使用料、目１の総務使用料で３１４

２万９０００円を計上しております。主なもの

は、新八代駅東口駐車場使用料と、次のペー

ジ、２８ページの上から２つ目のコミュニティ

センター使用料でございます。 

 目３・衛生使用料の２８７８万４０００円

は、主に斎場使用料、及び千丁健康温泉センタ

ーの温泉入館料でございます。 

 ２９ページに移りまして、目６・土木使用料

で２億５４６１万６０００円を計上しておりま

す。節１・道路橋梁使用料の４２００万２００

０円は、電柱などの道路占用料が主なものでご

ざいます。節４・住宅使用料２億８３８万４０

００円は、市営住宅２９団地分の公営住宅使用

料などでございます。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 目８・教育使用料で、前年度より１１６８万

９０００円減の３８５０万円を計上しておりま

す。これは、先ほど分担金及び負担金でも説明

しましたが、平成３１年１０月から実施されま

す幼児教育の無償化に伴う幼稚園保育料の減や

平成３１年６月からの厚生会館休館に伴う使用

料の減によるものです。 

 主なものは、節２の幼稚園使用料の幼稚園保

育料５０８万５０００円、節３・社会教育施設

使用料１７５４万５０００円は、文化センター

や博物館などの使用料、節４・社会体育施設使

用料の１０１４万２０００円は、夜間照明使用

料や千丁体育館使用料などでございます。 

 続きまして、３１ページをお願いいたしま
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す。 

 項２・手数料、目１・総務手数料で６７９１

万４０００円を計上しております。主なもの

は、住民票や印鑑登録証明などの発行に係る節

３の戸籍住民基本台帳手数料５４９９万５００

０円でございます。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 次に、目２・衛生手数料３億５９２８万３０

００円でございますが、主なものは、節２・生

活環境手数料の環境センターへの搬入ごみ処理

手数料や、ごみの有料指定袋処理手数料でござ

います。 

 続きまして、３３ページをお願いいたしま

す。 

 款１５・国庫支出金でございます。項１・国

庫負担金、目１・民生費国庫負担金は７６億９

５５６万５０００円で、前年度より７９７０万

２０００円の増となっておりますが、その要因

は、国民健康保険基盤安定保険者支援分負担金

で１５７７万２０００円の増、保育所運営費負

担金で４３３８万３０００円の増が主なもので

ございます。 

 まず、節１の社会福祉費負担金１９億４９２

３万４０００円で、主なものは、説明欄の２つ

目の障害者の介護給付に係る障害者自立支援給

付費負担金と、説明欄６つ目の障がい児通所支

援事業負担金でございます。次に、節２・児童

福祉費負担金３５億６５９７万９０００円でご

ざいますが、私立保育所や認定こども園などの

運営に対する保育所運営費負担金、中学生まで

支給されます児童手当負担金、それから、ひと

り親家庭等に児童を養育する手当を支給する児

童扶養手当負担金が主なものでございます。 

 続きまして、３４ページをお願いいたしま

す。 

 項２・国庫補助金、目１・総務費国庫補助金

では１億２８０３万２０００円を計上しており

ます。主なものは、地方創生推進交付金６７４

０万６０００円で、海外クルーズ船急増に伴う

観光資源強化事業や八代圏域ツナガルインター

ンシップ推進事業などに補助されるものでござ

います。 

 次に、目２・民生費国庫補助金では２億６０

２４万円を計上しております。節１・社会福祉

費補助金で６０７９万５０００円の主なもの

は、地域生活支援事業補助金で、これは、障害

者や障害児が自立した日常生活、社会生活を営

むために行われる地域活動支援センター事業や

日常生活用具給付事業などに対して補助される

ものでございます。次に、節２・児童福祉費補

助金１億９５３２万４０００円の主なものは、

子ども・子育て支援交付金で、子ども・子育て

支援制度における、放課後児童健全育成事業や

地域子育て支援拠点事業などに対する補助でご

ざいます。 

 次に、目４・土木費国庫補助金で２億２万円

でございます。前年度と比べ２億３２８７万３

０００円の減は、主に、東西アクセス線改良事

業や橋梁長寿命化修繕事業等の一部を、平成３

０年度の国の２次補正に伴い、３０年度補正予

算へ前倒しを行ったためでございます。 

 まず、節１・道路橋梁費補助金４３２５万円

の主なものは、東西アクセス線改良事業及び橋

梁長寿命化修繕事業でございます。引き続き、

３５ページの節２・都市計画費補助金８８４０

万円は、西片西宮線道路整備事業と、一番下の

八千把地区土地区画整理事業が主なものでござ

います。 

 目５・教育費国庫補助金２０１９万７０００

円は、前年度と比べ９７１４万７０００円の減

となっておりますが、主な要因は、節２・小学

校費補助金で、前年度に計上しておりました小

学校非構造部材耐震改修事業及び小学校のトイ

レ改修事業の減によるものでございます。 

 続きまして、３６ページをお願いいたしま

す。 
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 項３・委託金、目２・民生費委託金３０６３

万５０００円は、節１・社会福祉費委託金の基

礎年金等事務費交付金が主なものでございま

す。 

 ３７ページをお願いいたします。 

 款１６・県支出金でございます。項１・県負

担金、目１・民生費県負担金で３０億１００７

万５０００円を計上しております。 

 まず、節１の社会福祉費負担金１８億３４１

４万８０００円でございますが、これは、説明

欄一番上の国民健康保険基盤安定保険税軽減分

負担金、一つ飛んで、後期高齢者医療保険基盤

安定負担金、この２つはいずれも保険料軽減分

に係るものでございます。また、このほか障害

者の介護給付等に係る障害者自立支援給付費負

担金などが主なものでございます。次に、節２

・児童福祉費負担金の１１億６７８２万７００

０円でございますが、これは、先ほど国庫負担

金のところでも説明しましたが、私立保育所や

認定こども園などの運営に対する保育所運営費

負担金、児童手当負担金が主なものでございま

す。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 項２・県補助金、目１・総務費県補助金９８

７１万２０００円は、２９年度から取り組んで

おります県の熊本地震復興基金交付金を活用し

て、被災者の支援等を行っているもので、説明

にあります被災者転居費用等助成事業のほか、

５事業に対するものと、その事務費分が主なも

のでございます。 

 次に、目２・民生費県補助金では４億８２９

万７０００円を計上しております。節１・社会

福祉費補助金の主なものは、説明欄上から３番

目の重度心身障がい者医療費助成事業費補助金

でございます。３９ページをお願いいたしま

す。節２・児童福祉費補助金の主なものは、放

課後児童クラブの運営に対する放課後児童健全

育成事業等補助金や、その下３つ目の第３子以

降３歳未満児の保育料無料化に対する多子世帯

子育て支援事業費補助金でございます。 

 目３・衛生費県補助金では６７９４万７００

０円を計上しております。主なものは、節１・

保健衛生費補助金の乳幼児医療費助成事業費補

助金でございます。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 目４・農林水産業費県補助金では６億９４８

３万３０００円を計上しております。主には、

節１・農業費補助金の６億２７６３万２０００

円でございまして、説明欄中ほどの地籍調査事

業費補助金、下から３つ目の多面的機能支払交

付金事業補助金、また、４１ページに移りまし

て、上から２つ目のいぐさ収穫機導入支援補助

金、２つ下の農業次世代人材投資事業補助金が

主なものでございます。 

 次に、目５・商工費県補助金、節１・商工費

補助金では１５００万円を計上しております。

これは、くまモンファニチャーの設置やこいこ

い通りの改修など、くまモンをフックとした寄

港地の魅力アップ事業に対して補助されるもの

でございます。 

 続きまして、４２ページをお願いいたしま

す。 

 下段の項３・委託金、目１・総務費委託金で

３億９１７９万２０００円を計上しておりま

す。前年度と比べ１億７７３１万８０００円の

増の主なものは、４３ページになりますが、節

４・選挙費委託金で、平成３１年度予定されて

おります県議会議員選挙、参議院選挙及び県知

事選挙に係る委託金でございます。また、この

ほか、主なものとしては、４２ページに戻りま

すけども、節２・徴税費委託金の県民税徴収事

務委託金などがございます。 

 次は、４４ページをお願いいたします。 

 款１７・財産収入でございます。項１・財産

運用収入、目１・財産貸付収入２１４１万７０

００円は、土地建物貸付収入や日奈久メガソー
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ラー貸付収入、自動販売機設置料が主なもので

ございます。 

 次に、目２・利子及び配当金１６５９万４０

００円は、４５ページにかけまして、説明欄に

記載しております各基金の利子が主なものでご

ざいます。 

 ４６ページに移りまして、項２・財産売払収

入、目１・不動産売払収入の５６００万１００

０円で、前年度と比べ９９１２万６０００円の

減となっております。その要因は、八千把地区

土地区画整理事業保留地売払収入の減によるも

のでございます。 

 次に、款１８、項１・寄附金でございます。

目１・総務費寄附金で３億１１６７万円を計上

しておりますが、主なものは、ふるさと納税に

よるふるさと元気づくり応援寄附金でございま

す。 

 続きまして、４７ページの下の表でございま

す。 

 款１９・繰入金でございます。項１・基金繰

入金の主なものは、４８ページになりますが、

目５・八千把地区土地区画整理事業基金繰入金

５３４７万８０００円、目６・ふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金として、平成３１年度

全国高等学校総合体育大会開催事業など２１事

業に１億４６１万４０００円、目８・まちづく

り交流基金繰入金として、２０１９女子ハンド

ボール世界選手権大会開催事業など７事業に１

億５３４２万９０００円、目１０・市有施設整

備基金繰入金として、斎場施設整備事業に３０

００万円、４９ページに移りまして、目１１・

教育文化センター建設基金繰入金として、公民

館施設整備事業に７５２万７０００円でござい

ます。 

 目１２・平成２８年熊本地震復興基金繰入金

２７５０万６０００円は、防災対策事業など３

事業に係るものでございます。 

 続きまして、款２０・繰越金でございます。

平成３０年度からの繰越金を前年同額の１１億

円計上しております。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 款２１・諸収入でございます。まず、項１・

延滞金加算金及び過料でございますが、目１・

延滞金で、前年度の決算見込みなどから１００

０万円を計上しております。 

 次に、項３・貸付金元利収入の目１・総務費

貸付金元利収入で４１１１万４０００円を計上

しております。市が地域総合整備財団の支援を

得て、民間事業者に無利子の貸し付けを行って

いるものに対しての元金返済分である、地域総

合整備資金貸付金元金収入が主なものでござい

ます。 

 ５１ページをお願いいたします。 

 目４・商工費貸付金元利収入で５億円を計上

しております。中小企業経営安定特別融資預託

金元金収入を初めとする各預託金の元金収入で

ございます。 

 続きまして、５２ページの項４・雑入でござ

います。目５・雑入では３億９５６２万９００

０円を計上しております。主なものとして、ま

ず、節２・消防団員等公務災害補償等共済基金

収入で、消防団員退職報償金、次の節３の公営

住宅共益費などでございます。そのほか、節８

・雑入で２億９８８６万４０００円を計上して

おりますが、主なものは、説明欄の上から順

に、熊本県企業局荒瀬ダム撤去対策事業負担金

は荒瀬ダムボートハウス再編整備に対するも

の、そのほか生活保護費返還金、熊本県市町村

振興協会市町村交付金がございます。また、災

害派遣人件費負担金は、職員３人分に対するも

のでございます。 

 ５３ページに移りまして、環境センターにお

けるアルミニウム等再資源化物販売代金納付

金、それから、土地改良施設維持管理適正化事

業交付金、熊本県交流職員給与負担金がござい

ます。 
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 次の病院事業未収金と、一つ飛んで、病院事

業剰余金は、病院事業会計の閉鎖に伴うもので

ございます。 

 そのほかに、指定管理者からの納付金としま

して、中段に広域交流地域振興施設納付金と、

その３つ下の、日奈久温泉施設「ばんぺい湯・

東湯」納付金がございます。また、その２つ下

には、八代市総合体育館の施設命名権料、ネー

ミングライツがございます。 

 最後に、５５ページをお願いいたします。 

 款２２・市債でございます。まず、項１・市

債、目１・総務債は１６億８８９０万円でござ

いまして、臨時財政対策債１３億８９００万円

が主なもので、これは、国の地方財政計画をも

とに見込んだものでございます。 

 次の目２・民生債の２５３０万円は、ひので

保育園の施設整備に係るもので、補助対象経費

から国庫補助金を除いた額の９５％でございま

す。 

 次の目３・衛生債で、主なものは市立病院等

解体事業の工事に伴う実施設計費の９５％の１

０５０万でございます。 

 次に、目４・農林水産業債１億５５００万円

は、前年度より１億５２８０万円の減となって

おりますが、主な要因は、県営経営体育成基盤

整備事業負担金や県営排水対策特別事業負担金

等の一部を平成３０年度の国の２次補正に伴

い、３０年度補正予算への前倒しを行ったため

でございます。 

 節１・農業債で、主なものは、上から、昭和

地区等の県営経営体育成基盤整備事業負担金の

９０％に当たります３１１０万円、古閑浜地区

等の県営排水対策特別事業負担金の９０％の１

９１０万円、文政地区等の県営海岸保全事業負

担金の９０％の１１６０万円でございます。次

に、節２・林業債の主なものは、道整備交付金

事業の３４１０万円で、これは、林道の開設・

改良などの事業費から県補助金を除いた額に、

過疎・辺地債の１００％、または公共事業等債

の９０％分でございます。 

 次に、目５・商工債は１億４８１０万円でご

ざいまして、節１・観光債の主なものは、かわ

まちづくり推進事業の遥拝堰下流左岸高水敷整

備工事に係る経費に対して９５％の９５００万

円と、荒瀬ダム撤去対策事業の荒瀬ダムボート

ハウス再編整備に係る経費から、県の負担金を

除いた額に対して１００％の過疎債５１９０万

円でございます。 

 次に、目６・土木債は１３億１４４０万円で

ございまして、節１・道路橋梁債は、市内一円

道路整備事業に係るもので、歩行空間バリアフ

リー化推進事業費、道路新設改良事業費、橋梁

改修事業費の９０％分、それから、シンボルロ

ード整備事業費等の９５％分、防災対策事業費

の１００％分、坂本、東陽、泉地域の道路新設

改良事業費の１００％分などで７億４０７０万

円でございます。節３・港湾債は、八代港の国

直轄事業及び重要港湾改修事業に係る県営事業

負担金の９０％の２億３８７０万円でございま

す。５６ページをお願いいたします。節４・都

市計画債２億７８２０万円の主なものは、南部

幹線道路整備事業で、９５％の４７５０万円、

西片西宮線道路整備事業で、国庫補助金を除く

９５％の５８７０万円、市内一円都市下水路整

備事業で、９０％の４１００万円、一番下の八

千把地区土地区画整理事業で、国庫補助金を除

く９０％の１億１７８０万円が主なものでござ

います。 

 次に、目７・消防債は６億５８２０万円で、

主なものは、防災行政無線整備事業の防災行政

無線等の総合的な見直し及び再整備を行う経費

に対して１００％の６億１１００万円でござい

ます。 

 次に、目８・教育債は２億２２８０万円でご

ざいます。前年度と比べ４億２９８０万円減の

主なものは、小学校債では、前年度に計上して



 

－27－

おりました体育館などの小学校非構造部材耐震

改修事業及び小学校トイレ改修事業、中学校債

では中学校のプール整備、社会教育債では総合

体育館の改修及び東陽運動公園の改修等があっ

たためでございます。 

 節１・小学校債の１１１０万円は、小学校復

旧・復興関係事業の太田郷小学校の非構造部材

耐震改修工事設計や植柳小学校のグランド等屋

外照明設置工事に対して１００％の９５０万円

が主なものでございます。節２・中学校債１８

３０万円は、中学校施設整備事業の第五中学校

の特別教室棟防水改修工事に対して９５％の８

７０万円や、東陽中学校体育館床改修工事実施

設計に対して１００％の２４０万円が主なもの

でございます。節３・社会教育債１億７２３０

万円は、民俗伝統芸能伝承館整備事業の既存施

設解体工事及び基本実施設計に対する９５％の

１億１０８０万円が主なものでございます。節

４・学校給食債は、学校給食センター改修事業

の西部学校給食センター屋根改修工事に対する

９５％の２１１０万円でございます。 

 次の目９・災害復旧債１億５７０万円は、前

年度より１０億１１６０万円減少しております

が、前年度は市庁舎の解体費を計上していたた

めでございます。主なものとしては、市庁舎施

設災害復旧事業の仮設庁舎のプレハブリース料

などに対する１００％の１億５７０万円でござ

います。 

 以上、平成３１年度八代市一般会計予算に係

る歳入の説明とさせていただきます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、午前中の

審議は、歳入等の説明までとし、しばらく休憩

いたします。午後は１時１０分から再開いたし

ます。 

（午後０時１０分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１０分 開議） 

○委員長（前川祥子君） 休憩前に引き続き、

総務委員会を再開いたします。 

 それでは、午前中に説明のありました歳入等

について質疑を行います。質疑ありませんか。

ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 市税の固定資産税のと

ころで、前年度比較で２億５７００万を超える

収入増というふうに見込みを立ててあるんです

けど、土地と家屋、償却資産、一部にはハウス

に課税をかけるとかというような話も、何かち

らっとお聞きしたことがあるんですけど、今、

土地と家屋の状況がどういうふうなものか。あ

と、償却資産のところですね、農業の関係と

か、そういったところへの課税がどげんなっと

っとかという感じのところをお聞かせいただけ

ればと思います。 

○資産税課長（松川由美君） 資産税課でござ

います。 

 ただいま資産税の状況についてということで

お尋ね頂戴いたしました。御存じのとおり、資

産税につきましては、土地、家屋、償却資産が

ございます。 

 まず、土地のほうから順に御説明させていた

だきたいと思います。先ほど来、財務部次長の

ほうからもですね、増額だということで、お話

ありましたけれども、これにつきましては、３

年に一度の評価がえの年が、今年度、平成３０

年度にあったということが、理由として一つご

ざいます。こちらにつきましては、評価がえを

３年に一度、土地と家屋については見直しをす

るということになっております。ことしの予算

額と昨年度の予算額を比べた場合、３０年度、

ことしの予算額につきましては、土地のほう

が、地価が下落傾向にありますもんですから、

予算額もちょっと低目で、抑え気味で予算設定

をしていたということです。 

 家屋のほうにつきましても、３年に１回経年

補正をかけますもんですから、その分が評価額
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として減額となるということです。３年に１

回、既存の家屋につきましては、評価が下がっ

ていくというようなことで、予算額としては下

がるということになります。なので、ことしと

ても、３１年度の予算がとても上がるように、

今増減として、金額が出ているわけですけれど

も、そういう事情が背景としてあるということ

を、まずもって、お知らせをさせていただきま

す。 

 土地のほうにつきましてはですね、まず、下

落傾向のほうにあるということでお話をさせ

て、今いただきましたけれども、全国的に見ま

して、だんだん上昇傾向にありますよというよ

うなことが、ニュースのほうでも出ているかと

思います。昨年の９月ぐらいに、県の基準がと

いうことで、新聞のほうにも報道が出ておりま

した。そちらのほうでは、プラス０.３と、０.

３％ということで出ておりましたけれども、本

市、八代市におきましては、まだマイナスの

０.６％ということで、まだ下方というか、下

落傾向にあるということでございます。 

 ただ、これまでのですね、ここ数年の状況を

見てみますと、１０年ぐらい前までは、マイナ

スの１０％とか、――済みません、マイナスの

３％とか、台だったんですけれども、だんだん

鈍化してきておりまして、今は０.何％という

ような大台にまで鈍化してきている状況でござ

いまして、だんだん下げどまりになってきてい

るのかなあというふうには思っているところで

ございます。 

 家屋のほうにつきましてはですね、こちらの

ほうも、３年に一度の評価がえが今年度ありま

したもんですから、増減では少し上がって、１

億ぐらいですね、上がっているところにはなっ

ておりますけれども、こちらにつきましては、

新増築を平成３０年にされたところが、来年度

の課税の対象となります。その分が、大体約１

億円ほど、今度出てくるかなということで、去

年との差額も１億円ぐらいの増ということで見

込んでいるところでございます。 

 新増築の軒数を、ちょっと見てみますと、あ

んまり変わりはなくてですね、大体年間５５０

軒程度が、市域全体で新増築がなされていると

ころであります。 

 今年度というか、１０月から消費税も上がり

ますので、駆け込みでお家を建てるというよう

なこともあるのかなというふうに思っておりま

したけれども、平成２６年にですね、５％から

８％になったときには、結構軒数も５０軒ほ

ど、通常よりは上がったんですけれども、こと

しにつきましては、それほど顕著な動きはない

というようなところで、例年並みというような

ところでございます。 

 償却資産のほうにつきましては、ハウスとお

っしゃいました、ビニールハウス、農業関係を

されている事業主さんに対しまして、償却資産

ということで課税をさせていただいているとこ

ろでございます。そちらにつきましてはです

ね、平成２７年度から、５カ年計画で実地調査

ということで、国のほうに確定申告をされてい

る分と、市のほうに申告していただいている分

とで、ちょっと差があるといいますか、漏れだ

ったりとか、適正になってない、廃棄したの

に、まだ申告として上がっているというようも

のがありますもんですから、そのあたりを照合

して、適正な課税にしましょうということで、

５カ年計画でしております。そちらのほうの取

り組みが、ことしが４年目でございます。来年

が５年目ということで、最終年度になりますけ

れども、そちらのほうが、今までで、大体２億

ぐらい、その分で増収ということで、今４年間

分でですね、取り組んで、成果が出ているとい

うようなところではございます。 

 これまでがですね、過去農業資産について

は、余り申告制なもんですから、申告いただい

てないというような状況がありましたもんです
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から、そのあたりについて、私どものほうか

ら、農業主さんに御案内をして、課税対象にな

るんですよというようなお話をさせていただい

て、今取り組んでいるというところでございま

す。 

 償却資産については、５６００万ほど増額と

いうことでしてはおりますけれども、ことしが

４年目、来年が最終年度ということでございま

すが、八代市域を一通り全部実地調査させてい

ただきました。前倒しでしたところがあります

もんですから、今までほど増収が見込めないの

かなということで、少し減額させて、計上させ

ていただいているというところでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 幅広く、丁寧に説明を

いただきまして、ありがとうございました。 

 大体の流れ、傾向というのがつかめたところ

です。特に、償却資産のところで、農家の方か

らですね、急に課税対象とかといって、反発の

何か、反発ちゅうか、理解のでけんというよう

なですね、お怒りのお言葉をよく聞くことがあ

るんですけれども、行政は行政としての言い分

があるんでしょうし、農家の方々は、農家の方

々として言い分をお持ちだというふうに思いま

す。そこのあたりはですね、丁寧な対応をとっ

ていただきながら、しこりの残らないような取

り組みをですね、お願いをしておきたいという

ふうに思うところです。 

 とりあえずは、とりあえず。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 先ほども補正予算でお

尋ねしたんですけど、市債のところをお聞かせ

ください。 

 市債が、当初予算でいくと、４３億ですか

ね、４３億確保してあると思うんですけど、そ

れぞれいろんなメニューを活用されておるとは

思うんですが、合併特例債に限って、ちょっと

お尋ねをしたいと思います。３１年度の合併特

例債の活用について、お願いしたいと思いま

す。 

○委員長（前川祥子君） ３１年度の合併特例

債の活用ということですが、どなたか。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） お世話にな

ります。３１年度当初はですね、７億５８４０

万円を計上いたしております。それでよろしい

ですか。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか、今

ので。 

○委員（大倉裕一君） 先ほどの金額に、補正

に足し合わせれば、発行額という形になります

よね。（｢はい」と呼ぶ者あり）はい、なると

思いますので、大丈夫です。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。い

いですか。お尋ねしなくてもよろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） なると思いますので、

計算をしたいと思います。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） ないようでしたら、

以上で、歳入等について終了します。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午後１時２３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時２５分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、歳出について、説明を求めます。 

 まず、第１款・議会費について、議会事務局

から説明願います。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）議会
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事務局の國岡でございます。 

 議案第４号・平成３１年度（２０１９年度）

八代市一般会計予算中、議会費の審議をお願い

するに当たりまして、その前に、概要及びその

所見につきまして御説明申し上げます。まこと

に済みませんが、着座いたしまして、説明させ

ていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） それでは、予

算書の５７ページの上段のほうをごらんいただ

きたいと思います。 

 平成３１年度（２０１９年度）予算の議会費

総額は３億６８３０万５０００円で、前年度と

比べまして４４万７０００円の微増の歳出予算

となっております。 

 議会費につきましては、義務的経費の占める

割合が大きく、節１・報酬から、節４・共済費

までの経費を合計いたしますと、議会費全体の

８８.２％、約９割を占めているところでござ

います。 

 平成３１年度（２０１９年度）の予算編成の

考え方といたしましては、需用費、委託料等の

経常的経費につきましては、前年度実績を踏ま

え、可能な限り節減、抑制をいたしまして、予

算計上をいたしております。本当初予算におき

ましても、引き続き効率的、効果的な事務事業

の推進、並びに目的にかなった予算執行が行わ

れるよう取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 議会運営事務事業及び政務活動費交付事業の

これら事務執行に当たっては、２８名の議員各

位の職務を補助する機関といたしまして、私ど

も事務局職員は十分な情報収集能力を高め、質

の高い職務環境を議員に提供することが、その

責務であるとの認識を、さらに深めていく必要

がございます。 

 また、直接、議会費で対応いたしませんが、

再来年度末に完成予定の新庁舎の６階に予定さ

れております議会フロアにつきましては、なお

一層議会、委員会運営が円滑に行えるよう、並

びに本市議会が、市民により身近に感じられる

よう、関連するシステム導入等に向けて、引き

続き関係部署と協議を行ってまいります。 

 以上が、平成３１年度（２０１９年度）八代

市一般会計予算中、議会費を御審議いただくに

当たっての概要説明及びその所見とさせていた

だきます。 

 この後、予算の節別及び詳細につきまして

は、増田次長より御説明申し上げます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○議会事務局次長（増田智郁君） 皆さん、改

めまして、こんにちは。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）議会事務局、増田でございます。 

 それでは、先ほど局長のほうから総括のほう

を説明させていただきましたので、私のほうか

ら、歳出の議会費の詳細について、御説明のほ

うさせていただきたいと思います。説明につき

ましては、着座にて行わさせていただきたいと

思います。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○議会事務局次長（増田智郁君） それでは、

別冊となっております予算書の、今、お開きだ

とは思いますが、５７ページを改めてごらんい

ただきたいと思います。 

 今ほど局長からございましたように、議会費

につきましては、平成３１年度予算として３億

６８３０万５０００円を計上いたしておりま

す。平成３０年度と比較いたしますと、全体で

４４万７０００円、率にして０.１％の微増で

ございます。 

 それでは、説明欄に基づき、節区分とあわせ

て、その主な内容につきまして御説明をさせて

いただきます。 

 まず、節１・報酬から節４・共済費までにつ

きましては、こちらにつきましても、先ほど局

長より説明ございましたが、議会費におきまし
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ては、これらの義務的経費が議会費の約９割を

占めており、これは、議員各位２８名分、一般

職１０名分に係る分でございます。額といたし

ましては３億２４８６万４０００円を計上いた

しております。 

 次に、議会運営事務事業でございますが、議

会運営の円滑な遂行を図ることを目的といたし

まして、議会運営全般にかかわる事務処理経費

３２１０万７０００円となっております。 

 この議会運営事務事業における主なものを申

し上げますと、節７・賃金の３０２万９０００

円は、公用車の運転管理業務及び議会事務局の

事務補助に係る非常勤職員分、２名分の人件費

でございます。次の節９・旅費の１４６０万７

０００円につきましては、常任委員会並びに議

会運営委員会の行政視察旅費５３０万円のほ

か、この節の中に会議出席費用弁償４９５万８

０００円、さらには、平成３０年度補正予算に

て対応させていただきました、議員の海外行政

視察に係る経費、７名分の１４０万円などが含

まれております。次の節１０・交際費の６０万

円は、各種総会出席等に伴う会費などに支出す

るものでございます。節１１・需用費の６２１

万３０００円は、やつしろ市議会だより４万９

３００部の年４回の印刷経費約４０４万円、八

代市政の概要１００冊の印刷経費約１１４万円

などでございます。次の節１２・役務費の７万

５０００円は、経済企業委員会の海面調査に伴

うクローニーベイハイ号の操船料などでござい

ます。次の節１３・委託料の６７９万円は、常

任委員会や議会運営委員会などの委員会記録等

作成業務委託に要します経費２３４万５０００

円、本会議録作成業務委託に要します経費２９

７万９０００円のほか、会議録検索システムの

保守点検委託料約４８万円、議会中継システム

機器の保守点検委託料約６１万円などでござい

ます。節１４・使用料及び賃借料６１万３００

０円は、会議録検索システムリース料といたし

まして、ソフトウエアリース料３６万７０００

円などが主なものでございます。なお、本シス

テムリース料につきましては、３１年度契約内

容の見直しを行い、平成３０年度と比較し、約

５７万円の費用削減を行っております。 

 以上が、議会運営事務事業に伴う予算でござ

います。 

 最後に、節１９・負担金補助及び交付金１１

３３万４０００円についてでございますが、こ

ちらにつきましては、政務活動費交付事業でご

ざいまして、各会派に交付いたします政務活動

費といたしまして１００８万円が主なものでご

ざいまして、そのほかに、全国市議会議長会や

熊本県議長会及び各種協議会等にかかわります

負担金１２５万４０００円を含みました内容と

なっております。 

 以上が、３１年度の議会費における予算の概

要でございます。御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） 済みません、

私が、先ほどの説明の中に、議会総額につきま

して、前年と比べまして、４４７万円の微増と

申し上げましたが、正確には４４万７０００円

でございます。おわびし、訂正させていただき

ます。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 以上で、第１款・議

会費についてを終了します。 

 次に、第２款・総務費、第１１款・公債費、

第１２款・諸支出金、及び第１３款・予備費に

ついて説明願います。 
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○市長公室長（東坂 宰君） それでは、平成

３１年度当初予算案に係る総務費の歳出予算を

御審議いただくに当たり、関係します各部長か

ら、まず、予算案に関する考え方、総括等を述

べさせていただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 まず、市長公室関連では、その基本としまし

て、昨年に引き続き、第２次八代市総合計画、

並びに市長の基本施策、５つの柱を念頭に置い

た予算案といたしております。 

 それでは、市長公室が所管します主な事業に

つきまして説明いたします。 

 平成２９年度までは、友好都市や国際交流関

連の業務は、秘書広報課で担当しておりまし

た。しかし、１０年前と比べ、２倍以上も増加

しております外国人の市民数は、１月末現在で

２４１１人となっており、本市の国際化に向け

た取り組みを充実するためには、本年度、昨年

の４月ですけれども、組織再編で市長公室内に

国際課を設置いたしました。 

 なお、本年度当初予算には、基本的な事務費

のみの計上でございましたことから、３１年度

は国際交流だけで１０４９万２０００円の事業

費の増となっております。 

 国際課では、従前から実施しておりました北

海市との交流事業について、これからの時代を

担う子供たちに、一人でも多く国際感覚が身に

つく機会をふやしてもらうため、北海市への派

遣、受け入れともに、これまでの生徒１０人を

１５人と、人数枠を広げて実施する予定でござ

います。 

 また、昨年友好交流協定を結びました台湾基

隆市へ４０名規模の市民使節団を派遣する予定

といたしております。 

 次に、国際理解の促進や海外との交流をさら

に促進するため、国際交流員を配置するほか、

多文化共生社会を目指す上で基盤となる組織づ

くりとして、国際交流協会の設立を促します。 

 また、外国人市民向けに、医療、福祉、税

金、出産・育児、交通、ごみ処理とリサイクル

などについてまとめた生活ガイドブックを、英

語、中国語、ベトナム語で作成、配布すること

により、市民間トラブルの未然防止と外国人市

民の生活支援に寄与します。 

 次に、秘書広報課では、多くの市民の皆さん

に市の方針や考え方への御理解をいただくた

め、広報やつしろによる情報発信はもちろんの

こと、エフエムやつしろやホームページなど、

さまざまなメディアを活用し、必要な情報をタ

イムリーに提供してまいります。 

 最後に、人事課では、職員自身のスキルアッ

プや意識改革、モチベーション向上を促し、行

政機能をフルに発揮する市役所を目指します。 

 職員のスキルアップを実現するには、その時

々に即応した職員研修や、人材育成のための環

境づくりが重要であると認識しておりますこと

から、行政ニーズを的確に把握し、多角的かつ

計画的な職員研修を実施することで、職員一人

一人の資質向上、意識改革等を図り、より質の

高い行政サービスを推進してまいります。 

 また、人材の確保も重要な課題であり、任期

付職員や再任用職員の適正配置により、人材の

有効活用を図りますとともに、人事評価制度の

適正な運用により、職員のモチベーションの向

上に努めてまいります。 

 一方、職員の心身両面にわたる健康管理は最

も基本的な重要事項でございまして、八代市心

の健康づくり計画に沿った取り組みに加え、ス

トレスチェック制度の有効活用など、職員の勤

務環境の改善にも力を入れてまいります。 

 市長公室といたしましては、行政に対し市民

が求める、正確、スピーディーな対応を基本に

しながら、市政の見える化を念頭に、国際化な

ど時代の変化に柔軟に対応した業務展開に取り

組んでまいります。 

 以上、総務費におきます市長公室の総括とさ
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せていただきます。 

○総務企画部長（増住眞也君） 改めまして、

皆さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ

者あり）総務企画部でございます。 

 それでは、新規事業を中心に、総務企画部の

総括をさせていただきます。座りまして説明さ

せていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○総務企画部長（増住眞也君） まず、第２次

八代市総合計画の進捗管理を行うため、重点事

業で、事業ごとに設定をいたしました重要業績

評価指標、いわゆるＫＰＩに関する市民アンケ

ートを実施いたします。 

 また、八代市総合戦略の計画期間が２０１９

年度までとなっていることから、次期計画期間

に合わせまして、人口ビジョンの見直しと新た

な総合戦略の策定作業を行うこととしておりま

す。 

 次に、人口減少対策の一つとして取り組んで

います結婚活動応援事業については、婚活事業

を実施する団体・企業に対して支援を行う事業

に加えまして、今回、定住自立圏を構成してい

る八代市、氷川町、芦北町と連携し、体験型婚

活イベントを実施いたします。 

 次に、八代・天草架橋建設促進事業では、前

年度に実施しました調査結果をもとに、架橋の

必要性をお示しするとともに、官民連携した総

決起大会を開催し、地元機運の盛り上がりを地

域内外に広くアピールしてまいります。 

 次に、生活交通確保維持事業では、４月に廃

止される椎原線にかわりまして、五家荘地域振

興会が実施するグループタクシー運行に対する

財政支援を行うことで、五家荘地域における新

たな公共交通の導入を図ります。 

 次に、市内における情報通信格差の解消と企

業誘致の環境整備を行うことを目的としまし

て、光インターネット回線が未整備である地域

に、段階的に２０２２年度までに光通信回線の

整備を行ってまいります。３１年度におきまし

ては、整備を行う事業者の選定及び調査設計費

の一部を補助いたします。 

 最後に、泉支所におきまして、３１年度新た

に、地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関

して、ノウハウや知見を有する人材を集落支援

員として配置し、集落の巡回や集落の課題の整

理、行事やイベントの企画、実施支援などに従

事していただこうと考えております。 

 以上、総務企画部の総括とさせていただきま

す。 

○財務部長（岩本博文君） 財務部でございま

す。座りまして、説明をさせていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○財務部長（岩本博文君） それでは、平成３

１年度当初予算関係での財務部の主な事業につ

いての説明をさせていただきます。 

 まず、財政が所管する関係でございますが、

ふるさと納税につきましては、八代地域限定の

魅力ある特産物などをお礼の品として、寄附金

の増収と地域活性化に取り組んでいます。 

 平成３０年度の寄附金額は約３億円を見込ん

でおり、平成２９年度の１億８０００万円から

は、新たな取り組みなどにより増加しておりま

す。平成３１年度は、返礼品の返礼率を３割以

下に厳守するとともに、地元産品の基準が厳格

化されるなど、厳しい状況が見込まれますが、

インターネットのポータルサイトの見直しや八

代ならではのお礼の品を、さらに充実すること

で、八代市の魅力発信を行いながら、自主財源

の確保に努めてまいります。 

 また、公共施設等の更新、統廃合、長寿命化

など、本市の公共施設等の管理に関する基本的

な考えを示す八代市公共施設等総合管理計画を

一昨年３月末に策定しております。 

 平成３１年度は、公有財産運用推進係とファ

シリティマネジメント推進係を、新たな資産経

営課として組織化し、施設管理者が作成する個
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別計画を支援するとともに、公共施設等の有効

かつ効率的な管理運営に役立つ研修を開催する

など、事業のさらなる推進を図ってまいりま

す。 

 次に、新庁舎建設関係につきまして、昨年６

月の基本設計完了後に取り組みを進めておりま

した実施設計が完了見込みでございます。実施

設計完了後は、速やかに工事着工に向けての手

続を進めてまいります。 

 次に、税関係でございますが、市民税につき

ましては、個人及び法人市民税の税収がふえて

おり、また軽自動車税においても、平成２８年

度の税率改定から税収増となっております。 

 また、固定資産税におきましては、地籍調査

終了後の登記事務が、平成３１年度から本格的

に強化されることに伴い、登記変更件数の大幅

増が見込まれますことから、土地の評価、調

査、システム入力などへの取り組みについて強

化することとしております。 

 今後も引き続き、公正公平な課税に努めてま

いります。 

 また、税の徴収につきましては、引き続き、

滞納整理の早期着手を行い、現年度課税分の収

納率向上と翌年度への滞納繰り越しの抑制を図

ります。 

 早期の催告書発送と財産調査を徹底し、差し

押さえ等の滞納処分を強化し、累積滞納額の削

減に努めるとともに、税負担の公平性を確保し

てまいります。 

 平成２９年度から、納税課内に債権対策室を

新たに設け、強制徴収公債権についての一元的

な滞納整理に取り組んでおり、平成３１年度も

引き続き取り組みを強化してまいります。 

 以上、主な事業について申し上げたところで

ございますけれども、財務部は財政を預かって

おりまして、財政面では、財源の確保に努め、

健全な財政を維持し、将来にわたっても持続可

能なものとなるような財政を運営していきたい

と考えております。よろしくお願いいたしま

す。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）最後

になります。市民環境部です。着座にて説明さ

せていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） それでは、当

委員会所管の総務費中、市民環境部が所管いた

します当初予算の主な事業につきまして、総括

及び方針の一端を述べさせていただきます。 

 まず、市民活動政策課が所管します住民自治

の推進についてでございますが、現在、それぞ

れの地域協議会において、創意工夫のもと、地

域の特色を生かしたまちづくり活動を展開して

いただいております。 

 平成２９年４月から地域協議会に委託してお

りますコミュニティセンターの一部管理業務に

ついては、平成３１年度、新たに１校区が希望

され、計１７の地域協議会に管理業務を受託し

ていただく予定でございます。 

 次に、協働の推進に関する研究事業でござい

ますが、八代市協働のまちづくり推進条例の制

定を本議会に提案しており、本条例をより実効

性のあるものとするため、８月の条例施行にあ

わせ、市民フォーラムの開催を予定しておりま

す。 

 今後も、市民と市の協働によるまちづくりを

推進していただくために、地域の自主性、主体

性を尊重し、地域の皆さんの要望や意見をしっ

かりと受けとめて取り組んでまいります。 

 次に、コミュニティセンターの維持管理及び

施設整備でございますが、住民の皆様に、いつ

でも安心して施設を快適に利用していただける

よう維持管理を行い、あわせて、復旧・復興プ

ランに基づき、コミュニティセンターにおける

防災拠点としての機能の充実を図るとともに、

誰もが利用しやすい施設となるよう、計画的に
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整備を進めてまいります。特に、来年度は、改

築計画を進めておりました高田コミュニティセ

ンターの工事に着手いたします。２０２０年度

末の完成を予定しているところでございます。 

 また、市政協力員関係でございますが、市政

協力員が受け持つ担当地区の見直しについて、

地域の実情などにより、市に対し要望がありま

したことから、今年度の坂本地区の再編に続き

まして、平成３１年度からも東陽、泉両区にお

いて、受け持ち地区の再編を行います。 

 今後も市政協力員の皆様のお声をいただきな

がら、地域の実情を考慮しながら、地区の再編

や業務内容などの見直しを検討してまいりま

す。 

 次に、人権政策課が所管します人権政策につ

いてでございますが、人権啓発センターを活用

しながら、人権が尊重される平等なまちづくり

の実現を目指して、市民の人権意識の高揚やあ

らゆる分野への男女共同参画が促進されるよ

う、関係団体等を含め、市民への啓発活動など

に積極的に取り組み、さらに青少年の健全育成

や薬物乱用防止などに取り組んでまいります。 

 なお、平成３０年度末で現在の男女共同参画

計画の計画期間が終了し、ことしの４月から向

こう５年間の第２次男女共同参画計画がスター

トいたします。この計画では、重点的に取り組

むべき施策として、本市の課題でもあり、男女

共同参画をめぐる新たな動きである女性の活躍

推進と、ワーク・ライフ・バランスの推進、男

女共同参画の視点に立った防災体制づくりを位

置づけまして、さまざまな取り組みを展開して

まいります。 

 最後になりますが、市民課におきましては、

年度末、年度初めの住民異動増加などにより、

繁忙期の窓口混雑の緩和対策として、土曜日、

日曜日の開庁を実施することとしております。 

 また、常駐の案内係員としてフロアマネジャ

ーを継続して配置し、便利で、優しく、わかり

やすくて、早い窓口を目指して取り組んでまい

ります。 

 以上が、市民環境部が所管いたします当初予

算に関する総括及び方針の一端でございます。 

 今後も、市議会を初め市民の皆様の御意見を

お聞きしながら、改善すべきところは改善し、

事業の着実な遂行に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 なお、各事業の内容につきましては、この

後、担当次長から説明がありますので、よろし

くお願いいたします。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 財務部の佐藤で

ございます。着座にて説明させていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 議案第４号・平

成３１年度八代市一般会計予算のうち、款２・

総務費、款１１・公債費、款１２・諸支出金、

款１３・予備費の総務委員会付託分について説

明いたします。 

 説明に当たっては、職員給与経費は省略し、

新規の取り組みや事業費の大きいものを中心に

説明させていただきます。 

 それでは、５７ページをお願いいたします。 

 款２・総務費でございます。まず、項１・総

務管理費、目１・一般管理費で２６億２６９８

万３０００円を計上しております。前年度に比

べ５２９４万２０００円の減となっております

が、職員給与経費の減が主な要因でございま

す。 

 ５８ページをお願いいたします。 

 説明欄８つ目、支所一般事務事業、泉支所３

４６万８０００円は、産休代替職員経費１８７

万７０００円、公用車修繕等９３万１０００円

のほか、地域の集落と市のパイプ役として、市

が委嘱する集落支援員の報酬４０万円が主なも

のでございます。 

 次に、２つ下の消費者被害救済事業７３６万
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７０００円は、常時２名体制の消費生活相談員

の報酬５４６万２０００円、毎月２回実施の無

料法律相談の弁護士謝礼６６万７０００円が主

なものでございます。 

 次に、２つ下の入札・契約・検査事務事業５

５１万７０００円は、熊本県・市町村電子自治

体共同運営協議会に対する電子入札システム負

担金４８０万円が主なものでございます。 

 次に、３つ下の出張所関係事業１６１９万７

０００円は、出張所に勤務する非常勤職員１０

名の賃金１２６７万７０００円、それから、社

会保険料１９６万５０００円などでございま

す。 

 次に、２つ下の臨時職員関係等事業３０９６

万１０００円は、産休代替等緊急対応の臨時職

員賃金として２５００万円、及び社会保険料３

８７万５０００円が主なものでございます。 

 次に、３つ下の職員派遣事業３６２７万７０

００円は、熊本県市長会東京事務所、熊本県福

岡事務所などに派遣している職員の帰庁報告、

赴任、帰任などの旅費２６６万１０００円や派

遣職員の住宅借り上げ料７９６万３０００円、

３名分の県人事交流職員給与等負担金２５５０

万円などでございます。 

 次の職員研修事業１１４６万４０００円は、

市町村職員中央研修所、全国建設研修センタ

ー、自治大学校などへの派遣旅費４８５万２０

００円、コミュニケーション向上研修、女性活

躍推進研修などの事業委託料２４４万１０００

円、通信教育や自治大学校等の実務派遣研修の

研修負担金３１４万３０００円、資格取得助成

などの自己啓発助成５０万円が主なものでござ

います。 

 次のふるさと納税事業１億８３７５万６００

０円は、臨時職員２名分の賃金及び共済費の２

８７万５０００円や、ふるさと納税謝礼の報償

費１億５００万円、寄附の申し込みから入金管

理、特産品の配送管理や申し込みサイト上での

各種特別掲載手段の活用など、さらなるＰＲ向

上を図るためのふるさと納税業務委託７２２０

万４０００円が主なものでございます。 

 なお、特定財源として、全額ふるさと元気づ

くり応援寄附金を予定いたしております。 

 続きまして、５９ページをお願いいたしま

す。 

 上から３つ目の北海市交流事業（派遣）の２

４４万８０００円は、北海市に八代市友好派遣

団を派遣し、市民レベルでの草の根的交流の継

続を狙い、両市の友好関係をさらに深めるもの

でございます。ホームステイや北海市内の教育

文化施設見学等による現地の中学生や市民との

交流を予定しております。団長以下２０名分の

旅費２３３万６０００円が主なものでございま

す。 

 同じく、受け入れ分の１３３万６０００円

は、北海市代表団の受け入れに伴う部屋借り上

げ料４９万６０００円、同代表団の歓迎会及び

期間中の食事代など食糧費５９万４０００円が

主なものでございます。 

 次に、２つ下の市政協力員関係事業の１億１

９２９万１０００円は、市政協力員３３１名の

報酬１億３９５万９０００円、市政協力員事務

費３９７万２０００円が主なものでございま

す。 

 平成３０年度の坂本校区に続きまして、平成

３１年度からは東陽校区及び泉校区における市

政協力員担当地区再編に伴い、市政協力員がこ

れまでの３３４人から３３１人になることか

ら、報酬や事務費などが削減となっておりま

す。 

 また、市政協力員担当地区再編事業補助金

は、再編された４６地区に対して、月１万５０

００円を交付する経費として８２８万円を計上

しております。なお、再編事業補助金は３年間

を限度として交付いたします。 

 次の台湾基隆市友好交流事業の１５５万７０
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００円は、両市の発展に向けた親善・友好関係

を深めるため、基隆市に八代市民使節団を派遣

するもので、市関係者１０名分の旅費１３７万

８０００円が主なものでございます。 

 一つ飛んで、国際交流推進事業の５４７万６

０００円は、語学指導等を行う外国青年招致事

業を活用し、翻訳や通訳、外国人目線で国際交

流活動等に従事する国際交流員ＣＩＲ１名の招

致に係る報酬２２８万円、特別旅費４１万７０

００円、住宅借り上げ料６４万７０００円など

の経費４０５万９０００円のほか、国際交流協

会設立準備に係る有識者報償費２６万６０００

円が主なものでございます。 

 続きまして、目２・文書広報費で１億３７４

９万７０００円を計上しております。前年度に

比べ２６２０万２０００円の減でございます

が、主に、ケーブルテレビ事業特別会計繰出金

の減によるものでございます。 

 まず、文書管理事務事業（本庁）の６５７８

万７０００円は、浄書印刷室のパフォーマンス

チャージ料４４９万８０００円、コピー用紙

代、印刷機インク等の事務用品７９３万円、郵

便料５０００万などでございます。 

 その下からの文書管理事務事業の各支所の経

費も、支所で一括管理しております印刷機のパ

フォーマンスチャージ料や、コピー用紙代、印

刷機インク等の事務用品、郵便料などでござい

ます。 

 次に、広報広聴活動事業３６２０万５０００

円は、広報やつしろ印刷費３４２０万５０００

円、市公式ホームページのシステム保守料９２

万８０００円が主なものでございます。 

 特定財源としまして、広報紙広告掲載料５４

９万３円、ホームページ広告掲載料９９万円が

ございます。 

 次に、ケーブルテレビ事業特別会計への繰出

金としまして、２１７０万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、目３・会計管理費で９８９万３

０００円を計上しております。会計管理事務事

業の主なものは、一般会計及び特別会計の決算

書などの印刷製本費１１４万２０００円、口座

振替手数料１８５万２０００円、ＯＣＲ読み取

り作業委託料２６１万２０００円のほか、指定

金融機関派出業務手数料２０６万５０００円を

計上しております。 

 ６０ページをお願いいたします。 

 次は、目４・財産管理費で３億６７１２万７

０００円を計上いたしております。前年度に比

べ７億１４５万７０００円の減でございまし

て、前年度に計上しておりました本庁舎解体工

事費の減が主な要因でございます。 

 まず、市庁舎管理運営事業（本庁）１億８２

８６万３０００円は、守衛や庁舎案内員の賃金

２２８０万６０００円、及び社会保険料２６６

万２０００円、仮設庁舎や賃借している民間ビ

ルでの電気料、水道料、下水道使用料などの光

熱水費１７１２万２０００円、電話料６７８万

５０００円、清掃業務や機械等保守点検業務な

どの委託料２１２３万７０００円、仮設庁舎や

倉庫のリース料、ＴＳビル賃借料などの使用料

及び賃借料１億４９０万５０００円が主なもの

でございます。 

 特定財源として、仮設庁舎などの市債１億３

４０万円のほかに、庁舎案内板の広告収入１２

０万などがございます。 

 その下からの市庁舎管理運営事業の各支所の

経費も同様に、電気料、水道料、下水道使用料

など光熱水費や電話など支所庁舎の維持管理に

要する経費でございます。 

 次の市有財産管理事業（本庁）の１２１６万

３０００円は、集中管理しております公用車の

燃料費１５６万８０００円、市全体の公用車の

自動車重量税５０５万２０００円のほか、沖町

普通財産家屋の老朽化に伴う解体業務委託２５

９万４０００円が主なものでございます。 
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 次に、３つ下の各種損害保険加入事業３８８

５万３０００円は、市有施設の火災保険料１２

２６万７０００円、市全体の公用車の自賠責保

険料及び任意保険料で１１２９万５０００円、

市有林の森林保険料３９２万５０００円が主な

ものでございます。 

 次の廃校施設管理運営事業１００１万４００

０円は、学校の統廃合に伴って廃校となった、

旧河俣小学校ほか６校の維持管理費で、電気

料、水道料、下水道使用料などの光熱水費１５

６万２０００円、警備、浄化槽、給水設備など

の保守点検業務などの委託料３６１万７０００

円のほか、旧泉第三小学校の焼却炉撤去工事費

２３４万円が主なものでございます。 

 次のファシリティマネジメント推進事業７４

万３０００円は、個別施設計画の策定の基礎資

料として、公共施設の利用状況について、市民

アンケートを実施する経費４１万９０００円の

ほか、公共施設マネジメント講演会の開催経費

９万８０００円、職員研修の旅費として９万４

０００円が主なものでございます。 

 次に、庁舎解体等事業２５５万５０００円を

計上しております。これは、仮設倉庫リース１

４１万３０００円、公用車駐車場賃借料１１４

万２０００円が主なものでございます。 

 なお、特定財源としまして、市債の一般単独

災害復旧事業債を２３０万円予定いたしており

ます。 

 次は、目５・企画費で１億２３６１万６００

０円を計上しております。前年度に比べ３０９

６万円の減は、荒瀬ダム撤去対策事業及びかわ

まちづくり推進事業について、３１年度から商

工費への組み替えを行ったことによるもので

す。 

 まず、説明欄の上から３つ目の定住促進対策

事業３９８万２０００円の主なものは、移住相

談会への旅費３０万２０００円、定住支度金１

０万円、やつしろ・まち・ひと・しごと対策推

進会議委員謝礼等３２万７０００円でございま

す。 

 また、学生の視点で若い世代が八代に定住す

るための可能性を探るラボとあわせて、インタ

ーンシップとの連携を図る、やつしろ学生ラボ

企画運営事業委託３２０万１０００円を計上し

ております。 

 特定財源といたしまして、国庫支出金の地方

創生推進交付金１７７万７０００円と、ふるさ

と八代元気づくり応援基金繰入金１６０万１０

００円を予定いたしております。 

 次に、結婚活動応援事業に１８０万円を計上

しております。新たな取り組みといたしまし

て、定住自立圏を形成する氷川町、芦北町と連

携し、出会いの場を提供するなど、体験型婚活

イベントを開催するための定住自立圏婚活事業

委託料１２０万円のほか、結婚活動応援事業補

助金６０万円でございます。 

 特定財源として、氷川町、芦北町からの負担

金８０万円、ふるさと八代元気づくり応援基金

繰入金１００万円を予定いたしております。 

 ６１ページをお願いいたします。 

 八代・天草架橋建設促進事業５２万５０００

円は、八代・天草架橋建設促進民間協力期成会

事業補助金４７万５０００円が主なものでござ

います。 

 次の並行在来線経営分離対策事業２３４５万

４０００円の主なものは、肥薩おれんじ鉄道運

行支援対策事業補助金２２９７万４０００円で

ございます。 

 次に、４つ下の振興センターいずみ管理運営

事業７５９万円は、指定管理委託料６１８万８

０００円、飲料水滅菌装置改修など、施設の修

繕料１１７万８０００円が主なものでございま

す。 

 次に、２つ下の住民自治推進事業の６７３９

万９０００円は、市内地域協議会のまちづくり

活動活性化補助金６３０万円、及び地域協議会
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活動交付金６０７３万円が主なものでございま

す。 

 まちづくり活動活性化補助金につきまして

は、地域協議会のさらなる組織運営の強化とコ

ミュニティー活動の活性化、積極性を後押しし

ていくために、平成３０年度に引き続き、１協

議会当たり年３０万円を上限とし、３１年度も

継続して支援を行うこととしております。 

 また、特定財源としましては、まちづくり交

流基金繰入金６３０万円を予定しております。 

 次に、協働の推進に関する条例研究事業では

２６３万９０００円を計上しております。平成

３１年４月１日に制定、８月１日に施行を予定

しております、八代市協働のまちづくり推進条

例を、市民、地域自治組織、市民活動団体、事

業者等、まちづくりにかかわる全ての方々に広

く周知し、協働のまちづくりが進展するよう、

条例施行記念市民フォーラムの開催を予定して

おり、その経費として、特別講演委託料８９万

４０００円、ポスター、条例啓発用パンフレッ

トの印刷製本費など７２万円、会場使用料１６

万６０００円などのほか、新たな協働のまちづ

くり推進計画を策定するための計画策定委員へ

の報償費５９万円が主なものでございます。 

 次に、２つ下の各支所地域振興事業２５０万

円は、支所管内の地域づくり活動の充実や住民

自治及び防災意識の向上を図るため、支所に属

する地域・地区内で行う地域づくり活動に対し

て助成金を交付するもので、支所ごとに５０万

円を計上しております。 

 次に、２つ下の総合戦略策定事業４７３万円

は、地方創生に資する効果的な施策の展開に必

要となる人口ビジョンの見直しや、平成３２年

度からを計画期間とする総合戦略策定に必要な

調査・分析を実施するための委託料でございま

す。 

 続きまして、目６・情報推進費で３億１万４

０００円を計上しております。前年度に比べ６

９８万７０００円の減となっておりますが、こ

れは、本年度光ブロードバンドの未整備地区を

整備するための超高速ブロードバンド整備事業

補助金が増加したものの、内部情報システムに

おいて、３０年度にシステム更新が完了したこ

とが主な要因でございます。 

 説明欄の上から２つ目の基幹システム運用事

業９６１０万５０００円は、住民基本台帳、税

情報など３９業務のシステム使用料６７４６万

８０００円、入力データ作成委託料１１０７万

５０００円が主なものでございます。 

 次に、八代地域イントラネット運用事業６５

５６万５０００円は、八代地域内の公共施設約

１４０カ所を光ファイバーで結ぶ高速通信網の

運用経費で、通信回線利用料２８０６万３００

０円、ネットワーク設備使用料３５３７万５０

００円が主なものでございます。 

 特定財源として、氷川町からの負担金９８９

万４０００円を予定いたしております。 

 次の情報化端末等運用事業の６７５９万７０

００円は、複合機・プリンター１６７台分の賃

借料１０７６万７０００円、職員に配備してお

りますパソコン１６６６台分のリース料２９６

６万９０００円、インターネット等利用におけ

る画面転送サービスの使用料１５３８万３００

０円のほか、端末用ソフトウエア使用料として

１０６９万円などでございます。 

 次の内部情報システム運用事業２０４３万５

０００円は、財務会計、人事給与など内部業務

のシステム運用管理及びシステム保守を行うも

のでございます。 

 経費の内訳としまして、システムの使用料１

７００万４０００円が主なものでございます。 

 次に、サーバ管理運用事業１２７８万５００

０円は、インターネットや行政ネットワークの

庁内共通サーバの管理を行うもので、サーバ等

の機器等リース料５９４万４０００円、サーバ

保守や運用支援の委託料４９３万５０００円が
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主なものでございます。 

 次に、地域情報化事業の３６５４万９０００

円は、民設方式により、光ブロードバンドの未

整備地区を整備するために要する費用の一部を

補助する、超高速ブロードバンド整備事業補助

金３０００万円が主なものでございます。 

 なお、特定財源としまして、市債の合併特例

債を２８５０万円予定しております。 

 また、全体の事業費総額は１１億７６００万

円で、債務負担行為の設定を、期間２０２０年

度から２０２２年度まで、限度額１１億４６０

０万円で行っております。 

 平成３１年度から３２年度にかけまして、調

査設計及び龍峯、日奈久、二見、鏡地区の整

備、平成３３年度から平成３４年度にかけて、

東陽、泉、坂本地区の整備を予定いたしており

ます。 

 続きまして、６２ページをお願いいたしま

す。 

 目７・交通防犯対策費で１億３９２９万４０

００円を計上しております。前年度に比べ１６

１８万７０００円増の主な要因は、新八代駅東

口駐車場の駐車券発行機及び料金精算機の更新

などによるものでございます。 

 まず、防犯活動推進事業７７５万円は、八代

地区防犯協会負担金４８５万円、氷川地区防犯

協会連合会負担金２１５万８０００円が主なも

のでございます。 

 次の防犯灯設置事業６４０万６０００円は、

坂本、千丁、鏡、東陽地域の市管理の防犯灯の

電気料１０９万６０００円、ＬＥＤ防犯灯など

の防犯灯設置補助金５００万円が主なものでご

ざいます。 

 なお、特定財源としまして、国庫支出金１８

０万円、及びふるさと八代元気づくり応援基金

繰入金１００万円を予定いたしております。 

 次に、交通安全運動事業の４１５万８０００

円は、八代地区交通安全負担金２１１万円、交

通安全母の会などへの交通安全運動活動補助金

４９万５０００円のほか、安全安心まちづくり

基金活用事業として、鈴つきリボンなどの交通

安全啓発グッズや交通安全教室用衝突試験ダミ

ー人形の購入費を計上いたしております。 

 特定財源として、安全安心まちづくり基金繰

入金１２１万円を予定いたしております。 

 ３つ下の、市営駐車場（新八代駅東口）管理

事業１２６８万１０００円は、新八代駅東口駐

車場施設管理及び清掃等の委託料３０６万１０

００円のほか、新八代駅東口駐車場の駐車券発

行機及び料金精算機の更新費用８５８万６００

０円、防犯カメラ機器設置及び管理委託料９６

万円が主なものでございます。 

 ２つ下の、生活交通確保維持事業７０２１万

８０００円は、乗合タクシー運行事業補助金６

０５５万６０００円のほか、公共交通再編推進

調査事業業務委託料６３５万８０００円、ま

た、平成３１年４月に廃止される路線バスの椎

原線にかわり、五家荘地域における新たな移動

手段確保の取り組みに対する支援として、五家

荘地域振興会が実施するグループタクシー運行

に対する補助金３００万円などを計上しており

ます。 

 続きまして、目８・人権啓発費で１億８４６

万８０００円を計上しております。前年度に比

べ２０１５万６０００円の減となっております

が、職員給与経費の減が主な要因でございま

す。 

 まず、人権啓発推進事業７９６万７０００円

は、八代地域人権教育のための推進会議分担金

１７４万円、市人権問題啓発推進協議会交付金

４００万円が主なものでございます。 

 次に、３つ下の人権相談事業の３８５万円

は、人権相談員２名分の報酬３２４万３０００

円が主なものでございます。 

 次の男女共同参画啓発事業１１６万１０００

円は、女性の視点での防災ブック作成経費３７



 

－41－

万７０００円、いっそＤＥフェスタ委託料７１

万円が主なものでございます。 

 次に、２つ下の青少年健全育成事業の９３３

万５０００円は、街頭指導などに当たる青少年

指導員の報酬４０１万４０００円、青少年相談

員２名の報酬３２４万３０００円のほか、薬物

乱用防止事業委託経費４０万円などを計上して

おります。 

 ６３ページをお願いいたします。 

 目９・コミュニティセンター費で４億２０２

９万円を計上いたしております。前年度より２

億３５６１万ふえておりますが、復旧・復興プ

ランに基づく高田コミセン改築関連工事などコ

ミュニティセンター整備費の増によるものが主

な要因でございます。 

 まず、コミュニティセンター維持管理事業の

１億２７５０万円は、２１地域のコミュニティ

センターの維持管理経費で、内容としまして

は、電気料やガス代などの光熱水費２６６３万

２０００円、電話料や清掃手数料などの役務費

２８４万５０００円、１９施設の平日や夜間の

受付窓口業務委託２２９８万６０００円及び施

設の一部管理業務を実施しますコミュニティセ

ンター管理業務委託５３９４万５０００円とな

っております。 

 なお、コミュニティセンター管理業務委託に

ついては、平成３１年度より二見地域を加えた

１７地域協議会となるものでございます。 

 特定財源として、施設使用料の１０７１万２

０００円などがございます。 

 次のコミュニティセンター施設整備事業の２

億９２７９万円は、主なものとしまして、高田

コミュニティセンターの改築関連工事２億４万

９０００円、第１次避難所としての機能を充実

させるための整備といたしまして、太田郷コミ

センつり天井改修工事５５０２万円、植柳、松

高、八千把のコミセントイレ洋式化改修工事１

４８１万２０００円、及び植柳コミセンの空調

機設置工事１２４５万６０００円などでござい

ます。 

 なお、特定財源としまして、国庫支出金３５

１万３０００円、市債といたしまして緊急防災

減債事業債７９９０万円、合併特例債１億９１

５０万円を予定いたしております。 

 続きまして、目１０・公平委員会費で、事務

事業経費として１３０万８０００円を計上いた

しております。 

 ６４ページをお願いいたします。 

 目１１・諸費で６３４２万１０００円を計上

いたしております。国県支出金等返還金事業１

０００万円は、過年度分の国県支出金の精算に

伴う返還金の準備金でございます。 

 一つ下の市税還付金事業５０００万円は、前

年度の法人市民税などの精算に伴う還付金の準

備金でございます。 

 次に、目１２・市庁舎建設費で４５８６万６

０００円を計上しております。前年度に比べ２

億９３０４万９０００円の減となっております

が、前年度に計上しておりました新庁舎建設基

本・実施設計事業、及び新庁舎建設関連事業の

埋蔵文化財発掘調査業務委託と、松江城水源地

仮設浄水池等設置工事補償金などの減が主な要

因でございます。 

 説明欄の上から、市庁舎建設基金事業の２３

８万７０００円は、特定財源、その他に含まれ

ております基金利子の積立金でございます。 

 次の新庁舎建設オフィス環境整備支援事業の

５４７万７０００円は、オフィス環境整備支援

業務委託の平成３１年度支払い予定額でありま

す５２２万５０００円と事務経費でございま

す。３１年度は、建築の実施設計をもとに、什

器・備品の実施レイアウト設計、サイン実施設

計などを予定いたしております。 

 次の新庁舎建設関連事業（地震災害関連）の

３７２７万２０００円は、埋蔵文化財発掘調査

報告書作成業務委託料でございます。 



 

－42－

 特定財源として、平成２８年熊本地震復興基

金繰入金２４８４万８０００円を予定しており

ます。 

 ６５ページに移りまして、項２・徴税費、目

１・税務総務費で５億３２３３万６０００円を

計上しておりますが、前年度に比べ１４８７万

１０００円の増となっておりますが、主に職員

給与経費の増によるものでございます。 

 なお、特定財源の国県支出金は、県の県民税

徴収事務委託金でございます。内容は、市民

税、資産税の事務事業経費でございます。 

 次に、目２・賦課徴収費で１億１２８１万４

０００円を計上しております。前年度と比べ１

５０４万８０００円の増でございますが、評価

がえに伴う不動産鑑定委託料の増のほか、地籍

調査事業の推進に伴い、登記件数が増加するこ

とから、遅滞なく課税事務が行えるよう宅地比

準の土地を対象に、物件の調査、評価資料の作

成を本年度から実施予定であり、本事務の実施

に伴う委託料の増などが主な要因でございま

す。 

 なお、特定財源としまして、その他に徴税手

数料、督促手数料などがございます。 

 次に、市民税賦課徴収事務事業の２５０８万

４０００円は、納税通知書などの印刷製本費２

１８万円、コンビニ納付に対応するための封入

封緘業務委託料８６６万７０００円、電子申告

などを行うエルＴＡＸのシステム使用料６３１

万５０００円、地方税電子化協議会等負担金２

３６万３０００円のほか、本年度の１０月から

地方税共通納税システムが運用開始となること

に伴いますシステム改修費用、及びサービス利

用料２１３万６０００円が主なものでございま

す。 

 次に、資産税賦課徴収事務事業５１８２万円

は、地番現況図等作成業務委託料５２０万３０

００円、土地鑑定評価業務委託料２３４２万５

０００円、固定資産税納税通知書作成等業務委

託料６３７万２０００円のほか、先ほど、当該

目の増減で説明しました、本年度から実施予定

の土地画地情報作成業務委託料５７２万円が主

なものでございます。 

 次の滞納整理事務事業の３５９１万円は、納

税相談員２名減の５名分の報酬９８４万円、納

税窓口相談員１名と滞納整理事務補助員の１名

分を合わせた賃金３１８万２０００円、また、

これらの任用に係る社会保険料２０１万９００

０円のほか、納付書付督促状などの印刷製本費

２９１万４０００円、コンビニ収納事務委託料

４９６万円、収納支援システムのリース料５９

７万９０００円が主なものでございます。 

 ６６ページをお願いいたします。 

 項３、目１・戸籍住民基本台帳費で２億３９

７９万６０００円を計上しております。前年と

比べ１１０７万５０００円の減でございます

が、職員給与費の減が主なものでございます。 

 なお、特定財源といたしまして、国県支出金

に国の通知カード・個人番号カード関連事務補

助金や、県からの権限委譲として、旅券の申請

受け付けや交付等に関する事務委託金などがご

ざいます。また、その他の財源には、住民票や

戸籍謄本などの発行手数料などがございます。 

 まず、戸籍住民基本台帳事務事業３６１７万

３０００円は、窓口対応の非常勤職員及び臨時

職員の賃金と社会保険料２０３３万５０００

円、戸籍システムのリース料及び保守点検委託

料１０７０万９０００円などが主なものでござ

います。 

 次の番号制度導入事業４０７７万６０００円

は、個人番号制度対応機器リース料及び保守点

検委託で４０３万円、通知カード・個人番号カ

ード関連事務交付金２８０４万６０００円が、

主なものでございます。 

 なお、特定財源として、通知カード・個人番

号カード関連事務交付金に対して、全額国庫支

出金を予定いたしております。 
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 続きまして、項４・選挙費、目１・選挙管理

委員会費で４６１０万１０００円を計上してお

ります。選挙管理委員会事務事業２９８万２０

００円は、選挙管理委員４名の報酬１３３万円

が主なものでございます。 

 続きまして、６７ページになりますけども、

目２・県議会議員選挙費で４０３２万９０００

円を計上しております。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してお

ります。 

 県議会議員選挙は、平成３１年４月２９日の

任期満了に伴い執行されるもので、職員の時間

外勤務手当１９６０万２０００円のほか、ポス

ター掲示場維持・撤去業務委託料１４６万６０

００円、投票管理システムサポート委託料１２

２万６０００円が主なものでございます。 

 次に、目３・参議院議員選挙費で８０７９万

５０００円を計上しております。 

 特定財源として、全額県支出金を予定いたし

ております。 

 参議院議員選挙は、平成３１年７月２８日の

任期満了に伴い執行されるもので、職員の時間

外手当３０６０万２０００円のほか、投票所入

場券発送の郵便料５８２万６０００円、ポスタ

ー掲示場作製・設置・維持・撤去業務委託料５

６１万６０００円、投票管理システムサポート

委託料２８８万７０００円が主なものでござい

ます。 

 続きまして、６８ページになりますが、目４

・県知事選挙費で６８９１万８０００円を計上

しております。 

 同じく特定財源として、全額県支出金を予定

いたしております。 

 県知事選挙は、平成３２年４月１５日の任期

満了に伴い執行されるもので、職員の時間外勤

務手当２７３０万２０００円のほか、投票所入

場券発送の郵便料５８２万６０００円、ポスタ

ー掲示場作製・設置・維持・撤去業務委託料５

７２万円、投票管理システムサポート委託料２

００万５０００円が主なものでございます。 

 続きまして、６９ページをお願いいたしま

す。 

 項５・統計調査費、目１・統計調査総務費で

２５５１万６０００円を計上しておりますが、

主に職員３名分の職員給与経費でございます。 

 次に、目２・基幹統計費で１４９６万円を計

上しております。前年度に比べ５３４万６００

０円の増でございますが、これは、漁業センサ

ス事業と住宅・土地統計調査事業、就業構造基

本調査事業が終了しまして、新たに、経済セン

サス事業、農林業センサス事業が行われること

によるものでございます。 

 特定財源としまして、国県支出金に、県の経

済センサス事業委託金や農林業センサス事業委

託金などがございます。 

 説明欄の経済センサス事業（基礎調査）２１

７万５０００円は、全国及び地域別の全ての産

業の基本的構造を明らかにし、各統計調査のデ

ータベースを整備するため、５年ごとに全ての

事業所、企業を対象に調査するもので、統計調

査員報酬１８２万４０００円が主なものでござ

います。 

 特定財源として、全額県補助金がございま

す。 

 一つ下の農林業センサス事業９１８万５００

０円は、全国及び地域別の農林業の生産構造、

就業構造を明らかにし、農林業行政施策に関す

る基礎資料を得るため、５年ごとに農林従事

者、農業集落を対象に調査するもので、統計調

査員などの報酬８３４万５０００円が主なもの

でございます。 

 特定財源として、全額県補助金がございま

す。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 項６、目１・監査委員費で５４１５万６００

０円を計上しておりますが、常勤監査委員や一
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般職の職員給与費のほか、監査事務事業２５４

万５０００円は、非常勤監査委員２名の報酬１

５９万２０００円が主なものでございます。 

 以上で、総務費を終わります。 

 それでは、ページが飛びまして、１２３ペー

ジをお願いいたします。１２３ページでござい

ます。 

 款１１・公債費でございます。項１・公債

費、目１・元金で、長期債償還元金事業として

５７億８５５７万５０００円を計上しておりま

す。これは、学校改築や道路整備など、建設事

業などの財源として、市が金融機関から長期に

借り入れた長期債の返済の元金分でございま

す。 

 続きまして、目２・利子で４億１３０７万４

０００円を計上しております。説明欄の、ま

ず、長期債償還利子事業４億１１６０万７００

０円は、建設事業などの財源として、市が金融

機関等から、長期借り入れに対する利子分でご

ざいます。 

 次の一時借入金利子事業は、１４６万７００

０円は、一時的な資金不足を補うため、市が金

融機関から借り入れる際の利子分でございま

す。 

 続いて、款１２・諸支出金でございます。項

１・基金費、目１・財政調整基金費４２２万９

０００円、目２・土地開発基金費２６８万５０

００円、目３・市有施設整備基金費２２３万２

０００円、目４・減債基金費１２７万円は、基

金運用で発生する利子を積み立てるもので、特

定財源として同額の利子を計上いたしておりま

す。 

 目５・ふるさと八代元気づくり応援基金費１

億１６５６万３０００円は、本市へ寄附される

ふるさと納税寄附金から、ふるさと納税事業に

充当した残りの１億１６２４万４０００円と、

基金運用利子３１万９０００円を積み立てるも

ので、特定財源は、寄附と基金運用利子になっ

ております。 

 １２４ページをお願いいたします。 

 目６・まちづくり交流基金費１０２万５００

０円は、基金運用利子を積み立てるものでござ

います。 

 続きまして、目７・平成２８年熊本地震復興

基金費２５２万３０００円は、２９年度に県の

復興基金から交付されたものを原資として創設

した基金でございまして、３１年度の県の復興

基金を活用した基本事業の実施に伴い交付され

る事務費交付金のうち、事業に充当できない分

２０２万５０００円と、基金運用利子４９万８

０００円を積み立てるものでございます。 

 最後に、款１３・予備費でございます。予算

執行における緊急対応分としまして、予備費２

０００万円を計上いたしております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 質疑というか、確認と

お尋ねなんですが、選挙費の中でですね、テレ

ビか何かで、ちょっと見た記憶があるんです

が、本市、選挙時に移動投票所を設置するとい

う話を聞いたんですけれども、それは確かなの

かということと、もしされるならば、その費用

はどこに入っているのかということをお尋ねし

たいんですけれども。 

○選挙管理委員会理事兼事務局長（中川勝俊

君） 選挙管理委員会事務局長、中川でござい

ます。どうぞよろしくお願いします。 

 移動期日前投票所は設置をいたします。場所

はですね、坂本地区に３カ所、泉地区に１カ所

でございます。 

 経緯を簡単に申しますと、投票区の統合を行

いまして、ここは有権者数が少なくて、投票立

会人の確保が難しいことから、そして、ほとん
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ど午前中に投票を終えられることから、投票所

の適正な管理の観点から、投票区を隣接の投票

区と統合いたしまして、その方々のための投票

機会確保のために、車で御利用する、移動期日

前投票所を設けるものです。場所は、以前あっ

た投票所の近くに設けるものでございます。 

 先進地としましては、島根県の浜田市が平成

２１年から、九州内では、聞いているところで

は、都城市が昨年の市議会議員選挙、１月です

けれども、ここで導入されております。 

 予算の中身のほうは、県議会議員選挙のほう

では、ほかの選挙も共通でございますが、報酬

のほうで、報酬額に、――費目だけ申します

と、報酬、それと時間外勤務手当、役務費の手

数料で、無線の専用回線を使用しますので、そ

の費用の手数料、それと、パソコンによる受け

付けを行いますので、選挙投票管理システムの

委託料、それと、電源が必要になりますので、

非常用電源レンタル料が主なものでございま

す。 

 既決予算のほうで、特製でつくる記載台を委

託料で賄いました。それと、投票所の表示と

か、受け付け等を行う場所のためのテントの購

入を行っております。 

 以上でございます。 

○委員（橋本隆一君） 今言われたように、非

常に地域の方からの要望のあった事項だったの

でですね、ありがたいと思っております。お世

話になります。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 国際交流推進事業で、

今回国際交流員という方を委託というか、指名

されてるんですけども、この方の役割、成果を

どこに求めていらっしゃるのか、そのあたりを

お聞かせいただけますか。 

○国際課長（嶋田和博君） 国際課の嶋田でご

ざいます。 

 今の御質問なんですが、国際交流員、いわゆ

るＣＩＲということで、これはですね、ＡＬ

Ｔ、教育委員会で配置されておりますＡＬＴに

代表されます青年外国人招致事業、いわゆるジ

ェットプログラムというのに基づいてですね、

招致をするものでございます。 

 このＣＩＲというのは、ＡＬＴに比べまし

て、非常に日本語が堪能であるということで、

Ｎ２レベル以上ということですから、日常会話

に専門的な会話もある程度理解できるというよ

うな方でございます。 

 このコミュニケーション力を使って、国際交

流活動を主体に、各種講座の開催やイベント、

あるいは翻訳、通訳、国際化の（聴取不能）他

課の後方支援、そういったもの、場合によって

は市長のトップセールスの帯同での通訳の働き

といったさまざまな活躍を期待しているところ

でございます。 

 その成果をどういうふうに求めるかという部

分についてはですね、そういった講座への集客

とかですね、そういったさまざまな指標で評価

していきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） このＣＩＲの国際交流

員の方を活用して、八代市と諸外国との交流を

深めていこうと、深めていくことに成果を求め

ていかれるんだろうと思うんですけども、この

事業というのは、単年度で終わるんでしょう

か。それとも、次年度、さらには複数年度で考

えていかれるような取り組みになっているんで

しょうか。 

○国際課長（嶋田和博君） 今、委員おっしゃ

るとおり、成果を十分検証しながらですね、最

高５年までは継続して任用できるということに

はなっております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 質問を変えます。 

 支所一般事務事業で、新規で集落支援員を今
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回活用されるようですけれども、具体的にどの

ような仕事をされるんでしょうか。どういった

方々を採用される予定で、同じくして、どうい

った成果を望んでいらっしゃるのか、お聞かせ

いただきたいと思います。 

○総務企画部次長（橋本和郎君） 総務企画部

の橋本です。 

 委員お尋ねの集落支援員ですけれども、集落

支援員といいますのは、任務といたしまして

は、集落への目配りという形で、集落の点検、

まず、集落の巡回とか各戸訪問の実施を行う。

それから、集落の抱える課題整理などの状況把

握。それと、住民と住民、もしくは住民と市町

村の間での話し合いの促進も実施すると。行

事、イベント等の企画、実施支援、それから、

地域コミュニティーの事務局あたりの業務をお

手伝いいただくということになっております。 

 集落支援員といいますのが、あくまでも今、

泉町、五家荘の分につきましては、マンパワー

が不足しておりまして、若い、そういったお手

伝いをしてくれる方が少ないという観点で、今

回地域の実情に詳しい、地元でそういった人を

探し出すという形で計画したものでございま

す。 

 これにつきましては、当然ながら、求めます

ところは、地域を、まず、取りまとめ、市政協

力員さん等おられますけれども、個別にまた、

事業等についての取りまとめをやっていただく

という形で予定しているところでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 今、若い人がいないと

いうようなお話であったんですけど、若い方

に、この仕事を出されるんですかね。 

 あと、収入あたりはどのような考えになって

いるのかというところも、お聞かせいただけま

すか。 

○総務企画部次長（橋本和郎君） 若い人とい

うわけではございません。地域内で活動ができ

る方という形で、今回予定しておりますのは、

最低賃金並みの時間給によりまして、一応算定

をさせていただいております。支援員につきま

しては、これは国の特別交付税算定基礎が、１

人当たり３５０万円が上限ということなんです

けれども、この３５０万円というのは専任職員

という形での嘱託という形になりますけれど

も、ただ今回は他の業務との兼任の場合という

ことで、１人当たり上限４０万円、この４０万

円で計算しますと、時間、大体７６０円ちょっ

とを、１日４時間で計算しまして、年間１３０

日程度の勤務という形での４０万円を想定して

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございまし

た。 

 ほかの質問に入りますが、済みません、歳出

の全体的なところで、財務部長にお尋ねになる

んですけども、私が心配しているのが、投資的

経費ですね、性質別の予算書を、財政課からい

ただいたのがあるんですけども、普通建設事業

が、３０年度は５３億ぐらい、５０億を超え

る。当初予算ベースですので、補正があってま

すので、それよりも、また上がっている可能性

があるとは思いますが、３１年度の当初予算で

いくと、４７億に落ちてるんですよね。５億６

０００万ぐらい落ちております。補正予算が１

次、２次ということで、繰越明許になった部分

もあるんですけれども、公共事業の果たす役割

の中で、やはり建設業の皆さんの雇用の確保と

いうのも、人材の確保も必要になってくると思

ってますので、このあたり影響が、八代市内の

建設業の皆さんに出ないのか、そういったとこ

ろについてはどのようなお考えをお持ちでしょ

うか。 

○財務部長（岩本博文君） 投資的経費が、建

設事業に与える影響ということで答えればいい

のかなと思いますけれども、継続的に、ある一
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定の建設事業というのは固定化させといて、や

はり毎年毎年出していかないと、その地域の活

性化は望めないというところで、財政計画の中

でも最低レベルのですね、市として保って、維

持していくべき事業費というのは残して、計画

に上げているような状況です。 

 近年、補正とかあって、かなり上下いたしま

すけれども、その中で、業界の方々にもやって

いただいているというようには認識しておりま

す。特に、熊本地震の後はですね、いろいろと

また、事業が重なりまして、大変いろいろ手い

っぱいというような声も聞いておりますけれど

も、徐々にその状況も改善されつつありますの

で、また、コンスタントにですね、市としても

できるだけ財源が確保できる分の投資的経費

は、予算に計上して、財政として運営していき

たいというふうな思いはございます。 

○委員（大倉裕一君） 考えをお聞かせいただ

きました。ありがとうございました。 

 私と同じような共通の部分をお持ちかなとい

うふうに思って聞いておりました。熊本地震以

降は、非常に熊本地震の復旧、復興というとこ

ろで、業務がかなりあったというふうには思う

んですけども、一段落して、これからまた、仕

事が減る部分も出てくるのかなと、そういう中

で、事業費を確保していくことは、やはり本市

にとって大事なことだろうというふうに、私は

思っていましたので、ある程度の共通的なとこ

ろが聞けたので、安心したところです。 

 もう一つ、済みません、気がかりなのが、公

債費、先ほど歳入のほうで、起債をお尋ねして

いきましたけれども、起債と公債費の関係が非

常に心配をしております。今回も６１億９００

０万、６２億ぐらいですね。３０年度は６１億

６０００万、徐々にふえてきておりまして、今

回の国の補正予算、さらには、今回の八代市の

当初予算に対する市債の確保、こういったとこ

ろを鑑みると、考慮すると、非常に借金返済に

追われていく、八代市がですね、想定をしてし

まう、ちょっと心配をするんですよ。そのあた

りに対して、見通し等について、どのようなお

考えをお持ちなのかということをお聞かせいた

だきたいと思います。 

○財務部長（岩本博文君） ここ数年は、環境

センターと新庁舎建設を大きな事業として持っ

てまして、その分で、市債が膨れていくという

のは、財政計画の中でも織り込み済みです。し

ばらくピークは続きますけれども、その後は落

ちつきまして、私たちが一つの基準として持っ

ている財政指標の範囲内で、財政運営ができる

ような状況に、財政は落ちつきますので、そこ

は、心配は今のところ、してはおりません。計

画では、ここ近年はピークを迎えるけれども、

その後は落ちついた財政運営ができるというよ

うな状況であると認識をいたしております。 

○委員（大倉裕一君） ここは認識の違いの部

分もあるのかなとは思うんですけど、非常に、

やはり市債が膨れてきてると思います。トータ

ルでも今年度の最終見込みで７０５億ですか、

２年前は６４７億、抑えてこられたというとこ

ろは理解をしたいと思いますけれども、今年度

ですね、３０年度の末で７１９億、７００億を

超えてきているんですよね。そういった部分か

らすると、非常に心配をしているということ

を、この場では申し上げたいというふうに思い

ます。 

 以上で終わります。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（村川清則君） 市政協力員関係事業

で、昨年から、ことしが東陽と泉で３人減とな

ったと。この市政協力員担当地区再編事業補助

金というのは、その減った分に対して、要する

にあなたの担当区域が広がったから、それに対

して補助しますよという考え方なんでしょう

か。 
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○市民活動政策課長（遠山光徳君） 市民活動

政策課、遠山でございます。よろしくお願いい

たします。 

 今、村川副委員長おっしゃられたとおりでご

ざいます。再編した地区の範囲が広くなるとい

うことでございますので、地区の運営が円滑に

できますようにということで、連絡員、事務処

理の費用として支給するというものでございま

す。 

 以上です。 

○委員（村川清則君） これはずっと、当面ず

っとですか。 

○市民活動政策課長（遠山光徳君） 先ほどち

ょっと説明ありましたけども、基本的には３０

年から３２年の３カ年を予定しております。 

○委員（村川清則君） この市政協力員の数と

いいますか、例えば、町部の、１人当たり何百

件と見られるところもあれば、郡築みたいに

三、四十件のところもありますし、この見直し

というのは、毎年やられるんですか。やられる

んでしたら、もうそろそろかなと思ってます。 

○市民活動政策課長（遠山光徳君） 済みませ

ん、説明不足で。 

 もともと市政協力員さんの報酬の形態を、ま

ず、御説明したいと思います。 

 まず、月額で、均等割で１万５０００円とい

うことですので、この分が補助されるというこ

とですが、それ以外にですね、世帯割で、１世

帯当たり７０円を支給しております。それ以外

に地域手当等ございますが、基本的に世帯数が

ふえると、それだけ手当のほうもふえていくと

いうことでございますので、御心配をいただい

たようなケースにつきましては、その分は手当

がふえていくというようなことになります。 

 以上でございます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） ないようでしたら、

以上で、第２款・総務費、第１１款・公債費、

第１２款・諸支出金及び第１３款・予備費につ

いて終了します。 

 執行部入れかえのため、小会といたします。 

（午後２時５５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５７分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費について、総務企画部

から説明願います。 

○総務企画部長（増住眞也君） 第８款・消防

費の３１年度予算の説明の前に、新規事業等を

中心にですね、総括をさせていただきます。そ

れでは、座りまして、説明させていただきま

す。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○総務企画部長（増住眞也君） まず、防災行

政無線の総合的見直しについて、新庁舎建設に

合わせまして、３１年度から３２年度の２カ年

で整備を進めます。３１年度は、システムと導

入業者を最終的に決定し、実施設計が終わり次

第、一部工事を実施してまいります。 

 次に、３０年度で整備いたしましたウエブ版

のハザードマップについて、英語、中国語、ベ

トナム語、タガログ語による多言語化を進め、

市内在住の外国人にもわかりやすい避難情報の

発信に努めてまいります。 

 次に、新たな防災情報の発信手段として、エ

フエムやつしろを活用して、防災コーナーを開

設し、月に２回、防災専用情報を発信すること

で、市民の皆様の防災に対するさらなる意識の

高揚を図ってまいります。 

 次に、地域における防災リーダーの養成と地
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域の防災力の強化を目的に、県が主催する火の

国防災塾において、日本防災士機構が認定する

防災士の資格取得を目指される方を対象に、教

本、受験料、登録料の一部を助成いたします。 

 また、球磨川水害タイムラインにつきまして

は、今後、校区ごとに水害時の時系列行動マニ

ュアルであるコミュニティータイムラインの策

定に取り組んでまいります。３１年度につきま

しては、太田郷地区をモデル地区として策定を

行います。 

 次に、職員用の防災服を３０年度より３カ年

で整備することとしており、３１年度におきま

しては、職員３６０人に防災服を配付いたしま

す。 

 また、消防団に対しましても、新基準の活動

服を３カ年で全分団員に配備することとしてお

りまして、加えて装備品、資機材なども計画的

に拡充してまいります。 

 先日の本町商店街の火災を見ましても、消防

団の強化充実は大変重要と考えておりますが、

近年消防団に加入される方が減少しており、団

員の確保は大きな課題となっています。引き続

き、市職員や女性、学生に向けた加入促進な

ど、消防団組織の強化に努めてまいります。 

 最後に、第２次総合計画にも掲載しておりま

す、災害に強く安全・安心なまちづくりの実現

に向けまして、市民の皆様の防災意識のさらな

る向上や自主防災組織の強化、地域の防災力の

向上に、特に努めてまいります。 

 そのため、地域における防災訓練や出前講座

の開催など、できるだけ地域に出向きながら、

きめ細かな指導や啓発活動、協力要請などを行

ってまいります。 

 以上、消防費の総括といたします。 

○総務企画部次長（山田純子君） 総務企画部

の山田です。 

 私から、平成３１年度八代市一般会計予算書

のうち、歳出の消防費分につきまして御説明を

させていただきます。着座にて失礼いたしま

す。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○総務企画部次長（山田純子君） それでは、

一般会計予算書の１０５ページをお願いいたし

ます。 

 款８・消防費、項１・消防費、目１・常備消

防費は１８億１９９４万１０００円を計上して

います。これは、広域行政事務組合負担金事業

で、八代広域行政事務組合消防本部の通常消防

運営経費１８億２８万１０００円のほか、日奈

久分署、氷川分署の関係費用と、新開消防署の

建設に伴う負担金となっております。 

 なお、前年度に比べ８００３万４０００円の

増となっておりますが、これは、職員手当や備

品購入費の増、前年度からの繰越金などによ

り、通常消防負担金の増が主な要因となってお

ります。 

 特定財源としまして、県支出金１７万９００

０円、その他としまして、火薬類取締事務手数

料１１万２０００円があります。 

 続きまして、目２・非常備消防費で２億８９

１８万円を計上しております。 

 まず、説明欄の消防操法大会等事業３２６万

７０００円は、市の操法大会経費に１０９万６

０００円、３１年度は八代市で開催されます県

の女性操法大会経費に１１３万２０００円、出

初め式の経費６０万８０００円が主なものでご

ざいます。 

 次の消防団育成及び消防団員教育事業６７１

万９０００円は、消防団７３分団の運営費補助

２４７万４０００円、年末警戒補助金２３４万

円、消防団幹部先進地研修９４万８０００円が

主なものとなっております。 

 次の消防団活動事業１億９２７８万４０００

円は、消防団員２４５０名の報酬６４９４万５

０００円、退職報償金掛金４８００万円、退職

報償金４９７９万２０００円、出動手当１３７
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２万５０００円が主なものでございます。 

 次の消防団整備事業８６４１万円は、小型ポ

ンプ積載車３台、軽自動車２台分で、合わせま

して２５８１万８０００円、小型動力ポンプ１

１台で２７５２万２０００円、３０年度から３

カ年で全消防団員へ配備することとしておりま

す新基準の活動服１６００万円、団員無線機器

４７セットの３０８万２０００円、団員半長靴

１３０足分、１３３万４０００円が主なものと

なっております。 

 特定財源としまして、県支出金で、球磨川水

系防災・減災ソフト対策等補助金など３４８８

万１０００円、市債で、過疎債１４３０万円、

緊急防災減災債１９８０万円の合計３４１０万

円、その他諸収入で、消防団員退職報償金４９

７９万２０００円など、合計で５０９０万９０

００円となっております。 

 次に、目３の消防施設費で２２０８万８００

０円を計上しております。これは、消防施設整

備事業としまして、消防格納庫建てかえ２カ所

分６４１万８０００円、屋外消火栓ホース等格

納箱１８８万９０００円、消火栓負担金８８８

万７０００円が主なものとなっております。 

 前年度に比べまして９６９万１０００円の減

となっておりますが、これは、前年度に整備を

しております防火水槽新設工事の減が主な要因

となっております。 

 特定財源としまして、県支出金で電源立地地

域対策交付金１００万円、市債では、過疎債５

８０万円、緊急防災減災事業債７３０万円の合

計１３１０万円となっております。 

 次に、目４・防災管理費で６億６１１９万円

を計上しております。 

 説明欄の上から二つ目の防災訓練事業で１９

２万７０００円は、総合防災訓練費用１８２万

２０００円と住民参加型防災訓練３カ所分の１

０万５０００円でございます。 

 次の防災対策事業１６２０万円は、３０年度

より３カ年計画で整備を進めております市職員

用の防災服の整備費用で３６０人分、４６６万

６０００円、テレビデータ放送、デタポンと言

っておりますが、これの放送料金が１１７万８

０００円、自主防災組織活動支援補助金５０万

円、エフエムやつしろ広告料７９万６０００

円、避難所表示看板作成等で１５５万６０００

円、ウエブ版ハザードマップの多言語化の業務

委託３７８万円などでございます。 

 １０６ページをお願いいたします。 

 防災行政無線整備事業で６億３０３４万８０

００円は、保守点検業務委託６３２万円、防災

無線等電波利用負担金２１６万７０００円のほ

か、３１年度から２カ年で整備をします防災行

政システムの実施設計業務委託１１００万円、

整備工事費６億円が主なものとなっておりま

す。 

 なお、整備工事費につきましては、債務負担

行為を２０２０年度に９億円設定をしておりま

して、総額１５億円を予定しております。 

 次の災害時用備蓄資材整備事業７８３万３０

００円は、備蓄資機材消耗品４５０万円、避難

所備蓄資機材の３００万円が主なものとなって

おります。 

 次に、避難行動要支援者関係事業の健康福祉

政策課分６１万１０００円は、高齢者や障害者

の方など、災害時の避難におきまして、支援を

必要とする方の名簿である避難行動要支援者名

簿の作成、管理を行う経費となっております。 

 また、危機管理課分６２万円は、システム元

号変更対応経費１６万２０００円、避難行動要

支援者システムの保守料４５万８０００円とな

っております。 

 特定財源としまして、県支出金としまして、

球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助金など

４０１万９０００円、市債で、緊急防災減災事

業債６億１１００万円、その他、基金繰入金で

４２７万円となっております。 
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 以上で、消防費の説明を終わります。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 防災士の養成のことを

お尋ねしたいんですけど、今回防災士を養成を

するに当たって、補助金とかが出とっとですけ

ど、将来的にどういうふうに防災士を活用とい

うんでしょうか、生かしていこうというような

お考えを持たれているのか。今回、そういった

のがあって、防災士に補助を、養成をしようと

いうような動きになったと思うんですけど、そ

のあたりをお聞かせいただけますか。 

○総務企画部総務企画審議員（緒方 浩君） 皆

さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）総務企画部の緒方でございます。 

 今、大倉委員からですね、御質問がありまし

た防災士につきまして、まずは、御説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 防災士ですね、これは自助、共助、協働とで

すね、原則のもとにですね、民間企業が行って

おります防災士ということですけども、全国的

に自治体でもですね、多くの自治体が防災士の

講習会とか、補助を行っている状況にございま

す。そうした中、熊本県でもですね、防災士の

受講補助というのを行っております。その中

で、先ほど次長からもお話がありました、受験

料、テキスト代と認定料ですね、の部分の３分

の２を八代市のほうで補助させていただくとい

うことでございます。昨年、３０年度ですね、

八代市のほうで１２名の方が受講されたところ

でございます。 

 そうした中ですね、防災士の育成も含めまし

て、今後ですね、防災士だけでなく、八代市の

地域の防災力の強化というのを念頭にですね、

自主防災組織と連携した形で自主防災会と防災

士ですね、それと、そういったところを含めた

形でですね、防災リーダー的な役割を担う方々

の育成を進めていきたいというふうに思ってお

ります。 

 以上、お答えといたします。 

○総務企画部長（増住眞也君） 済みません、

ちょっと補足なんですけど、今、自主防災組織

をですね、各地にたくさんつくって、取り組ん

でつくっていただいているんですけど、なかな

かですね、お年寄りが多かったりとかですね、

動ける方がいなくて、防災のリーダーというか

ですね、まとめてできる方がいらっしゃらない

もんですから、今から防災リーダーを地域の中

にいっぱいつくっていくのが課題になっている

と考えているんですよ。そういうところで、防

災士の方を、受けていただいて、そういうリー

ダーとなって、核となってくれるような方々を

たくさんできるように支援していくというよう

なところでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 総務委員会のほうもで

すね、先進地視察ということで行かせて、この

防災士の育成に取り組んでいるところを見に行

かせていただきましたし、会派としても、その

前に、高知県のほうだったと思うんですけど、

視察に行かせていただいた経緯があります。そ

こは、たしか全額負担というような形だったと

思うんですよ。それだけ公共の果たす部分を、

民の力で補っていくというようなところのです

ね、取り組みだったもんですから、全額だった

というふうに思うんですけど、確かに、自主防

の中で、１人でも、２人でも、そういった防災

に関心のある方が生まれてくることがですね、

必要だというふうに思いますし、これをきっか

けに、また、次へのステップをですね、考えて

いただきながら、防災士、また地域防災力の向

上に向けて取り組んでいただければなというふ

うには思います。 

 各校区に満遍なくというのが一番ベストと思
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いますので、そのあたりを、また徐々にです

ね、１年目、２年目というようなステップアッ

プの形が見れればなというふうに思うところで

す。 

 要望も含めまして、はい。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（古嶋津義君） 関連としてですが、こ

の防災士の受験資格といいますかね、その対

象、年齢制限とか。よその自治体を見れば、ち

ょっと若い人がいいという意見もあったようで

すが、その辺のところをちょっとお聞かせ願い

たいと思います。 

○総務企画部総務企画審議員（緒方 浩君） 古

嶋委員にお答えいたします。 

 済みません、私、２月に受けたときには、小

学生の方も受講されてたということがありまし

た。だから、年齢、高い方もいらっしゃれば、

低い方も、たしか年齢制限はなかったんじゃな

いかなというふうに記憶はしております。 

 ただ、試験がありますんでですね、ちょっと

専門的な試験もあったんですけども、そこは試

験を受けることで、実際に関心をいただけるの

かなというふうに思っております。 

 たしか試験資格というのは、多分なかったん

じゃないかなというふうに記憶しております。 

○委員（橋本隆一君） 今の、関連して、防災

士のことで申しわけないんですけど、先ほどお

伺いした消防団員さんがですね、２４５０名も

おられるということならば、せっかく消防団の

方がおられるわけですから、その団員さんにな

っていただくのが一番いいんじゃないかなと、

短絡的ですけど、思うんですが、そういった形

でＰＲなりですね、広報活動、そういったもの

も団員さんに、ちょっと呼びかけていただい

て、関心を持っていただければなあと、今思い

ました。要望としておかけしておきます。 

○委員長（前川祥子君） 要望でよろしいです

か。 

○委員（橋本隆一君） はい、要望でお願いし

ます。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４号・平成３１年度八代市一般会計予

算中、当委員会関係分については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 それでは、これより休憩といたします。３時

２５分より再開いたします。 

（午後３時１６分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２６分 開議） 

◎議案第３４号・平成３１年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

○委員長（前川祥子君） それでは、休憩前に

引き続き、総務委員会を再開いたします。 

 次に、議案第３４号・平成３１年度八代市一

般会計補正予算・第１号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務費

について、財務部より説明願います。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 財務部の佐藤で

ございます。よろしくお願いいたします。それ

では、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○財務部次長（佐藤圭太君） それでは、別冊

となっております、３月定例会議案書のほうを
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お願いいたします。 

 議案第３４号・平成３１年度（２０１９年

度）八代市一般会計補正予算・第１号でござい

ます。総務委員会付託分について御説明いたし

ます。 

 １７ページをお願いいたします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ５５億９７２０万円

を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６

１４億９２０万円といたしております。 

 第２条では継続費を、第３条では地方債の補

正をお願いしておりますが、内容につきまして

は、１９ページの表で説明いたします。 

 それでは、１９ページをお願いいたします。 

 第２表、継続費でございます。これは、新庁

舎建設に伴う工事費について、工事期間を２０

１９年度から２０２１年度までの３カ年を予定

しておりますことから、継続費を設定するもの

でございます。 

 款２・総務費、項１・総務管理費の新庁舎建

設事業で、総額を１３２億円とし、その年割額

を２０１９年度で５２億８０００万円、２０２

０年度で、同じく５２億８０００万円、２０２

１年度で２６億４０００万円と定めておりま

す。 

 次に、第３表、地方債補正でございますが、

これは、先ほども御説明いたしましたが、平成

３０年度一般会計補正予算・第１３号におい

て、国の第２次補正予算に伴い、平成３１年度

予定の事業を前倒しして予算計上を行った分に

ついて、内示額が減額となったため、１４号で

減額補正し、その減額分と同額を平成３１年度

一般会計補正予算・第１号に組み替えを行うた

め、増額するものでございます。 

 １の変更で、まず、道路整備事業で、補正前

の７億５８７０万円に１億７６０万円増額し、

８億６６３０万円に変更いたしております。 

 次に、災害復旧事業では、補正前の１億５７

０万円に５２億８０００万円を増額し、補正後

の額を５３億８５７０万に変更いたしておりま

す。 

 詳細は、２３ページから２４ページの歳入、

款２２・市債のところで説明いたします。な

お、起債の方法、利率、償還の方法につきまし

ては、補正前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明します。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 款１１、項１、目１、節１・地方交付税で２

３２７万７０００円を計上しておりますが、こ

れは、今回の補正予算の一般財源でございま

す。 

 次の款１５・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目４・土木費国庫補助金、節１・道路橋梁

県補助金では１億４０６４万４０００円を計上

いたしております。これも、先ほど、第３表、

地方債補正で説明しましたが、同じ理由で増額

するものでございます。 

 まず、道路ストック点検・修繕事業の４１０

０万円は、新開町古閑浜線外４路線の舗装工事

を行う道路維持事業に対して補助されるもので

ございます。 

 次の災害防除事業の３０１０万円は、合志野

・中鶴線外３路線の災害防除工事、及び朴の木

線外１路線の災害防除測量設計業務委託を行う

道路維持事業に対して補助されるものでござい

ます。 

 次の橋梁長寿命化修繕事業の５０９４万４０

００円は、中谷橋の橋梁維持補修工事や下大野

川２号橋外２橋の調査設計業務委託のほか、１

６７橋の道路点検業務委託に対して補助される

ものでございます。 

 次の東西アクセス線改良事業の１８６０万円

は、新牟田西牟田線の道路改良事業に対して補

助されるものでございます。 

 次に、目６・商工費国庫補助金、節１・商工

費補助金では４５６７万９０００円を計上して
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おります。これは、１０月からの消費税・地方

消費税率引き上げによる、低所得者や子育て世

帯の消費に与える影響を緩和するとともに、本

市における消費を喚起・下支えするために、低

所得者や子育て世帯向けのプレミアム付商品券

を発行し、販売を行うための準備経費に対して

全額補助されるものでございます。 

 次に、款２２、項１・市債、目６・土木債、

節１・道路橋梁債の１億７６０万円は、先ほど

国庫支出金でも説明しましたが、同じ理由によ

り、道路ストック点検・修繕事業外３つの事業

に係る市債で、起債対象事業費から国庫支出金

を差し引いた額の９０％を充当する地方道路等

整備事業債と９５％を充当する合併特例債でご

ざいます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 目９・災害復旧債、節１・その他公共・公用

施設災害復旧債の５２億８０００万円は、新庁

舎建設災害復旧事業に係る市債で、充当率１０

０％の災害復旧事業債でございます。 

 続きまして、歳出を説明いたします。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目１２・

市庁舎建設費で５２億８０５６万６０００円を

計上しております。これは、新庁舎建設事業に

伴います工事請負費のほか、建築工事の工場製

品、性能検査に要する旅費などでございます。 

 なお、第２表、継続費でも説明しましたが、

工事期間を２０１９年度から２０２１年度まで

を予定しており、本年度は、前払い金として全

体事業費の４０％相当を予算計上いたしており

ます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

○委員（村上光則君） ちょっとお尋ねしま

す。 

 ただいまの新庁舎の件で、継続費設定、２０

１９年度から２１年度までですね、これは、３

年間にわたって１３２億というふうになってお

りますけども、これは総工費ですかね。 

○理事兼新庁舎建設課長（松元真介君） 新庁

舎建設課の松元でございます。 

 今回の１３２億というのは、あくまで本体工

事費の分でございます。あと、外構とかです

ね、ほかの解体については、また別途やります

ので、それを全部ひっくるめて、以前公表しま

した１６２というところで、今予定をしている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（村上光則君） あと、外構費を入れて

１６２になるちゅうことですか。 

○理事兼新庁舎建設課長（松元真介君） は

い、そうでございます。 

○委員長（前川祥子君） ほかに、よろしいで

すか。 

○委員（村上光則君） もともとですね、私

は、１６２億という、この莫大な予算には反対

でありますが、市長も、なるべく安い費用にな

るように努力するというような話だったですけ

ども、こういうことになれば、余り変わらな

い、１６２億から下がらないちゅうことですよ

ね。 

 私もずっとこれまで言ってきましたけども、

他の自治体に比べてですね、なぜこんなに事業

費が莫大になるのか、わからないわけですよ。

これまでも、去年もこの委員会で名古屋のほう

に行って、人口が４０万人と、近くの人口のと

ころだったですけども、そこでさえも１０階建

てだったですかね、それで１００億もかからな

いぐらいの総工費だったですよね、建設費だっ

たです。 

 そういうことで、なぜ他の自治体と変わらな

いようにですね、できないものかなあというふ
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うに思うわけですが、私も、ずっとこれまで、

２回とも言ってきましたけども、一番は、ざっ

くり皆さん方に聞いてもらうとわかりますけど

も、今の庁舎予定の隣に総合病院が建っており

ますよね。あれでさえも１００億、設備費入れ

て１００億しかかかっていないということなん

ですよね。面積は１万９０００平米くらいだっ

たと思いますけども。その辺を考えれば、な

ぜ、この１６２億になるんだろうかなと。見た

ばっかり、市では、私はわかるような気がする

わけですね。一般の市民の皆さんは、ほとんど

そういうふうに言われるんですよ。それはもう

１６２億ちゅうのは、総合病院よりも大きなも

のを建てるような格好になるたいなあと。そこ

ら辺がですね、どうも、どこにそんなに予算が

要るのか、非常に理解に苦しんでおるところで

す。 

 そういうことで、この予算をどうにかして、

そういう、かからないようにですね、建設費を

おさめるちゅうか、建設費を少なくして、建設

に当たっていただきたいという、私の願いで

す。部長、どんなですか。建設費が高過ぎるち

ゅうこと。 

○財務部長（岩本博文君） 昨今の情勢、それ

から、近辺のですね、庁舎、応分の建設費ので

すね、平米単価とか見ますと、軒並み結構上が

ってきているような状況にあります。そういう

中でですね、私たちも大変苦労いたしまして、

平米単価５０万というようなところを維持する

ようなところでですね、それ以下に抑えるよう

な庁舎になるようにということで、いろいろ、

やはり建築サイドで努力をしていただいて、こ

の１３２億という金額におさまりました。 

 今後も、やはり財政全体を考えれば、そんな

にどんどんどんどん上昇というわけにもまいり

ませんので、ひとつ、今思ってます基本設計で

掲げておりますような金額の範囲内でおさまる

ようにですね、私たちも今後、どんどんまた努

力を進めていきたいというふうには思っており

ます。 

 以上です。 

○委員（村上光則君） どんなに考えてもです

ね、ほかの自治体と比べたら、法外な予算だと

いうふうに、私は思うんですよね。誰に話して

も、何でそぎゃんなっとっとというような話が

出るんですよ。 

 面積にしても、最初は１万９０００平米だっ

たですよね。それから２万６０００に、今はな

っとっとですけども、これから人口も減ってい

くんですけど、そんなに大きなものが要るんだ

ろうかと。人口は減っていきますよね。多くは

ならんと思います。その辺を考えたときに、や

っぱし、面積も削減していかんといかんと思い

ますけども、建設費なんかは、どう考えてもで

すね、ほかの自治体を調べても、莫大な高値

が、私は気になってならんわけですよ。 

 だから、どうにかして、本市にですね、合っ

た、これからの財政もですね、厳しくなるばか

りと思うとですよね。先ほども財政の話も出ま

したけども、恐らくこれからも、市の施設もで

すね、一般質問でも出ておりました。武道館も

つくらにゃんと、そういう話も出ておって、本

当につくらんばいかんとですよ。だから、そう

いうことも考えれば、やっぱし、この庁舎だけ

に予算をつけなくてもですね、やっぱし、ほか

の施設にも回すというような考え方を持ってい

かんと、恐らく後で後悔するというふうに思い

ますよ。もう岩本部長は、これで最後でです

ね、卒業されるとですけども、あと、残って仕

事をされる方は大変だと、私は思います。（委

員古嶋津義君「委員長、補正の５２億の話で

ね、その先は違う」と呼ぶ）そういうことで、

ひとつできるだけ縮小をよろしくお願いしたい

と思います。 

○委員長（前川祥子君） 今のは意見、要望と

いうことで、岩本部長のほうからも答弁ありま
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したように、はい、よろしいですね。 

 では、ほかにありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 予算の今回の提案の仕

方の部分が、私、よくわからんとですけども、

今まで予算を確保するというか、建設とかやっ

ていくときには、まず、債務負担行為である程

度の財源を確保されて、向こう何年間の財源を

確保されとったじゃないですか。その中で入札

行為を行って、入札した後に、継続費というよ

うな形で、年度割をされとったんじゃないかな

あというふうに、ちょっと思うとっとですけ

ど、ちょっと違うかもしれません、私の認識の

ところで、これはもう、環境センターの例をと

って、私、話をしてるつもりなんですけど。 

 今回債務負担行為は出さずに、いきなり継続

費という形で提案をされた、そこの運用の仕方

という部分は、なぜ今回継続費でいきなりとい

う形になったんでしょうか。 

○委員長（前川祥子君） 大倉委員、今のは新

庁舎建設に関しての継続費ということでよろし

いですか。 

○委員（大倉裕一君） そうです、そうです。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 通常ですね、複

数年契約をする場合は、債務負担行為の設定だ

ったり、継続費を設定するというのが通常の予

算の出し方なんですけども、通常ですね、建設

事業に関しては、環境センターもそうでした

し、継続費を設定するということがですね、一

番、財政課の中でも判断したんですけども、適

当であるということで、今回継続費を設定させ

ていただいたところです。 

○委員（大倉裕一君） 債務負担行為じゃあか

らんだったんですか。 

○財務部次長（佐藤圭太君） 手法としては、

できないことはございません。 

○委員（大倉裕一君） できないことはないけ

ど、継続費のほうが、今回は適当な手法だろう

ということで、一番ベター、（｢ベスト」と呼

ぶ者あり）ベスト、適当だろうということでさ

れたということで、ここは、はい、その手法と

いうことでは理解をしたいというふうに思いま

す。 

 それと、村上委員の質問の中でもあったんで

すけども、松元課長のほうから、本体の建設費

については１３２億円ということで、これは超

えないと、これ、確認ですよ。今回の５２億８

０００万ですかね、の提案の部分は４０％とい

うことで理解をしたいと思いますが、それで間

違いないですかね。 

○理事兼新庁舎建設課長（松元真介君） は

い、間違いございません。 

○委員（大倉裕一君） ただですね、済みませ

ん、当初基本設計を１１２億円、１万９０００

平米であったですよね。それから、７０００平

米追加をしたいと、で、２万６０００平米にな

りました。平米単価が５０万なので、１３０億

円というようなお話が、一般質問でも、特別委

員会の中でも報告といいますか、説明があって

いると思います。 

 ただ、この数字をですね、面積に単価を掛け

て、追加になった７０００平米に、平米単価５

０万円を掛けると３５億円になりますよね。５

０億追加するということでしたので、５０から

３５を引いた残りの１５億が、外構とか、解体

費用とか、設計費という形になっとですけど、

もともとの基本設計の１１２億と３５億、７０

００平米プラスになった３５を足すと、１４７

億円という数字になるんですよね。１３２億円

の今回提案ということですけども、提案の金額

は１５億円足りんとですよ。 

 本体の追加は、本体側は、上はですね、３０

００平米でしょう。１５億円、平米単価掛けれ

ば、３、５、１５で１５億円。１１２億円と１

５億円で１２７という、ある程度の近い数字が

出るんですけど、多分数字だけを並べても、ち

ょっとわからんとかなと思うとですけど、結局
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地上の延べ床面積を３０００広げられた。地下

に４０００広げられて、その結果、３５億円ふ

やすわけですよね。ほかの事業費も１５億円ふ

やしたと。結果が５０億円で、地下の部分だけ

見ると、４０００平米見て、その単価が、平米

が、単価が５０万ですので、２０億円分が、そ

こに追加になってるじゃないですか。 

○委員長（前川祥子君） ちょっと小会しま

す。 

（午後３時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０７分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

○委員（大倉裕一君） 地下の４０００平米ふ

やしたという部分のですね、そこにかかわる工

事費が、数字上は見えなくなっているというと

ころを伝えたかったんですけど、なかなか伝わ

りませんので、また継続してですね、この委員

会とは別に、ちょっとお話をさせていただきた

いというふうに思います。 

 あと、ほかの質問でいいですか。 

○委員長（前川祥子君） はい、どうぞ。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、浸水対策

なんですけど、今、ＧＬ――ＴＰというふうに

も言われますけど、それ、２.７５で設定して

あっとですかね。そこを、まず。 

○委員長（前川祥子君） その点に関してはで

すね、今回は予算審査ですので、その部分は、

質問は……。 

○委員（大倉裕一君） そこから関係があるん

ですけど。 

○委員長（前川祥子君） この予算審査にです

か。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（前川祥子君） 関係ありますか。 

○委員（大倉裕一君） はい。最後まで聞いて

いただければ。 

 では、全部しゃべっていきますよ、委員長が

そうおっしゃるんであれば。 

○委員長（前川祥子君） はい、どうぞ。 

○委員（大倉裕一君） 図面を、この前引き下

げられましたけど、たしか２.７５だったとい

うふうに判断をしています。 

 国交省が洪水とか、球磨川の決壊のハザード

マップば出してますよね。市役所の水位のとこ

ろ、市役所の冠水状況のところを見られてると

思うんですけど、職員さんたち、八代市役所、

つかるんですよね、１２時間。その認識がおあ

りであるのかどうかと、その認識があっても、

この地下にわざわざ４０００平米をされるの

か。私は、この４０００平米、地下に持ってい

くべきではないというふうに思うんですけど、

その点についてお尋ねをします。 

○委員長（前川祥子君） 工事費に関係あると

いうことですので、この中身で御説明できれ

ば。 

○新庁舎建設課長補佐兼新庁舎建設係長（豊田

浩市郎君） ただいま大倉委員の御質問ですけ

ど、確かに、球磨川の決壊の水位ではつかると

は認識してます。その中で、ただ浸水高という

のは、５０センチ未満ということで、回りのＧ

Ｌよりも１メーター高く設計します。 

 確かに、地下にも、じゃあ、入らないかとい

うと、当然地下はＧＬの下なんで、流れ込む可

能性はあるんですけど、流れ込む可能性の考え

方としては、――済みません、ちょっと間違え

ました。球磨川が決壊してつかる高さは５０セ

ンチですよね。５０センチですから、１メータ

ー上げたことによって大丈夫だと思います。 

 あと一つ考えられるのは、大雨のときです

ね、大雨のときは、当然降りますから、地下に

流れ込むことは十分考えられますんで、そこに

ついては、ちゃんと対策とってまして、地下の

床の下にピットを設けまして、そこに全部水を

ためます。ためることによって、地下がつかる

ようなことはないと、一応考えております。 
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 あと、さらに防潮板とか、防水シャッターと

かですね、そういう対策をとりつつ、大丈夫な

ように設計していきたいと思います。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 大丈夫っておっしゃっ

たですけど、つかるとはつかるとですよね。

０.５から３メーターの範囲が、ハザードマッ

プで表示してあるわけですよね。あえて、そう

いうところに地下空間を使って、しかも防災機

能を付与しますっていうような話には、私はな

らないというふうに思います。 

 それから、先ほど部長にずっと、財政の面と

かですね、公債費と市債の関係もお話をしてい

きました。ですけども、財政計画にうたってい

るようにということでもおっしゃったんですけ

ど、財政計画を見てみても、市債は７８億の資

料しかないんですよ。２７年の３月に、中期財

政計画を出されて、２９にもあるんですかね。

（｢２９年３月に、はい、御報告した分がござ

います」と呼ぶ者あり）そこは、２９があると

いうことですけど、市債の中身とか、これから

借金、起債を起こしてやっていく分とか、今回

の歳入も見とっても、財政計画が崩れてるんで

すよね。財政計画と今回の、やっぱり庁舎建設

の予算の提出というのは、私は、セットになる

べきだというふうに思います。そうなからん

ば、これからの予算ばですよ、起債ば起こして

大丈夫ですよとかいうふうな判断にならんと思

うとですよ。そこが、私たちの判断の材料にな

って、私は、その判断が、判断ちいいますか、

財政計画が、やっぱり一つの指標ですもん。 

 そして、きょうも資料がですよ、ただ、補正

予算の概要があるばっかりで、１３２億にどう

いう積み上げをしたのかという資料も、全くな

いじゃないですか。基本設計が決まりました、

そのときには、本体工事、電気工事、空調、何

かそういった分野に分けての金額が入っとる資

料をですね、出された。けど、それよりも精度

を上げた実施設計で、何でそういう資料が、こ

の場に出てこないんですか。おかしいですよ

ね。この案件を通そうという誠意が、私には伝

わってこない。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 財政計画に

ついてお答えさせていただきます。 

 平成２９年の３月に、総務委員会のほうに報

告させていただいた財政計画上はですね、新庁

舎のほうは、総額１６２億で算入しておりまし

て、その事業費の枠は、財政計画上も沿った形

になっておりますので、今のところ見直しをし

ていないという状況でございます。 

○委員（大倉裕一君） そこは、私の認識不足

で、訂正をしたいと思います。２９年度にされ

てるということなんですけど、だけど、市債が

物すごく、今回も６０億ぐらいふえましたよ

ね。本年度の、３１年度の後の予定でも、６０

億ぐらいふえて、７００億を超えているような

状況が、こういう状況になってるのに、財政と

しては大丈夫ですよっていうのは、やはり財政

計画だと思うんですよ。だけど、その資料が、

状況、状況に応じて見直しをされたものが出て

こないというのは、財政計画ってどうでもいい

話なのかなというふうにしかとれないじゃない

ですか。私としては、財政計画に沿って運営を

されているんだろうと思ってても、そこが、同

じ立ち位置にならなければ、今回の庁舎建設に

対する理解ができないですよね。 

○財務部長（岩本博文君） 財政計画は、今課

長も言いましたように、１３２というような、

もともとですね、想定していた、――１６２、

総額１６２というところで立ててますので、基

本的なところでは変わりはないというような認

識で、今おります。先ほどの答弁したような内

容になってます。 

 あと、今回の資料で、庁舎、１３２の内訳も

出てないじゃないかということなんですけれど

も、そこはですね、おっしゃいますとおり、建
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築が幾ら、電気、管幾ら、設備幾らというの

は、ちゃんと下にございます。ただ、今回出さ

なかったのは、これがもう、発注を控えており

ますので、一般的には、そこまでは外には出さ

ないというようなですね、私たちの、ちょっと

思いもありますもんですから、総額でとどめて

いたというところで理解していただきたいと思

います。 

 いろいろ入札とかに、その金額が表に出てい

くと、ちょっと差しさわりがあるというような

ところも懸念しましたもんですから、出しては

おりません。 

○委員（大倉裕一君） 私たちが、それを言わ

なければですね、そのことの答えが返ってこな

いというのも、非常に理解ができないですよ。

自分たちさえ知っていればいいとか、自分たち

の庁舎をつくられるわけじゃないんですよね。

もちろん業務は職員さんたちがされるんですけ

ど、市民の財産を築いていくわけですから、出

し方というのが、やはり情報の共有化をしなが

ら出していく。ここは出せるけど、ここはとめ

てくださいねというような運用もある話だと。 

 私たちもこれを理解といいますか、採択する

ためには、責任ば負うわけですよね。この場に

かかわるわけですから。 

○委員長（前川祥子君） 大倉委員、よろしい

ですか。今の大倉委員の１３２億の内訳がない

という質問に対しての岩本部長の答弁が、発注

を控えているのに、この点は出させなかったと

いうようなお答えでしたが、それに対しては御

理解はいただけますか。 

○委員（大倉裕一君） もう少し説明を求めた

いですね。なぜ発注が控えているから、そこの

数字が積めない、積んだ部分を出せないのかと

いう。 

○委員長（前川祥子君） 発注を控えていると

いうことにおいてでも、意味がわからないとお

っしゃりますか。 

○委員（大倉裕一君） はい。まずは、その積

算を出すべきだと思います。 

○委員長（前川祥子君） 内訳の。 

○委員（大倉裕一君） はい、１３２億。 

○委員長（前川祥子君） 入札前ですよ。 

○委員（大倉裕一君） そんなら、何もかんも

でけんて。 

○委員長（前川祥子君） いや、出すというこ

と自体がですよ。（｢出し方があるんですよ」

と呼ぶ者あり） 

○委員（大倉裕一君） 出すちゅうこと自体が

ですよ。（｢わからんでもよかちゅうことです

な」と呼ぶ者あり）   の中で、はい、はい

って認めなっせという話。 

○財務部長（岩本博文君） 発注もですね、い

ろいろ発注の仕方がありまして、その出し方に

よって、いろいろまた、誤解を招いたりとかで

すね、する可能性もなきにしもあらずですの

で、やはり総額で、今のところはですね、出す

しかないというように、私は思ってます。 

 これを細かく出してしまいますと、後々、ち

ょっと影響も考えられますので、行政、執行部

側としては、あくまでもこの総額でしかお示し

できないというようなところで、ぜひとも、今

の時点では御理解いただければと思います。 

○委員（古嶋津義君） 先ほど、大倉議員の発

言の中で、   という差別発言がありました

ので、訂正をお願いします。 

○委員（大倉裕一君） 不適切な発言がありま

したので、訂正します。 

○委員長（前川祥子君） それでは、意見は出

尽くしましたでしょうか。大倉委員、よろしい

ですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（前川祥子君） ほかには、じゃあ、

ありませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上で質
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疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（大倉裕一君） 今回、継続費の設定と

いうことで、市庁舎本体に１３２億ということ

での説明、提案があったわけですけれども、今

回出された資料、内容では、私は理解をするこ

とができませんでしたので、今回については、

反対をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３４号・平成３１年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手多数と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午後４時２３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時２７分 本会） 

◎議案第１１号・平成３１年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１１号・平成３１年度八代市ケ

ーブルテレビ事業特別会計予算を議題とし、説

明を求めます。 

○総務企画部長（増住眞也君） それでは、平

成３１年度八代市ケーブルテレビ事業特別会計

予算の総括をさせていただきます。それでは、

座りまして、説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○総務企画部長（増住眞也君） 本市のケーブ

ルテレビ事業は、坂本、東陽、泉地域における

テレビの難視聴対策及び地域間の情報格差是正

を目的に、平成１６年度から平成１８年度にか

けて順次整備を行い、平成３１年度でサービス

開始から１６年目を迎えます。 

 本事業の運営につきましては、平成２８年度

から指定管理者制度へ移行しており、さらに、

平成３１年度から３年間における指定管理者委

託の議決について、さきの１２月議会で御承認

をいただき、引き続き、テレビ八代株式会社に

よる運営を行うこととしています。 

 しかしながら、本事業における大きな課題

は、施設設備や伝送路が老朽化しており、設備

の更新時期を迎えていること、また昨今のイン

ターネットサービスの超高速化、大容量化への

対応がおくれていることなどが挙げられます。 

 このような中、本３月議会に、市内全域にお

ける光ブロードバンド通信網の整備関連予算が

計上され、承認をいただければ、４年後には、

ケーブルテレビ事業を提供している山間地域に

おいても、民間による高速なインターネットサ

ービスが開始されることとなります。 

 このようなことを踏まえ、今後、本事業にお

けるインターネットサービスのあり方や、老朽

化したケーブルテレビ設備の更新について、民

間サービスへの移行なども念頭に入れながら、

ケーブルテレビを利用されている山間地域の皆

様にとっても、ベストな方法を検討してまいり

たいというふうに考えております。 

 以上を総括とし、詳細については、担当課長

より説明いたさせます。よろしくお願いしま

す。 

○情報政策課長（早木浩二君） 情報政策課、

早木でございます。 

 ただいま総務企画部長のほうから、総括の説

明をいたしましたので、私のほうからは、詳細

を説明を申し上げます。よろしくお願いいたし

ます。失礼して、着座にて説明させていただき

ます。 
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○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○情報政策課長（早木浩二君） それでは、議

案第１１号・平成３１年度八代市ケーブルテレ

ビ事業特別会計予算につきまして御説明をいた

します。 

 平成３１年度（２０１９年度）八代市特別会

計予算書の１６１ページをお願いをいたしま

す。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出

それぞれ２２６６万６０００円と定めておりま

す。詳細につきまして、歳入から順次御説明さ

せていただきます。 

 １６６ページをお願いいたします。 

 款１・分担金及び負担金、項１、目１・分担

金７万３０００円は、平成２３年度に新規にケ

ーブルテレビを引かれました事業所１件分でご

ざいます。 

 次に、款２・使用料及び手数料、項１、目１

・使用料、節１・ケーブルテレビ利用料１４万

１０００円と、節２・インターネット使用料５

万７０００円は、いずれも過年度分の使用料で

ございます。 

 １６７ページをお願いをいたします。 

 項２、目１・手数料４０００円は、督促手数

料でございます。 

 次に、款３・財産収入、項１・財産運用収入

６８万７０００円は、携帯電話事業者に対し

て、移動通信鉄塔、つまり携帯電話基地局用の

伝送路の一部を貸し付けるものでございます。 

 款４・繰入金、項１、目１・一般会計繰入金

は２１７０万円で、昨年度より２６６３万２０

００円の減額となっております。 

 引き続き、歳出について御説明をいたしま

す。 

 １６９ページをお願いをいたします。 

 款１、項１・ケーブルテレビ事業費、目１・

一般管理費２２万３０００円は、ケーブルテレ

ビ管理運営審議会及び放送番組審議会の開催経

費等でございます。 

 次の目２・施設維持管理費、節１１・需用費

６００万は、設備機器及び伝送路の修繕費でご

ざいまして、節１３・委託料の４８２万７００

０円は、平成３１年度から３年間、指定管理委

託を行いますテレビ八代株式会社への指定管理

委託料、３１年度分でございます。 

 続きまして、款２、項１・公債費の目１・元

金１１５２万円と、目２・利子は、平成２６年

度インターネット通信関連機器の更新に係る施

設整備事業債、及び平成２７年度台風１５号に

伴います災害復旧事業債の償還に係るものでご

ざいます。平成３０年度と比較をいたしまし

て、元金と利子を合わせて２８１７万５０００

円の減額となっておりますが、これは、坂本セ

ンターの平成１８年度事業に係る過疎対策事業

債が、平成３０年度をもって償還が完了したも

のによるものでございます。 

 これによりまして、ケーブルテレビが開局い

たしました当初に借り受けをいたしました起債

は、全て償還が終了したということになりま

す。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いを申し上げます。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１号・平成３１年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 
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○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのため、小会いたします。 

（午後４時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３６分 本会） 

◎議案第１７号・財産の貸付けについて 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 それでは、議案第１７号・財産の貸付けにつ

いてを議題とし、説明を求めます。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財政課の

尾﨑でございます。よろしくお願いいたしま

す。着座にて、説明させていただきたいと思い

ます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 別冊の議案

書の１ページをお開きください。 

 議案第１７号・財産の貸付けについて御説明

いたします。 

 本市では、平成２４年９月策定の未利用等の

市有資産の活用方針、及び平成２９年３月策定

の公共施設等総合管理計画の基本方針に基づ

き、廃校跡地などの市有資産の有効活用による

歳入確保及び歳出抑制を図るとともに、地域活

性化の一助となるよう、積極的な活用を図るこ

ととしております。 

 そこで、平成２６年３月に閉校した旧泉第三

小学校を、平成３０年８月に募集しましたとこ

ろ、１社から御応募がございました。そこで、

１０月に利用候補者選定委員会を開催し、応募

者からの事業計画や貸し付け条件、貸し付け期

間などの提示に基づき審査を行い、利用候補者

として決定したところでございます。 

 この利用候補者が予定している事業の開設に

当たりましては、施設の改修等に多額の初期費

用が必要であり、また長期的な貸し付け事業で

あることから、安定的な経営とするために、利

用候補者から提案された貸し付け金額が、本市

で定めている額より低い額であったことから、

財産を減額して貸し付けるには、地方自治法第

９６条第１項第６号の規定により議会の議決を

経る必要がございます。 

 そこで、今回の貸し付けにつきましては、議

案書の１番目、土地及び建物の所在地は、八代

市泉町柿迫４１６３番地でございます。 

 ２番目、土地及び建物の規模は、土地の地積

２６９９平方メートル、建物の総面積１０３１

平方メートルでございます。 

 ３番目、契約の相手方は、八代市田中町５７

３番地の８、株式会社福祉サービス熊本、代表

取締役山野誠一さんでございます。 

 ４番目、貸し付け期間は、平成３１年４月１

日から平成４１年、西暦で２０２９年の３月３

１日までとなっております。 

 ５点目、貸し付け料は、平成３１年４月１日

から３年間は無償、４年目以降は、月額１０万

円となっております。 

 提案理由は、先ほども申しましたが、財産を

減額して貸し付けるため、議会の議決を要する

ものでございます。 

 次に、先ほど、事前にお配りしております資

料２はございますでしょうか。旧泉第三小学校

土地建物賃貸借契約については、お手元ござい

ますか。（｢はい」と呼ぶ者あり）そちらに沿

って説明させていただきます。なお、先ほどの

議案書と一部重複部分がありますので、その部

分は割愛させていただきます。 

 １点目の貸し付け概要の（２）貸し付け先の

②法人の設立年月日は、平成１５年１１月７日

でございます。 

 ③業種は、市内を中心に、介護等の福祉事業

をされております。 

 （３）今回の旧泉第三小学校の利用目的は、

障害者就労支援Ａ型事業所開設、及び障害者グ
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ループホーム開所、特産品加工直売所などを計

画されております。 

 ２の経過・現状は、冒頭にも申しましたが、

平成３０年８月に募集し、選定後、１月２５日

に土地建物賃貸借仮契約書を取り交わしており

ます。 

 ３の議会の議決が必要となる理由ですが、募

集時は、貸し付け価格を月額３０万４２００円

と設定しておりましたが、施設を利用するに当

たり、高額な初期費用がかかることや長期的な

貸し付け事業であり、安定的な経営となるよう

に配慮が必要であることなどを考慮し、利用候

補者が提案している貸し付け価格に減額するこ

ととなったものでございます。 

 続きまして、議案書の３枚目のほうにつづっ

ております資料１はございますでしょうか、に

ついて説明させていただきます。 

 １番目の貸し付け先の概要で、４行目になっ

ておりますが、株式会社福祉サービス熊本の従

業員数は、正社員が５７名、パートが７名との

ことでございます。 

 次に、２の事業概要では、今回の障害者就労

支援Ａ型事業所開設等に当たり、施設の管理方

法、管理体制につきましては、施設の従業員を

地元から採用予定とし、責任者が常駐し、２４

時間体制での管理運営を行う予定とのことでご

ざいます。 

 また、事業概要と地域貢献のうち、まず、事

業概要につきましては、１階部分には、県に事

業所設置の許可申請をしている就労支援Ａ型事

業所を開設するとのことでございます。 

 また、２階部分には、障害者グループホーム

を設置して、障害者の方々が自立した生活がで

きる基盤づくりの場所とするとのことでござい

ます。 

 １階部分の就労支援事業所では、泉地域の特

産農産物の生産・加工などを行う予定とのこと

でございます。生産につきましては、泉地域の

遊休農地等を利用して、地域の農業経験者の指

導のもと、ユズ、大豆などの作付、生産を行う

予定であり、事業開始に向け、ＪＡ等と協議中

とのことでございます。 

 また、加工につきましては、泉地域の農産物

加工を就労支援事業所内で行い、漬物などへの

加工を行うため、地元住民や製品加工業者と協

議中とのことでございます。 

 さらには、グループホーム入所者や、地域住

民と事業所利用者との交流事業などを予定して

おられます。 

 次に、３階部分には、八代農業高校泉分校の

寄宿舎設置を考えておられ、学校、地域との連

携を図り、許認可等の手続を行っていくとのこ

とでございます。 

 そして、過疎化、高齢化が進行する泉地域の

働く場所の提供を行い、就労支援事業所、特産

品加工場が、特産品の流通促進を図る場所とな

ることで、地域活性化に貢献できる事業所を目

指しておられます。 

 続きまして、地域貢献でございますが、地域

特産となる農産物の生産・加工・販売のお手伝

いと、地域のまちおこしや行事等に積極的に参

加して、若年層や障害者を地域に呼び込み、地

域の中で施設利用者が自立した生活を送れるよ

うに地域住民とともに支援するとのことでござ

います。 

 以上のことから、未利用の市有資産を有効活

用するとともに、利用候補者は、地域活性化に

貢献できる事業所を目指しておられますことか

ら、貸し付けるべきと考えております。 

 現状では、旧泉第三小学校の維持管理費は、

廃校のままであっても年間１００万円程度かか

りますことから、貸し付けることで、経費の抑

制になり、３年間は無償であっても、４年目か

らは賃借料月額１０万円となることから、福祉

サービス熊本と賃貸借契約したいというふうに

考えております。 
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 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（古嶋津義君） 福祉サービス熊本がお

借りになるということでありますが、改修工事

については、どれくらいかかるんですか。もち

ろん、この福祉サービスがお金は負担されるん

でしょう、その１点と、もう１点はですね、八

代農業高校の泉分校の寄宿舎設置を考えられて

いると。寄宿舎というのは有料になっとっでし

ょうか。 

○財政課副主幹兼公有財産運用推進係長（上村

勝一君） 改修工事のほうはですね、申し込み

時のときに、大体２５００万と、２年目が５０

０万、改修費用のほう、かけられるということ

で、計画の中では出されております。合わせて

３０００万になりますですね。 

 八代農業高校の寄宿舎というところになりま

すと、一応３階部分、今、泉のほうでもです

ね、別の個人さんのほうで寄宿のほうをされて

おられるわけなんですが、一応３階に予定され

ている寄宿舎としては、許認可のほうが必要に

なるんですが、６名のほうで、３階の部分を使

って、６名までの定員として寄宿舎のほうを考

えて、計画しておられます。 

 以上です。 

○委員（古嶋津義君） 有料か。 

○財政課副主幹兼公有財産運用推進係長（上村

勝一君） 食事費あたりもですね、ちょっと安

く、格安で設定されて、有料という形で寄宿舎

のほうを経営していきたいと。経営自体もです

ね、地元の方がされるのであれば、地元のほう

にもお任せしたいということで、貸し付け先の

ほうはお話ししておられました。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。ほ

かにありませんか。 

○委員（大倉裕一君） １点、済みません、お

尋ねします。契約が切れて、仮に、この施設を

使わないですよという形になった場合、修繕を

された部分というのは、原形復旧というような

形で、貸し付け契約になっとっとでしょうか。 

○財政課副主幹兼公有財産運用推進係長（上村

勝一君） 今、締結ちゅうかですね、仮契約と

いうことで、契約書のほう交わしております

が、そこは、甲乙、双方の改修されたままで

も、原状復帰されないままでも、返していただ

けるか、市と貸し付け先のほうとの話し合い

で、そのままの形で返していただくこともあり

得ると、基本はそぎゃん形になるかなという形

で思っとります。 

 以上です。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。ほ

かにありませんか。 

○委員（村川清則君） この会社、現在従業員

数が、現在が正社員５７名、パート７名です

か。（｢はい」と呼ぶ者あり）じゃあ、施設の

従業員を地元から採用予定、これは何名ぐら

い。 

○財政課副主幹兼公有財産運用推進係長（上村

勝一君） Ａ型事業所と、１階のほうがＡ型事

業所、そして、２階のほうがグループホームと

いうことになっておりますが、Ａ型支援事業所

就労の関係でいいますと、特産品の加工場とい

うことで、農産物の生産、加工あたりも考えて

おります。その関係上、先ほど課長のほうの説

明のほうの中にもあったかと思いますが、泉地

域の遊休農地を使って、作物を就労支援に来ら

れた方たちが、作物をふやしてされるやつを、

地元の方たちの手をかりまして、指導員さん的

な形で、指導員として契約してからですね、手

伝っていただくような形でしたいということで

おっしゃっておりました。 

 以上です。 
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○理事兼財政課長（尾﨑行雄君） 補足しま

す。 

 従業員は、大体七、八名程度を考えていると

いうことです。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１７号・財産の貸付けについては、可

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

                              

◎議案第１９号・八代市部設置条例の一部改正

について 

○委員長（前川祥子君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 それでは、議案第１９号・八代市部設置条例

の一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 皆さん、改

めて、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）お世話になります。人事課の白川でござ

います。よろしくお願いいたします。では、座

って御説明をさせていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 議案第１９

号の八代市部設置条例の一部改正について御説

明をいたします。 

 議案書は７ページからになります。なお、説

明につきましては、右肩に、議案第１９号関係

資料とあります新旧対照表により行わせていた

だきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 今回の改正の理由でございますが、八代市環

境センターの建設事業の終了に伴いまして、所

要の改正を行うものでございます。 

 新旧対照表をごらんください。 

 今回改正いたします条例第２条は、市長公室

及び各部の事務分掌を定めたものでございま

す。 

 このうち、第４号は、市民環境部の事務分掌

を規定しておりまして、環境センターにつきま

しては、今年度で緑地エリア整備工事も完了

し、建設事業が終了いたしますことから、片仮

名のキにあります、環境センターの建設に関す

ることを削除するというものでございます。 

 なお、施行日は、平成３１年４月１日といた

しております。 

 説明は以上です。御審議のほどどうぞよろし

くお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１９号・八代市部設置条例の一部改正

については、原案のとおり決するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第２０号・八代市職員の勤務時間、休暇
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等に関する条例の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第２０号

・八代市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○理事兼人事課長（白川健次君） それでは、

引き続きよろしくお願いいたします。座って説

明をさせていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 議案第２０

号の八代市職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部改正について御説明いたします。 

 議案書は９ページからになります。なお、説

明につきましては、右肩に、議案第２０号関係

資料とあります、八代市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部改正についてという資料

に基づいて行わせていただきますので、どうぞ

よろしくお願いをいたします。 

 まず、１の改正の概要でございますが、長時

間労働の是正のための措置として、民間労働法

制において、働き方改革を推進するための関係

法律の整備に関する法律によりまして、時間外

勤務の上限規制等が導入されることを受けまし

て、国家公務員におきましても同様の措置を講

じるよう人事院規則の改正が行われておりま

す。そのため、本市におきましても、国に準じ

て、職員に時間外勤務命令を行うことができる

上限時間等を規則で定めるよう、本条例の改正

を行うというものでございます。 

 条例の改正につきましては、議案書の１０ペ

ージを見ていただきますとわかりますように、

前項に規定するもののほか、正規の勤務時間以

外の時間における勤務、いわゆる時間外勤務に

関しまして、必要な事項は、規則で定めるとい

うものでございます。そのため、実際に規則で

定める内容について、今回は御説明をさせてい

ただきたいと思います。 

 ２の規則で定める上限時間等の内容のところ

をごらんください。 

 まず、（１）の原則の上限時間は、１カ月で

４５時間以下、１年では３６０時間以下という

ことになります。 

 また、（２）の他律的な業務の比重の高い部

署の上限時間等は、１カ月で１００時間未満、

１年では７２０時間以下、２カ月から６カ月の

いずれの期間においても、その平均が８０時間

以下、また、月４５時間を超える月数は、年６

カ月までということになります。 

 この他律的な業務とは、下のほうに米印をつ

けているところ、そこをごらんいただきたいと

思いますが、本市におきましては、予算編成

や、人事・企画等の内部調整、本庁の福祉や税

の賦課等を行う住民窓口関連、イベントの運営

等、その業務の量や実施時期、その他の業務の

遂行に関する事項をみずから決定することが困

難な業務を想定いたしております。 

 ただし、（３）の上限時間の特例といたしま

して、大規模災害への対処など、重要かつ緊急

に処理することが必要な業務に従事する職員に

つきましては、これらの上限時間を超えて時間

外勤務を命じることができるとしております。 

 また、この場合には、上限時間を超えた部分

の時間外勤務を必要最小限のものとするといた

しますとともに、その要因の整理、分析・検証

を行うということとしております。 

 なお、施行日は、平成３１年４月１日といた

しております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどどう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 
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○委員（大倉裕一君） 条例の改正については

賛同するものなんですけれども、この規則で定

める上限時間の中身の部分ですね、この数字に

近づいてきたときの、その職場の上司というん

でしょうか、は、やはりそれなりの配慮といい

ますかね、健康管理、そのあたりはしっかりと

行っていただくように、人事担当からも周知の

ほうですね、指導のほうをお願いしておきたい

というふうに思います。（｢はい」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２０号・八代市職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部改正については、原案の

とおりに決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第２１号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第２１号

・八代市一般職の職員の給与に関する条例の一

部改正についてを議題とし、説明を求めます。 

○理事兼人事課長（白川健次君） それでは、

引き続きよろしくお願いいたします。座って説

明をさせていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 議案第２１

号の八代市一般職の職員の給与に関する条例の

一部改正について御説明をいたします。 

 議案書は１１ページからということになりま

す。なお、説明につきましては、右肩に、議案

第２１号関係資料とあります、八代市一般職の

職員の給与に関する条例の一部改正という資料

を使って行いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 まず、１の改正の趣旨でございます。勤務１

時間当たりの給与額の算出の際に用います祝日

等の日数を、これまでの固定した日数から、実

日数となるように、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

 ２の改正の内容をごらんください。今回改正

いたします、条例第３５条は、時間外勤務手当

等の計算の際に用います、勤務１時間当たりの

給与額の算出方法について定めているものでご

ざいます。 

 表の上段をごらんください。 

 現行では、１時間当たりの給与額の算出方法

につきまして、給与の月額に１２月を乗じて得

た給料の年額を、１週間当たりの勤務時間に、

１年間であります５２週を掛けた、乗じたもの

から、１日当たりの勤務時間に１８日を乗じた

ものを引いた、減じたもので除して得た額とい

たしております。つまり、１時間当たりの給与

額は、給料の年額を祝日等の日数としての１８

日分の勤務時間を除いた１年間の勤務時間で割

って求めておりました。この１８日という日数

は、熊本県が過去１０年間の祝日等の日数の最

大値から算出いたしまして、労働基準監督署に

確認されたものを参考にさせていただいており

ました。 

 下のほうの祝日等の日数の推移という表をご

らんください。 

 この表を見ていただきますとわかりますよう

に、本年度までは、祝日等の日数が１８日以下

でありました。しかし、来年度、平成３１年度

は、天皇の即位に伴いまして、４月末から５月

上旬にかけまして１０連休となることなどか

ら、祝日等の日数が２２日となります。そのた

め、中ほどの表に戻っていただきたいと思いま

すが、この表の上段の現行のように、１８日の
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固定日数のままだと、１年間の労働時間数が実

際よりも多くなり、その結果として、１時間当

たりの給与額が、実際より下回ることとなるた

め、労働条件の最低基準を定めました労働基準

法等に抵触するおそれも出てくるというもので

ございます。 

 そのため、表の下段の改正案にありますよう

に、これまでの１８日という固定した日数か

ら、祝日等の実日数となるよう、所要の改正を

行うものでございます。 

 なお、３の施行日でございますが、平成３１

年４月１日といたしております。 

 説明は以上です。御審議のほどどうぞよろし

くお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２１号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例の一部改正については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第２２号・八代市職員の自己啓発等休業

に関する条例の一部改正について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第２２号

・八代市職員の自己啓発等休業に関する条例の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○理事兼人事課長（白川健次君） それでは、

引き続きよろしくお願いいたします。座って説

明をさせていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 議案第２２

号の八代市職員の自己啓発等休業に関する条例

の一部改正について御説明をいたします。 

 議案書は１３ページからになります。なお、

説明につきましては、右肩に、議案第２２号関

係資料とあります、新旧対照表により行わせて

いただきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 提案の理由でございますが、学校教育法の一

部改正に伴いまして、本条例において所要の改

正を行う必要があるというものでございます。 

 新旧対照表をごらんください。 

 本条例は、大学等の課程の履修または国際貢

献活動のための休業であります自己啓発等休業

に関し、必要な事項を定めたものでございま

す。 

 そのうち、今回改正をいたします条例第４条

第２号は、地方公務員法第２６条の５第１項の

規定によりまして、条例で定めることとされま

した、自己啓発等休業の対象となる教育施設の

うち、学校以外の教育施設で、大学または大学

院に相当する教育を行うと認められる過程を置

く教育施設について定めているものでございま

す。 

 今回の改正内容は、学校教育法が改正されま

して、新たに専門職大学及び専門職短期大学の

制度が新設されたことに伴いまして、これまで

引用していた部分について項ずれが生じました

ことから、必要な改正を行うものでございまし

て、具体的には、これまで学校教育法の１０４

条第４項第２号を引用していたものを、第１０

４条第７項第２号に改めるというものでござい

ます。 

 なお、施行日は、改正法が施行されます平成
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３１年４月１日といたしております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどどう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２２号・八代市職員の自己啓発等休業

に関する条例の一部改正については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第３１号・八代市病院事業の廃止に伴う

関係条例の整理に関する条例の制定について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第３１号

・八代市病院事業の廃止に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定についてを議題とし、説明

を求めます。 

○理事兼人事課長（白川健次君） それでは、

私のほうからは、最後の説明となります。どう

ぞよろしくお願いいたします。それでは、座っ

て説明をさせていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○理事兼人事課長（白川健次君） 議案第３１

号の八代市病院事業の廃止に伴う関係条例の整

理に関する条例の制定について御説明をいたし

ます。 

 議案書は４３ページからになります。なお、

説明につきましては、右肩に、議案第３１号関

係とあります新旧対照表を用いて行わせていた

だきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いをいたします。 

 今回の提案の理由でございますが、八代市病

院事業の廃止に伴いまして、関連する条例の一

部改正を行う必要が生じたものでございます。 

 一部改正を行います条例は、八代市職員の定

年等に関する条例、八代市一般職の職員の給与

に関する条例、八代市職員の特殊勤務手当支給

条例、及び八代市国民健康保険条例の、この４

つの条例でございます。 

 新旧対照表の１ページをごらんください。 

 主な改正内容について御説明いたしますと、

まず、第１条は、八代市職員の定年等に関する

条例の一部を改正するもので、職員の定年の年

齢を定めた条文から、八代市立病院の文言を削

るというものでございます。 

 また、その下から４ページまでの、第２条関

係は、八代市一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改正するもので、３つの医療職給料表

のうち、市立病院に勤務する薬剤師、栄養士、

臨床検査技師及び診療放射線技師に適用いたし

ます医療職給料表と、看護師及び准看護師に適

用いたします医療職給料表を削るとともに、新

旧対照表の２ページの上のほうにありますよう

に、宿日直手当のうち、市立病院の医師と看護

師に係る部分を削るというものでございます。 

 なお、医療関係につきましては、市立病院の

ほかに椎原診療所もございますので、あわせて

整合性を保つための所要の改正も行っていると

いうものでございます。 

 新旧対照表の４ページの下のほうをごらんい

ただきたいというふうに思います。 

 第３条は、八代市職員の特殊勤務手当支給条

例の一部を改正するものでございまして、市立

病院のみに適用いたします放射線取扱手当及び

夜間看護手当を削るというものでございます。 

 新旧対照表の５ページの中ほどをごらんくだ
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さい。 

 最後の第４条は、八代市国民健康保険条例の

一部を改正するもので、市立病院が国民健康保

険診療施設として設置されておりますことか

ら、市が行う国民健康保険事業の中から、市立

病院がかかわります診療事業及び健康診断の２

つの事業を削るというものでございます。 

 なお、施行日は、平成３１年４月１日といた

しております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどどう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３１号・八代市病院事業の廃止に伴う

関係条例の整理に関する条例の制定について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第２３号・八代市協働のまちづくり推進

条例の制定について 

○委員長（前川祥子君） 次に、議案第２３号

・八代市協働のまちづくり推進条例の制定につ

いてを議題とし、説明を求めます。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） よろしくお願

いいたします。 

 議案書の１５ページをお願いいたします。 

 議案第２３号・八代市協働のまちづくり推進

条例の制定について御説明いたします。 

 まず、提案理由でございますが、地域協議会

の組織の役割を明確に定義すること、及びまち

づくりにおける市民と行政の基本的な役割を市

民に示す必要がございます。よって、条例の制

定が必要となったためでございます。 

 詳しく、内容は、担当課長より説明いたさせ

ますので、よろしくお願いいたします。 

○市民活動政策課長（遠山光徳君） 改めまし

て、皆様、こんにちは。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）市民活動政策課の遠山でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。着座に

て説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○市民活動政策課長（遠山光徳君） それで

は、私のほうから、議案第２３号・八代市協働

のまちづくり推進条例の制定について御説明さ

せていただきます。 

 議案書につきましては、１５ページからにな

りますが、本日は、別途資料を用いまして、説

明させていただきます。 

 資料につきましては二つございます。総務委

員会資料、八代市協働のまちづくり推進条例の

制定についてと書かれています３枚紙のホッチ

キスどめのものが１部でございます。また、八

代市協働のまちづくり推進条例の解説と書かれ

た冊子が１部でございます。ございますでしょ

うか。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、まず、この条例につきましては、

昨年度から、本総務委員会におきまして、条例

の概要、タウンミーティングなどの内容や結果

などについて御報告をしてまいりました。 

 ９月には、八代市協働のまちづくり推進条例

検討委員会より、中村市長に対し、八代市協働

のまちづくり推進条例骨子案を報告された内容

について、また、前回１２月におきましては、

この報告をもとに作成した条例案とパブリック
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コメントや職員研修の内容について、御説明を

いたしたところでございます。 

 本日は、この所管事務調査での説明と重複す

る部分、繰り返しの説明になる部分が多いかと

思いますが、お許しいただきたいと思います。 

 それでは、条例制定の理由、これまでの取り

組み、条例の内容、今後の取り組みとスケジュ

ールについて、御説明をさせていただきます。 

 まず、条例制定の理由でございますが、今、

部長のほうから一部出ましたが、本市では、住

民自治によるまちづくり基本指針のもと、住民

自治組織である地域協議会の設立、交付金や補

助金制度の設立、地域住民の活動拠点としての

コミュニティセンターの開設など、さまざまな

施策を展開してまいったところでございます。 

 しかしながら、住民自治によるまちづくりを

推進しながら、その中心となる地域協議会の定

義、法的根拠、規定がないまま、市は地域協議

会に対し人的、財政的支援を行ってきたところ

でございます。 

 また、社会環境の変化などから、まちづくり

への関心や地域の連帯感の希薄化を招き、自治

会や地域協議会の活動も一部の役員にのみ運営

され、多くの住民がまちづくりに参加できてな

いという課題も出てまいったところでございま

す。 

 そこで、まちづくりにおける市民や市、地域

協議会や自治会などの役割などを明確に定義

し、協働によるまちづくりを進めていく仕組み

などについて、市民に対し明確に示していく必

要があることから、今回、八代市協働のまちづ

くり推進条例を制定するものでございます。 

 次に、これまでの取り組みでございますが、

先ほどの３枚つづりの資料の１ページをごらん

ください。 

 本市では、平成１９年９月に、加って、語っ

て、協働によるまちづくりを基本理念とした、

住民自治によるまちづくりの基本指針を作成

し、市民、行政、議会のそれぞれの役割を明記

した、いわゆる総合型の自治基本条例の制定を

記載し、平成２６年までは、その方向で、条例

制定に向けた調査研究、啓発活動に力を入れた

ところでございます。 

 しかしながら、平成２７年８月に、八代市協

働の推進に関する条例研究会を設置し、改めて

市民協働によるまちづくりに関し、調査研究な

どを行っていただきました。 

 その後、平成２８年３月には、協働のあり方

については、条例という形で明確化する必要が

あることや、条例の類型は、市民のまちづくり

への参画に力点を置いた市民参加型条例を望む

という内容の提言を受け、総合型ではなく、市

民参加型の条例を目指すことになったことでご

ざいます。 

 この条例研究会の概要と提言の内容につきま

しては、次の２ページに記載しておりますの

で、後ほど御確認をいただければと思います。 

 この提言を受けた形で、平成２８年８月から

は、八代市協働のまちづくり推進条例検討委員

会を設置し、約２年間、１３回の会議において

検討を重ねていただき、その成果として、中村

市長に対して、先ほども申しましたが、条例骨

子案の報告書を、昨年の７月に提出していただ

いたところでございます。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 本条例の特徴と構成になります。本条例の特

徴といたしましては、市民と行政が協働のまち

づくりに取り組むための基本原則を定め、地域

課題などの解決のための役割と取り組み方法を

明らかにした、市民のまちづくりへの参画に力

点を置いた条例であること、また、平易な言葉

を用い、文体を口語体とし、市民にわかりやす

く、なじみやすい文章としていることなどでご

ざいます。 

 次に、条例の構成でございますが、前文と全

７章で構成されております。 
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 市民の皆様に、条例の趣旨をよく理解してい

ただくために設けた、また、検討委員会の皆様

の思いのこもった前文に続きまして、総則に条

例の目的、用語の定義、基本原則を、第２章に

市民の役割を定めております。第３章に市の役

割、第４章に協働の推進を、第５章に地域自治

の推進、第６章に市民活動の推進、最後の第７

章に雑則という構成になっております。 

 条例の構成、内容につきましては、前回、１

２月の所管事務調査で御報告をいたしました、

条例案と大きな変更はございません。 

 続きまして、本条例の特徴の一つでありま

す、条例の解説文を見ていただきたいと思いま

す。本条例では、条例の内容について、市民

が、より理解しやすくするために、注意事項や

具体的な例を示した解説文を、条例検討委員会

において、条文と並行して検討していただき、

作成をしているところでございます。 

 先ほどの別紙の冊子を、ちょっとお願いいた

します。 

 特徴的な解説部分を１点だけ、御紹介させて

いただきますと。３ページをお願いいたしま

す。 

 ３ページの定義の部分でございますが、第７

項をごらんください。条文では、まちづくり

を、住みよい豊かな地域社会をつくるための取

り組み及び活動をいいますというふうにしてお

ります。市民にとりましては、漠然としてわか

りにくい部分かと思います。 

 次の４ページの下段、（７）をごらんくださ

い。 

 一方、解説文では、まちづくりを、まちづく

りとは、市民の皆さんが安全・安心で快適に暮

らせるための防災・防犯活動を初めとして、地

域を活性化する活動、ともに学び合う教育活

動、文化や歴史を伝承する文化活動、地域内住

民や他の地域と交流する活動、環境保全・環境

美化活動、地域福祉活動など、住みよい豊かな

地域社会をつくるための取り組み及び活動をい

いますと、書いております。このように具体的

な活動を例示し、例文の内容を、誰もがよりわ

かりやすく、よりイメージしやすいように工夫

したものとなっているかと思います。 

 この解説文に加えまして、市民向けのパンフ

レットを作成し、住民説明会などで、この条例

の内容を、まちづくりにかかわる全ての方々に

わかりやすく説明し、周知をしていくことが、

本市の協働のまちづくりが、より盛んになるよ

うにすることが、重要だというふうに考えてお

るところでございます。 

 以上が、条例の内容に関する説明でございま

す。 

 最後に、お手数ですが、先ほどの３枚つづり

の資料に戻っていただいて、最後のページ、５

ページをごらんください。 

 平成３０年度の経過と３１年度のスケジュー

ル案でございます。昨年７月の条例検討委員会

からの市長への成果報告以降、９月と１２月の

本総務委員会において、本条例に関する御報告

をさせていただいております。 

 その後、まちづくりに関し、実際に、地域で

まちづくりの中心となって取り組んでいただい

ております、地域協議会の事務局長さんに昨年

１２月に、会長さんにことし２月に条例案につ

いて、改めて御報告、御説明をいたしたところ

でございます。 

 続きまして、今後のスケジュール案でござい

ますが、４月１日に条例制定、交付、８月１日

に施行と考えております。 

 交付と同時に施行といたしませんのは、条例

施行までの間、市民の皆様に条例の内容や意義

について、理解と関心を深めていただくため

に、さまざまな形で丁寧に説明する機会が必要

と考えております。６月と７月にかけまして、

１０回の住民説明会を実施する予定といたして

おります。 
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 あわせまして、パンフレットですとか、ポス

ターの作成、配布を予定いたしております。 

 また、８月の条例施行に合わせ、記念イベン

トといたしまして、条例検討委員会の澤田会長

によります基調講演や、まちづくりや住民自治

に造詣の深い方による特別講演など、市民フォ

ーラムを実施予定といたしております。 

 以上が、今後のスケジュール案でございま

す。 

 以上で、八代市協働のまちづくり推進条例の

制定についての私の説明を終わります。御審議

方よろしくお願いいたします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２３号・八代市協働のまちづくり推進

条例の制定については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前川祥子君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 次に、本委員会に付託となっている請願・陳

情はありませんが、要望書等につきまして、写

しをお手元に配付いたしておりますので、御一

読いただきたいと存じます。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、しばらく休憩いたします。５時３

０分から再開いたします。 

（午後５時２３分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時３０分 開議） 

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（前川祥子君） それでは、休憩前に

引き続き、総務委員会を再開いたします。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、行財政の運営に

関する諸問題の調査、総合計画の策定推進等に

関する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、行財政の運営に関する諸問題の調

査に関連して３件、執行部から発言の申し出が

あっておりますので、これを許します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（やつし

ろ国際化推進ビジョンについて） 

○委員長（前川祥子君） それでは、まず、や

つしろ国際化推進ビジョンについてをお願いし

ます。 

○国際課長（嶋田和博君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）長時間の審査

の後で、お疲れのところではありますが、しば

らくお時間をいただきまして、やつしろ国際化

推進ビジョンについて説明をさせていただきま

す。着座にて失礼します。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○国際課長（嶋田和博君） 同ビジョンにつき

ましては、さきの１２月定例会の本委員会にお
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きまして、素案という形で御説明を差し上げた

ところでございます。 

 その後、１月にパブリックコメントを実施し

まして、終了しましたことから、本日最終報告

をさせていただくものでございます。 

 お配りしている資料のうち、本ビジョンの本

文のほうをごらんいただければと思います。概

要版ではないほうですね。 

 まず、１枚めくっていただきまして、目次の

ほうで大まかなつくりを、説明を差し上げたい

と思います。章立てにしておりまして、第４章

から構成をされております。 

 第１章で、やつしろ国際化推進ビジョンの策

定に当たってということで、その策定の趣旨や

計画期間について記載をしております。 

 そして、第２章、国際化の方向性の中で、観

光、経済のグローバル化、国際交流の活発化、

外国人市民の増加、国際理解の促進と人づくり

という４つのテーマで、現状と課題を分析し、

目標とする都市像や、４つの基本方針を導き出

しております。 

 そして、第３章で、施策の推進ということ

で、この４つの基本方針、それぞれに主要施策

１０本、そして、それにひもづくところの、全

部で主な取り組み３５本を記載しております。 

 最後に、第４章で推進体制として、市や将来

設立予定としております国際交流協会、市民、

企業・団体、教育機関のそれぞれの役割を明示

したところでございます。 

 本日はですね、さきの委員会で素案の段階

で、中身については触れておりますので、施策

の部分について、概要版を使って簡単に御説明

をさせていただきたいと思います。 

 こちらの３枚物の概要版をごらんいただきた

いと思います。 

 １枚めくっていただきますと、ここに策定の

趣旨、計画期間とございます。この計画期間に

つきましては、さきの総務委員会のほうで、こ

のビジョンの周期を、総合計画の基本構想と周

期を合わせるべきではないかという御意見をい

ただきましたので、こちらについて検討をさせ

ていただきました。その結果ですね、どうして

も総合計画の基本構想につきましては、年度末

に策定し、その正式な決定を受けてですね、正

式な論議に入るということになりますと、１年

程度のブランクが出てしまうということで、そ

の間の１年間のビジョンとして残したいという

ふうに考えました。 

 当然、総合計画とビジョンとで大きな乖離、

内容の乖離が生じたりした場合は、当然のごと

く、上位計画である総合計画、基本構想に沿っ

た形での施策の取り組みということで、柔軟な

対応をさせていただきたいというようなことで

御理解をよろしくお願いしたいと思います。 

 目指すべき都市像としては、世界の笑顔が花

咲く国際都市やつしろということで、こちらに

書いているような趣旨をイメージしてございま

す。 

 それでは、基本指針と主要施策と、その主な

取り組みについて簡潔に御説明申し上げます。 

 まず、基本指針の１番目、世界に向けた観光

・経済戦略の展開としまして、主要施策３本挙

げております。 

 まず１本目が、海外からの観光客誘致の促進

とおもてなしの推進ということで、観光地とし

ての魅力づくり推進や、海外への観光プロモー

ションの強化、外国クルーズ船の誘致促進、イ

ンバウンド需要取り組みの対策強化を挙げてお

ります。 

 主要施策の２本目が、グローバルな経済展開

の推進といたしまして、農林水産物等の輸出促

進、地元企業の海外進出への支援、経済団体と

の連携などについて５本、主な取り組みを掲載

しております。 

 そして、主要施策の３本目として、世界との

交流基盤の整備としまして、クルーズ拠点整備
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などによる八代港の魅力づくりや、やつしろ物

流拠点構想の推進、国際コンテナ定期航路の新

規開設など、５本の取り組みを示しておりま

す。 

 次に、基本指針の２番目として、国際交流の

拡充を挙げております。ここでは、主要施策の

４本目として、友好提携都市を初め海外との多

様な交流の創出としまして、現在ある２つの友

好都市とのさらなる交流の促進や、教育・文化

・スポーツなどを通した多様な交流促進、国際

的イベントなどの誘致活動の促進など、５本の

取り組みを記載しております。 

 次に、主要な施策の５本目として、市民主体

の国際交流の促進としております。これは、国

際交流ボランティア登録制度の充実と活用や、

修学旅行、留学、ホームステイの支援、あるい

は民間団体等の国際交流活動の支援など、３本

の取り組みを掲載しております。 

 そして、主要施策の６本目、国際協力の推進

といたしまして、国際関連団体との連携、外国

人技能実習生や外国人留学生への支援、地球環

境保全に向けた取り組みと外国人市民への啓発

推進の３本を掲載しております。 

 基本指針の３番目、多文化共生社会の推進と

しまして、主要施策の７本目として、外国人市

民も暮らしやすいまちづくり、情報提供や案内

表示の多言語化の推進や、外国人市民の相談体

制の充実、災害時の外国人市民に対する支援な

ど、６本の主な取り組みを示しております。 

 そして、主要施策の８本目として、多文化共

生に向けた相互理解の促進としまして、地域に

おける外国人市民との交流機会の創出、日本語

学習の支援など、４本の取り組みを示しており

ます。 

 最後に、基本指針の４番目としまして、国際

感覚豊かな人づくりの推進としまして、主要施

策９番目、国際理解の促進としまして、国際化

に関する知識、情報の積極的な提供や、外国人

派遣制度等を活用した外国人人材の登用による

国際理解の促進など、４本の取り組みを示して

おります。 

 最後に、主要施策１０本目として、教育・研

修などの充実として、グローバル化に対応した

英語教育や国際教育の充実、教育機関との連

携、生涯学習としての語学講座の実施など、５

本の主な取り組みを示しております。 

 推進体制については、先ほど申し上げたもの

をイメージ化して示したところでございます。 

 以上が、簡単ではございますが、最終報告と

しますやつしろ国際化推進ビジョンの内容とな

りますが、さきの委員会でアンケート調査結果

等についての提出を求められましたが、体裁を

整えたりする作業に少し時間を要しまして、１

２月定例会中の提出ができなかったものですか

ら、本定例会での提出となりましたことをおわ

びしたいと思います。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしく

お願いします。 

○委員長（前川祥子君） それでは、本件につ

いて何か質疑、御意見等はありませんでしょう

か。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で、

やつしろ国際化推進ビジョンについてを終了し

ます。（｢ありがとうございました」と呼ぶ者

あり） 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（八代市

総合体育館ネーミングライツの経過報告つい

て） 

○委員長（前川祥子君） 次に、八代市総合体

育館ネーミングライツの経過報告についてをお

願いします。 

○企画政策課長（福本桂三君） こんにちは。

企画政策課の福本です。 

 八代市総合体育館ネーミングライツの経過報
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告について、説明させていただきます。よろし

くお願いします。着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○企画政策課長（福本桂三君） ネーミングラ

イツ導入につきましては、１２月市議会の総務

委員会におきまして御報告しておりましたけれ

ども、募集を行いましたところ、期間内に１社

の応募がございました。 

 既に新聞報道等で御存じのことと思いますけ

れども、２月２８日に相手方との調印に至りま

したので、事後報告となりますけれども、経過

報告をさせていただきます。 

 それでは、資料をごらんください。 

 まず、１、八代市総合体育館ネーミングライ

ツの募集結果についてです。応募企業としまし

ては、株式会社トヨオカ地建のみでございまし

た。 

 御承知かと思いますが、株式会社トヨオカ地

建は、八代市海士江町の不動産業を営まれてい

る会社でございまして、従業員２７名の会社で

ございます。 

 次に、（２）の株式会社トヨオカ地建からの

応募内容でございますが、契約金額は、消費税

抜きで年額２０５万円、消費税込みで２２１万

４０００円です。 

 契約期間は、ことし４月から２０２４年３月

３１日までの５年間でございます。この５年間

のネーミングライツの料金は、総額１１０７万

円となります。 

 愛称は、八代トヨオカ地建アリーナでござい

ます。 

 次に、２、応募内容の審査でございます。八

代市総合体育館ネーミングライツ・パートナー

募集要領の項目８、審査、優先交渉の選定・公

表では、優先交渉権者として適当かどうかを審

査することとなっておりまして、たとえ、応募

者が１社であっても、その企業が、ネーミング

ライツのパートナーとしてふさわしいかどうか

の審査をすることとなっております。 

 そのため、１月２４日に、庁内の職員１１名

で構成します八代市広告審査委員会において審

査を行いました。 

 審査では、経営の安定性、応募企業の事業内

容、愛称が市民に受け入れられるか、また浸透

しやすいか、地域貢献の取り組みや実績、考え

方、応募金額の５つの項目において、慎重な審

議を行いました。その結果、株式会社トヨオカ

地建を優先交渉者として選定することを決定い

たしました。 

 この審議結果を受けまして、本市では、株式

会社トヨオカ地建をネーミングライツの交渉者

として、契約内容について協議を重ねてまいり

ましたところ、合意に至りましたので、２月２

８日に調印式をとり行った次第でございます。 

 なお、現在、来月４月１日からの八代トヨオ

カ地建アリーナのネーミングライツ開始に向け

まして、案内看板などの表示物、企業ＰＲコー

ナー、市民への周知等において、準備を進めて

いるところでございます。 

 以上、御報告とさせていただきます。 

○委員長（前川祥子君） それでは、本件につ

いて何か質疑、御意見等はありませんでしょう

か。 

○委員（橋本隆一君） ネーミングライツとい

うやり方は、非常にいいと思うんですけども、

今後こういったやり方で、何か検討しておられ

るというところはありますか。 

○企画政策課長（福本桂三君） 現段階として

は、まだございません。 

○委員長（前川祥子君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） はい。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で八
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代市総合体育館ネーミングライツの経過報告に

ついてを終了します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査（沖町に

おける場外車券売場について） 

○委員長（前川祥子君） 次に、沖町における

場外車券売場についてをお願いします。 

○企画政策課長（福本桂三君） 引き続きまし

て、沖町における場外車券売場について御報告

します。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（前川祥子君） どうぞ。 

○企画政策課長（福本桂三君） 本市の沖町に

おきまして、全国各地で開催されます競輪やオ

ートレースの場外車券売場が設置される予定が

ありますので、その概要を御説明いたします。 

 配付しております資料１ページをごらんくだ

さい。 

 今回沖町に場外車券売場を設置されるのは、

愛知県豊橋市の株式会社立岩という会社でござ

います。 

 設置の予定場所は、沖町字６番割３９０９番

外９筆で、イオン八代ショッピングセンターの

西側に予定されており、敷地面積約２万２００

０平方メートル、建物面積約１４００平方メー

トルの計画でございます。 

 発売する車券は、全国で開催されます競輪や

オートレースで１年間に約３２０日間営業さ

れ、１日当たりの来場者は約４００名を想定さ

れております。 

 ２ページをおあけください。 

 この車券売場の設置に関しましては、自転車

競技法施行規則第１５条に許可基準が規定され

ておりまして、施設の位置、規模、構造、設

備、配置などの基準が定められております。 

 また、下段の場外車券販売施設の設置に関す

る指導要領におきましては、必要に応じて、当

該場外車券発売施設の設置場所から半径１キロ

以内の自治会長の同意、または地方自治体の長

の同意を得るなど、地域社会との調整を十分行

ったことを証する書面を提出することとなって

おります。 

 この基準における地方自治体の長の同意につ

きましては、株式会社立岩が、半径１キロ以内

の全ての町内長の同意を取得済みであるため、

八代市長の同意は不要となります。 

 続きまして、これまでの主な経緯でございま

す。 

 まず、平成２８年３月に、株式会社立岩が、

農業振興地域整備計画変更申請書を、八代市に

提出されておりまして、平成２８年４月には、

八代市農業振興地域整備促進協議会の専門委員

会におきまして協議がなされ、全会一致で了承

されております。 

 翌年、平成２９年１月には、設置予定場所を

農用地区域から除外しました。 

 ３ページをお開きください。 

 平成２９年８月には、株式会社立岩が、農地

転用許可申請に係る雇用協定締結申出書を提出

されました。この雇用協定は、計画地が１種農

地であるため、原則転用は許可されない、不許

可となるところでございます。しかし、設置者

が、八代市との雇用協定におきまして、農業従

事者の就業機会の増大に寄与する施設として、

事業の雇用人数の３割以上を、農業従事者また

は農家出身者とすれば、不許可の例外規定が適

用されます。今回株式会社立岩から、本市に対

し申し出がなされまして、雇用協定を締結して

おります。 

 この雇用協定によりまして、雇用予定であり

ます３６人のうち３割以上、かつ２０人以上が

松高校区から雇用される予定と伺っておりま

す。 

 続きまして、平成３０年３月には、株式会社

立岩が、地元説明会を開催されまして、設置予

定場所から半径１キロ以内の町内会長の同意を

全て取得されております。 
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 また、平成３１年１月には、株式会社立岩

が、八代支援学校の保護者を対象に説明会を開

催されました。その際、特に設置に反対する意

見はなかったと聞いております。 

 同じく１月には、市が設置予定場所の開発許

可と、農地転用許可を行ったところです。 

 なお、今回市として許可しました農振除外や

開発許可、農地転用許可等におきましては、そ

れぞれの法律に基づきまして、手続の要件が整

ったことから許可したものでございます。 

 次に、今後の予定でございます。平成３１年

４月以降に、八代市と株式会社立岩が、非行防

止、防犯、交通、環境美化対策、地元対策費な

どに関する協定を締結する予定でございます。 

 この協定を締結した後に、株式会社立岩と熊

本県警察本部が協議を開始されまして、協議が

調った後、株式会社立岩が経済産業省に設置許

可申請書を提出される予定であるとのことでご

ざいます。 

 建設工事の着工は、経済産業省が設置を許可

した後に行われ、平成３１年８月以降にオープ

ンする予定であると伺っております。 

 なお、今後本市と株式会社立岩との協定締結

に当たりましては、地域住民の皆さんや市民の

皆さんの動向を見守るとともに、市議会の御意

見を十分お聞きしながら進めてまいりたいと考

えております。 

 以上、簡単ではございますが、御報告とさせ

ていただきます。 

○委員長（前川祥子君） では、本件について

何か質疑、御意見等はありませんでしょうか。 

○委員（大倉裕一君） ＪＲＡと、ちょっと比

較をさせてもらいたいんですけど、ＪＲＡの場

合は、八代市に対して、売上金の、何というん

ですかね、市から見たら入金があるような状況

がありますけども、今回の、この沖町の場外車

券については、そういった市に対する納付金と

か、そういったのはないんですよね。 

○企画政策課長（福本桂三君） 今後、立岩と

八代市との協定締結の中で、地元対策費という

のが、協議をします。その協議の中で、地元対

策費というのを話し合う予定でございます。 

○委員（大倉裕一君） もし、地元対策費とい

うことで理解を示された場合は、それから、市

のほうにお金を振り込んでもらうのか、地元に

直接振り込んでもらうのかというところは決め

ていくというような形になるわけですよね。 

○企画政策課長（福本桂三君） 地元対策費と

いうのは、八代市に入ってきます。これは、八

代市と設置者である立岩との、今後の協定によ

って取り決めるものでございます。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございま

す。 

 もう一つ、最後なんですけど、ＪＲＡの場合

は、日奈久地域の、市が取り組む施策に対して

というような条件があったと思うんですけど、

今回も、やはり地元である松高校区に対して、

市が何かの取り組みをする、その財源としてと

いうような考え方で、今後進めていかれるちゅ

うことでよろしいんでしょうか。 

○企画政策課長（福本桂三君） 現段階ではで

すね、どこの地域に使うというのは、まだ協議

をしておりません。ただ、今後、先ほど申しま

したとおり、使途というのは、防犯上とか、そ

ういった部分がございまして、そういった部分

を、今後設置者の立岩と協議していきたいと考

えております。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございま

す。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（村川清則君） この予定地の南側、１

００メーターか２００メーターぐらい南側に、

高校のサッカーグラウンドがありますよね。近

くに老人福祉施設もある、ショッピングモール

もある、このあたり一帯を、何かこう、雑居ビ
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ルみたいな感じになりゃせんかと、何か町のデ

ザインというか、レイアウトちゅうか、そうい

うのが全く感じられないなというのが一つと、

あと、私は、このちょうど下流域に住んどりま

す。イオンができてからこっちですね、大雨の

ときに、水量が非常に、あれからこっち多いで

す。怖さを感じるような、川を見てますと、水

量です。今回も、ここに、今まで田んぼだった

ところが、いきなりアスファルトで塞がれる

と、このスケジュールでいったらですね、何か

非常に怖いなという気がしております。幸い、

今、郡築は第２郡築排水機場が整備されている

んですが、それも、稼働するのが来年の梅雨前

です。だから、最低限工事着工をですね、こと

しの台風にも豪雨がございますんでですね、台

風がある程度去る１０月中旬以降ぐらいにして

もらえたらいいなあという希望です。 

 でないとですね、郡築にも結構過激派はおる

わけ、――過激な思想、考え方しとる者はおる

わけで、川に岩ば、４つ、５つ埋めろとかです

ね、そんならば、要するに松高がつかるわけで

すよね。でも、郡築に流れてくる水は少ないと

か、あるいは行政に対して訴訟を起こせとか、

毎年３回ぐらいは冠水するもんですから、田ん

ぼが。アスパラとかオクラとかやられるもんで

すから、そのたびに訴訟を起こせとかいう人間

もおるわけですよ。だから、最低限、時期をお

くらかしていただきたいのと、あと、地元の意

向というのも、そういう人間もいるんだという

ことを十分加味していただいて、進めるときも

進めていただきたいと思います。要望です。 

○委員（古嶋津義君） 反対じゃなかっですけ

ど、設置者のほうが、地元説明会から、町内会

長さんの同意も得ていられるということであり

ますが、きょう、マスコミさんも来てられるか

ら、あした多分報道があるだろうと思います

が、やっぱりその地域の人たちは、初めて聞く

方もいらっしゃるというふうに思いますが、そ

の辺のところ、地区の説明会にはどれくらい来

られとったかわからんとでしょう。わかりませ

んか。 

○企画政策課長（福本桂三君） 今回、設置者

が立岩という会社で、事業主体が民間なもんで

すから、その辺は立岩のほうが、地元説明会も

自分たちで入られてされるというふうには聞い

ております。 

 内容については、どのような内容だったのか

までは、市としては伺っておりません。 

○委員（古嶋津義君） 私も、十何年前ですか

ね、日奈久にＪＲＡが来るとき、会派で視察に

行ったのか、よく記憶にないんですが、山口県

にちょっと視察に行ったことがございます。ち

ょうどですね、国道２号線から上に上がった、

そこには高校も設置してございまして、近く

に。中を見ますと、食堂がありまして、その中

には、酒飲む場所、御飯は食べてもいいけど、

飲食はできないようになっていたような記憶が

ございます。そして、子供たちの遊具も、たし

か置いてあって、職員さんが対応してたような

ふうに記憶があるわけであります。そして、夜

にちょっと、その近くの学校のＰＴＡ会長さん

にもお会いしましたが、当初は反対だったと。

しかし、でけてみれば、何の心配もなかったと

いうお話を聞いて安堵をしたんですが、ただ、

終わった後にですね、車が一斉に出るもんだけ

ん、その辺のところが、どうも混雑があったと

いうことをお聞きしましたので、その辺の協定

をされるときに、市民の反応を見ながら、協定

をされるとき、その辺のところもお話をしてい

ただければというふうに思います。 

 それと、さっき言いました、中に食堂なんか

でけるわけですか。その辺まで把握されてます

か。 

○企画政策課長（福本桂三君） まだ、建物の

内容の、何が入るのかというのは、まだ把握は

しておりません。 
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○委員（古嶋津義君） はい、結構です。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

○委員（村上光則君） 今、村川副委員長さん

から言われたように、あそこは半径１キロでな

っとですよね。郡築は半径１キロには入らんで

すかね。（｢入っとっとですよ」と呼ぶ者あ

り）入っとるでしょう。町内長さんにはお話な

かったですか。私は、反対されてるちゅう話を

聞いとっとですよ。だから、同意ができたかな

あと思ってから。 

○企画政策課長（福本桂三君） 今回、半径１

キロ以内の町内ということで、１７町内の町内

会長の同意が出されております。郡築町内が６

町内、それと、松高校区が１０町内、それと、

八代校区が１町内でございます。 

○委員（村上光則君） じゃあ、郡築も町内長

さんには話がしてあるちゅうことたいな。同意

ばもう、したちゅうことたいな。 

○企画政策課長（福本桂三君） はい、そのよ

うに伺っております。 

○委員（村上光則君） なら、仕方がないです

ね。 

○委員長（前川祥子君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で、

沖町における場外車券売場についてを終了しま

す。 

 次に、本委員会の管外行政視察について、協

議のため、しばらく小会いたします。 

（午後６時０２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後６時１２分 本会） 

○委員長（前川祥子君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の管外行政視察につい

て、お諮りいたします。 

 本委員会の管外行政視察については、これを

実施したいと思いますが、御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、本委員会の派遣承認要求の件について

お諮りいたします。 

 本委員会は、行財政の運営に関する諸問題の

調査、総合計画の策定推進等に関する諸問題の

調査のため、行政視察に参ることとし、日程、

視察先及び視察内容については、委員長に御一

任いただき、関連予算の議決後、議長宛て、派

遣承認要求の手続をとらせていただきたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前川祥子君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって、総務委員会を散会いたしま

す。 

（午後６時１３分 閉会） 
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より署名する。 

    平成３１年３月１５日 

総務委員会 

委 員 長 
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